
 

Instructions for use

Title "Landständische Verfassung" 考 (中) : 身分制の歴史理論的把握のために

Author(s) 成瀬, 治

Citation 北海道大學文學部紀要, 14(3), 87-150

Issue Date 1966-03-26

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/33307

Type bulletin (article)

File Information 14(3)_PR89-150.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


w
w
H
L
回
出
品

ω一い位
ロ
円
山
町
口
町
。

〈

qpmm己
誌
な
考

l
i
|身
分
制
の
歴
史
理
論
的
把

(
中
)

握
の
た
め
に
|
|

成

瀬

治



ト
山
口
弘
己
批
口
門
田
町

n
Z
J
1
R片山
ωωgmhn
考

-
|
身
分
制
の
歴
史
理
論
的
把
握
の
た
め
に
|
|

(
中
)

序

論

一、

w
h
s
E
5
r
R
U
S
E
B
g
=
を
め
ぐ
る
諸
問
題

二
、
身
分
的
自
由
の
本
質
(
以
上
十
三
ノ
-
号
)

一二、ピ
E
g君
民
自
由
己
認
と
そ
の
変
容
(
本
号
)

四
、
「
絶
対
主
義
」
の
国
制
的
性
格

結

論

北
大
文
学
部
紀
要

• 

成

瀬

、ム
引口

円
吋
ノ。。



ヨ
円
、
且
ロ
仏
師
H

E

L

F
凹
わ
す
〈

R
P
n
g開
会

考

ココ

C
E
0
2
2
r
a
g
m
と
そ
の
変
容

ー
ー
ー
身
分
制
国
家
の
成
立
条
件
|
|

r一、
-
L一一J

方
法
上
の
出
発
点

構
成
」
第
一
章
に
於
て
わ
れ
わ
れ
は
「
身
分
制
国
家
」
な
い
し
「
近
代
的
国
家
の
初
期
形
態
」
と
呼
ば
れ
る
国
制
の
徴
標
と
し
て
の
「
二
元
的

ロ
E
E
5
5
の
開
題
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
「
二
元
性
」
の
歴
史
的
意
味
づ
け
を
め
ぐ
る

W
・
ネ
フ
と

F
・
ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
と
の

対
立
せ
る
見
解
を
紹
介
し
な
が
ら
、

そ
の
背
後
に
近
世
ド
イ
ツ
の
テ
リ
ト
リ
ア
ー
ル
ジ
ュ
タ
l
ト
の
形
成
要
因
に
関
す
る
ギ
l
ル
ケ
と

ベ
ロ
ウ
の
ポ
レ
ミ
l
ク
を
透
視
し
た
。

だ
が
そ
れ
と
同
時
に
わ
れ
わ
れ
は
、

一
見
尖
鋭
に
対
立
す
る
両
者
の
学
説
も
、
「
二
元
主
義
」
の

苫
田

S
E由
同

R
F
H
F
r
E
な
把
握
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
立
憲
君
主
制
へ
の

。
丘
町
ロ
丘
町
同
日
記

と
い
う
共
通
の
土
台
を
有
っ
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て
い
る
こ
と
、

且
っ
そ
の
場
合
「
国
家
」
・
「
社
会
」
と
い
う
対
立
概
念
の
適
用
が
、

方
法
論
的
に
見
て
す
こ
ぶ
る

日
)
円
。

σ
F
B
m同
H-mnr
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第
二
章
で
は
、

す
る
た
め
、

ヒ
ン
ツ
ェ
が
既
に
洞
察
し
た
「
身
分
制
」
と
「
家
産
制
」
と
の
内
面
的
な
つ
な
が
り
に
注
目
し
、

か
か
る
方
法
論
上
の
問
題
の
所
在
を
「
身
分
的
自
由
」
と
の
関
連
に
お
い
て
一
一
層
あ
き
ら
か
に

「
身
分
議
会
制
」
の
成
立

条
件
を
な
し
つ
つ
も
更
に
そ
れ
よ
り
広
い
外
延
を
も
っ
、

一
個
の
歴
史
的
範
轄
と
し
て
の
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仏
三
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〈
巾
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印
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肉
食

の
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成

要
因
が
、
前
近
代
的
な

何
百
巾
H
H
H
己
H
H
H

の
中
に
見
出
し
う
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
一
応
想
定
し
て
お
い
た
。
そ
こ
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
前
近

代
的
な
回

m
g
z
g」
こ
そ
は
、
「
身
分
的
自
由
」
の
裏
面
を
な
す
「
身
分
的
支
配
」
、
す
な
わ
ち
「
物
に
対
す
る
私
的
支
配
」
の
意
味
で

の
近
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的
所
有
権
と
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こ
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は
ど
の
よ
う
な
場
所
を
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め
る
の
か
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
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そ
れ
と
同
時
に
ま
た
、

わ
れ
わ

れ
の
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察
が
え
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山
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な
構
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論
に
陥
ら
な
い
た
め
に
は
、
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治
的
な
デ
ィ
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ミ
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ク
の
中
で
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よ
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戸
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ま
た
そ

れ
と
の
連
闘
に
お
け
る
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町
片
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片
が
ど
の
よ
う
に
変
容
す
る
か
を
も
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討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
の
副
題
に
掲
げ
た
「
占
身
分

制
の
歴
史
理
論
的
把
握
」
と
い
う
課
題
は
、

か
く
て
始
め
て
そ
の
解
決
の
レ
と
ぐ
ち
を
見
出
し
う
る
で
あ
ろ
う
o

た
だ
念
の
た
め
に
言
え
ば
、
す
で
に
序
論
で
も
断
っ
て
お
い
た
通
り
、

わ
れ
わ
れ
の
当
面
の
意
図
は
、
あ
く
ま
で
一
個
の
「
作
業
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提
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に
と
ど
ま
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し
か
も
そ
の
さ
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、
何
ら
か
一
般
理
論
的
な
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要
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が
そ
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に
働
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る
こ
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を
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十
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し
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諸
々
の
要
因
を
抽
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す
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こ
と
を
通
じ
て
九
ひ
ろ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
中
世
」
か
ら
「
近
世
」
へ
の
国
制

史
的
発
展
の
基
本
線
を
理
解
す
る
た
め
の
、
新
し
い
展
望
を
聞
こ
う
と
敢
て
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
る
o

こ
れ
は
た
し
か
じ
冒
険
的
な
企

て
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
当
面
の
対
象
た
る
ド
イ
ツ
だ
け
に
つ
い
て
見
て
も
、
ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
が
十
分
な
根
拠
を
以
て
指
摘
し
た
如
く
、
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よ
る
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化
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頗
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難
に
し
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い
る
以
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、
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イ
ツ
以
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の
ヨ
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国
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も
そ
も
不
可
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だ
と
い
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

を
問
題
に
す
る
場
合
、
そ
れ
は
決
し
て
狭
い
意
味
で
の
制
度
史
的
概
念
で
は
な
く
、
身
分
制
議
会
の
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か
し
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が
ら
、

本
稿
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れ
わ
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が
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分
制
」

T
r丘
2
3田市ロ

50H}uro-om宮
『
な
現
象
形
態
を

、
、
、

考
え
て
い
る
の
で
も
な
い
。
制
度
や
形
態
は
国
に
よ
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ば
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諸
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」
の
政
治
的
な
行
動
様
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た
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と
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立
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」
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く
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力
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機
を
も
内
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し
た
人
的
構
成
体
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、
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は
り
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か
。
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て
ヒ
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〉

の
世
界
史
的
措
篠
件
い
を
間
関
い
、
ま
た
潔

i
p
ッ
パ
諸
地
域
に

考
察
の
可
議
性
役
無
条
件
に
背
走
し
た
の

る
身
分
議
会
制
の
比
較
史
的

の
下
に
、

ま
さ
に
そ
の
よ

に
於
て

る
「
比
較
史
的
方
法
」
の
提
暇

っ

た
え
て
誕
生
し
た
「
身
分
制
議
会
史
の
た
め
の
関
即
時
委
員
総
」
は
、 そ
し
て
、

マ
ル
グ
・
ブ
口
ヅ
グ
に
よ

の
研
究
者
か

の
基
本
線
の
追
求
な
鱗
怠
ず
る
こ
と
な
く
、

意
識
を
ど
う
う
け
と
め
る
か

た
多
様
な
る
歴
史
像
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
そ
れ
ら
に
共
通

〔

8
)

論
」
に
大
き
な
関
心
を
払
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し

の
問
題
と
は
一
部
部
偶
に
、
「
身
分
制
」

か
え
っ
て
「

ーヲ2

き
て

に
立
ち
一
戻
ろ
う
。

の
問
問
題
る
も
の
で
は
な
か

と
り
あ
げ
た
身
分
欝
国
家
の
さ

大
会
(
一
九
五

の
中
間
報
告
の
ゆ
で
、

に
お
け
る

の
よ
う
に

て
い
る
。

お
よ

の
致
治
的
形
成
過
程
に
お
い
て
そ
れ

た

【

O
O
V

て
、
オ
ヅ
ト

i
-
ブ
ル
ジ
ナ
ー
は
j
a
-
-
久
し
く
論
議
さ
れ
て
き
た
こ
の
問
題
に
最
終
的
な
決
着
を
与
え
た
い

テ
ン
J

ア、

…寸

:ン

門
山
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帥
ご
邸
時
日
ロ
日

)
O払
片
山
C
M
M

L
」
0

ド
イ
ツ
中
世
の

H
L
S
J
ふ

の
分
野
で
、

オ
ッ
ト

1
・
ブ
ル
ソ
ナ

i

装
本
的
に
重
要
な
テ
ー
ゼ
を
立
て
た

」
と
誌
今
更
い
う
交
で
も
な
い
が
、

い
変

て
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ウ{第
は乙十
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γ
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ス
ヘ
ル
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し
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解

年
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三
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日
目
出
n
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〈
2
F
E
C
H戸相
判
決
院

の
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考
察
に
と
っ
て
、
彼
の
研
究
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
で
あ
ろ
う
か
。
ブ
ル

γ
ナ
l
の
主
著
『
ラ

γ
ト
と
へ
ル
シ
ャ
フ
ト
』
は
、

た

し

を
広
義
の
家
(
出

2
凹
)
に
求
め
、

か
に
ラ

γ
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
そ
の
も
の
を
直
接
の
研
究
対
象
と
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
が
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
組
織
的
な
中
核

と
し
て
把
え
た
こ
と
は
、

且
っ
そ
の
本
質
的
機
能
を
「
守
護
」

(ω
口

ER)

と
し
て
の
「
ラ

γ
ト
法
」
(
戸
山
口
骨
2
Z
)

ラ
ン
ト
を
ば
「
旧
き
慣
習
」

に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
た
人
的
共
同
体

3
2
5
5岳
阻
止
)
と
理
解
し
た
こ
と
と
並
ん
で
、
ラ
ン

、、

ト
シ
ュ
テ

γ
デ
の
国
制
史
的
(
な
い
し
は
「
社
会
史
」
的
)
考
察
に
対
す
る
、
重
大
な
帰
結
を
と
も
な
わ
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
こ

と
は
、
同
書
第
五
章
、
と
く
に
そ
の
第
三
節
に
お
け
る
ラ

γ
ト
シ
ュ
テ

γ
デ
向
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
が
、
第
二
次
大
戦
後
に
彼
が
発
表

し
た
諸
論
文
に
お
い
て
ま
す
ま
す
明
確
に
見
出
し
得
る
。

『
ラ
ン
ト
と
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
』

に
一
部
さ
れ
た
ブ
ル
ン
ナ
l
の
ラ
ン
ト
概
念
は
、

彼
が
実
証
的
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
の
諸
ラ
ン
ト
の
国
制
状
態
を
不
当
に
一
般
化
し
た
も
の
と
し
て
、

ス
の
批
判
を
う
け
た
し
、
後
に
も
触
れ
る
通
り
近
時
ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
や
ヘ
ル
ピ
ヅ
グ
か
ら
も
異
議
を
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
わ
が
国

の
西
洋
史
学
界
で
は
、
同
書
の
基
本
的
な
歴
史
観
が
ナ
チ
ス
的
で
あ
る
と
の
批
判
も
加
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ブ
ル
ソ
ナ
ー
の
歴
史
観
が

近
時
に
い
た
っ
て
な
お
「
保
守
主
義
的
」
と
の
批
判
を
浴
び
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
に
せ
よ
、
わ
れ
わ
れ
の
当
面
の
課
題
た
る

z
戸
山
口
俊
芯
ロ
・

門出

R
Z
〈巾同町田国間己ロ
mz
の
歴
史
理
論
的
考
察
の
方
法
論
に
関
す
る
か
、
ぎ
り
、
中
世
ド
イ
ツ
の
「
ラ
ン
ト
」
と
「
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
」
の
実
態

つ
と
に
ミ
ッ
タ
イ

q
J
 

Q
ノ

に
就
て
の
彼
の
見
解
が
、
決
定
的
に
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
の
で
あ
る
o

因
に
、
ラ
ン
ト
概
念
の
「
一
般
化
」
に

関
し
て
い
う
な
ら
ば
、
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
評
価
し
た
い
。
直
接
に
は
、
或
は
殆
ん
ど
も
っ
ぱ
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
史
料
に
依
拠
し
て
い
る
に
せ
よ
、
ブ
ル
シ
ナ

l
の
本
来
の
意
図
は
や
は
り
一
般
的
な
「
中
世
的
国
家
」
(
あ
る
い
は
「
前
近
代
的
社

会
」
と
い
っ
て
も
よ
い
)
の
歴
史
理
論
の
構
築
に
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
見
る
の
が
誤
り
で
な
い
こ
と
は
、
戦
後
に
彼

、
、
、
、
、

が
発
表
し
た
諸
論
孜
に
於
て
、
こ
の
基
本
的
な
モ
デ
ル
概
念
が
ひ
ろ
く
西
欧
諸
国
の
「
前
近
代
的
」
な
社
会
な
い
し
国
制
状
態
の
分
析
に

北
大
文
学
部
紀
要



と

FgpSH丘
町
ロ
ぽ
〈
え
白
田
印

EKh
考

ま
で
大
胆
に
適
用
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
も
証
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
o

こ
の
意
味
で
彼
の
ラ
ン
ト
概
念
は
、
そ
れ
に
対
す
る
個
別
的
な
反

証
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
雑
多
な
歴
史
現
象
を
学
問
的
に
分
析
す
る
た
め
の
、
有
効
な
発
見
的

(
Z
E
E
-円
「
)
概
念
装
置
と
し
て
う
け
と

り
得
、

ま
た
う
け
と
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
視
角
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
以
下
に
お
い
て
、
ブ
ル
ン
ナ
l
の
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、
中
世
末
期
の
3
戸
田
口
母

2
2
p
a
5
H
m
E

の
実
態
お
よ
び
そ
の
歴
史
的
変
容
過
程
を
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
と
の
連
闘
で
一
般
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。
そ
の
さ
い
、
当
面
の
課
題

に
即
し
て
、
第
一
章
で
摘
出
さ
れ
た
「
二
元
的
構
成
」
の
問
題
が
、

お
の
ず
か
ら
考
察
の
出
発
点
と
な
る
o

" 一-
L-J 

中
世
的
法
観
念
と

F
m
g
P
2
2世
間
富
田
明

ブ
ル

γ
ナ

1
は

「
二
元
主
義
的
」

な
身
分
制
国
家
を
特
徴
づ
け
る
ユ
ニ
ー
ク
な

「
契
約
的
性
格
」

〈
目
立

E
m
R
E
E
E
2
を
指
摘
し
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ば
ら
ば
ら
の
権
利
主
体
」
と
し
て
並
置
す
る
な
ら
ば
、

な
が
ら
も
、
も
し
ひ
と
が
こ
の
よ
う
な
契
約
的
性
格
の
み
に
目
を
奪
わ
れ
て
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と
ラ

γ
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
と
を
「
二
つ
の
、

(
刊
)

と
い
う
o

そ
れ
は
全
く
誤
っ
て
い
る
、

ま
た
他
の
箇
所
で
は
、
「
国
王
と
シ
ュ
テ

ン
デ
と
は
相
倹
っ
て
、
神
の
代
り
に
、

い
と
高
き
王
者
の
権
威
を
代
表
す
る
」
と
い
う
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
グ
ス
タ
フ
・
ア
ド
ル
フ
の
言
葉

を
引
用
し
つ
つ
、
こ
れ
は
君
主
と
シ
ュ
テ
ン
デ
と
が
両
者
の
上
に
立
つ
ひ
と
つ
の

「
秩
序
」

(
。
丘
ロ
ロ
口
問
)

に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
一
不
す
も
の
で
、
同
様
の
こ
と
は
ド
イ
ツ
の
ラ
ン
ト
に
於
て
も
見
ら
れ
る
と
述
べ
た
の
ち
、

次
の
よ
う
に
い
う
。

「ラ

γ
Jア
ス
ヘ
ル
シ

ャ
フ
ト
と
ラ

γ
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
と
は
、
政
治
的
な
意
味
で
の
ラ
ン
ト
を
前
提
と
し
、
両
者
は
ラ

γ
ト
の
本
質
か
ら
し
て
の
み
理
解
さ
れ
う

る
。
し
ば
し
ば
云
わ
れ
る
両
者
の

w
b
E
5
2印E
は
、
た
だ
ラ
ン
ト
の
〈

E
3
5
m
の
枠
内
で
の
み
存
在
し
う
る
も
の
な
の
で
あ
抗
日

と
O 

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
当
然
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
が
「
ラ

γ
ト
」
を
如
何
な
る
も
の
と
し
て
考
え
て



い
る
か
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
基
本
的
な
点
に
つ
い
て
彼
は
、
バ
イ
エ
ル
ン

1
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
域
に
属
す
る
諸
々
の
ラ
ン
ト
の

実
態
を
個
別
的
に
展
望
し
た
上
で
、

令
さ
れ
た
法
1
平
和
共
同
体

ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
o

フ
で ン
争ト
ム〈

ち包は

一
定
の
ラ
ソ
ト
法
(
戸
山
口
斥

2
E
)
に
よ
っ
て
統

(
岡
山

2
r
g
Iロ
ロ
(
同
町
民
主
ー
巾
ロ
印
m
川
町
宮
巳
ロ
田
口
}
出
向
同
)

そ
れ
は
決
し
て
単
に
一
個
の
「
ラ
ン
デ
ス
ホ
l
ハ

イ
ト
領
域
」

(戸田口門同町田「。「色丹印一間刷。玄金一)

で
は
な
い
。

ラ
γ
ト
法
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
裁
判
区
域

(の巾
H
w
r
gゲ巾
N-Hr)

つ
ま
り
或
る
帝
国
直
属
の
支
配
者
の
手
に
統
括
さ
れ
た
諸
領
域
・
諸
権
利
の
複
合

を
通
じ
て
の
み
統
合
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
そ
こ
に
於
て

そ
の
裁
判
共
同
体
(
の
包
ロ
r
a
m巾
B
E
r
-
-こ
れ
が

つ
ま
り
戸
田
口
門
山
田
口

}gr
で
あ
る
o

こ
の
意
味
で

で
あ
り
、

体
と
し
て
、
彼
の
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト

(仏

O
B
E
E
S
)

戸
田
口
色
町

E
m
な
い
し

戸田口門
H
4
0
-
w

で
あ
る
)
は
ラ
ン
ト
共
同
体

(
F
E
ι
g
m何
日
巳
ロ
仏
叩
)

の
諸
々
の
ラ
ン
ト
は
、
ひ
と
り
の
支
配
者
(
出
向
片
岡
)
を
有
つ
こ
と
が
あ
り
う
る
が
、
し
か
し
必
ず
有
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
な

い
。
と
こ
ろ
で
、
か
か
る
同
2
H
の
支
配
権
つ
ま
り
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
は
、
ラ
ン
ト
法
上
の
裁
判
権
か
ら
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
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な
い
。
「
ラ
ソ
ト
法
上
の
裁
判
権
は
ラ

γ
ト
を
つ
く
る
の
で
あ
っ
て
、
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
シ
ャ
フ
ト
を
つ
く
る
の
で
は
な
い
o
」
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル

シ
ャ
フ
ト
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、

L
E
!日
同
日

EmE
、が

u
L
O
B
E
5
H巾
H
E巾
E
に
転
化
す
る
こ
と
、

の
聞
に
「
支
配
関
係
」
(
同
氏
同
国
各
阻
止

mSHr巴
吉
町
)
が
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
o

そ
し
て
そ
の
こ
と
は
国
王
が
帝
国
を
構
成
す
る

王
権
が
レ

I
ン
法
的
へ
ル
シ
ャ
フ
ト
へ
と
後
退
し
た
と
き
に
は
じ

つ
ま
り
彼
と
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
と

ω
S
B
E
g
-位ロ円山
2
の
ラ
ン
ト
法
的
な
支
配
者
で
あ
る
こ
と
を
や
め
、

め
て
可
能
で
あ
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
ラ
ン
ト
は
「
主
権
的
」
な
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
支
配
領
域
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
「
ラ

ン
デ
ス
ヘ
ル
と
ラ
ン
デ
ス
ゲ
マ
イ

γ
デ
と
が
相
侯
っ
て
ラ

γ
ト
を
形
づ
く
る
」
の
で
あ
り
、
ラ
ン
ト
法
は
「
両
者
に
対
し
て
拘
束
力
を
も

っ
。
」
こ
れ
が
基
本
的
に
重
要
な
点
で
あ
る
o

し
か
し
、

い
ま
こ
の
事
態
を
身
分
制
国
家
の
「
二
一
五
性
」
と
の
連
関
に
お
い
て
言
い
な
お
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。
ラ
ン
ト
法
は
出
』
同
凹
門

北
大
文
学
部
紀
要



い
白
色
凹
HUE-Rrm
〈
免
町
凶
回
目
口
口
間
三
考

と
戸
田
口
門
H
4
0
F

と
の
上
に
立
つ

C
Eロ
ロ
ロ
ぬ
と
見
な
さ
れ
、

こ
の
ラ

γ
ト
法
の
中
に
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
諸
権
利

WE2HEnw巾
伊
丹

gE

wwoσmH-ra45一口
E
)

も
ラ
ソ
ト
シ
ュ
テ

γ
デ
の
諸
権
利

(HH巾
子
氏
芯
ロ

E3甲山
i
r
m日

gE)
も、

れ
も
が

3Fg仏
同
町
内
『
ぺ
俄
で
あ
り
、
こ
れ
の
保
全
・
尊
重
の
中
に
ラ

γ
ト
の
存
立
は
根
拠
づ
け
ら
れ
る
。

ひ
と
し
く
根
ざ
し
て
い
た
。
両
者
の
い
ず

ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
義
務
は
戸
山
口
門
Y

F
同ロ門町

2
F
な
い
し
戸
向

E
E丘
四
を
守
護
す
る
(
田
口
rcHNB)
こ
と
で
あ
り
、
-
フ

γ
ト
シ
ュ
テ

γ

イデ
テの
と義
の務
「は
基
本そ
的の
関さ
係い
L..¥  

カ三 ノレ
存に
し助
た8言
O~ と

援
助
を
与
え

る

(
同
白
神
巾
ロ
ロ
ロ
仏
『
巾
民
巾
ロ
)

」
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と
ラ

γ
ト
ロ

で
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
ラ
ン
ト
の
統
一
性
を
支
え
て
い
る
「
ラ

γ
ト
法
」
と
は
如
何
な
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ブ
ル
ン
ナ

l

は
い
う
、
「
ラ

γ
ト
法
は
、
そ
れ
に
服
し
そ
れ
を
行
使
す
る
人
々
に
と
っ
て
、
良
き
古
き
法

(m5mmu
向
-Z印
刷

山

2rH)
良
き
慣
習

(mcH巾

。93
rロ
}
戸
市
山
門
)
正
義
そ
の
も
の
(
の
m
H
R
r
t
m
F
a
H
R
E
2
Z
Eロ
)
」
で
あ
っ
た
、

ur
こ
の
規
定
は
、
あ
ま
り
に
も
漠
然
と
し
て
お
り
、

形
式
的
に
過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
実
は
こ
の
点
に
こ
そ
「
中
世
的
世
界
」
に
つ
い
て
の
彼
の
「
理
論
」
に
と
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っ
て
最
も
重
要
な
認
識
が
一
ホ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
十
九
世
紀
的
な
「
国
家
」
と
「
社
会
」
の
対
概
念
を
中
世
の
国
制
状
態
の
把
握
に

際
し
て
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
を
批
判
し
た
ブ
ル

γ
ナ
1
は
、
ラ
ン
ト
を
ば
「
ラ

γ
デ
ス
ホ
l

ハ
イ
ト
の
領
域
」
と
理
解
し
な
い
こ
と

に
ま
さ
し
く
対
応
し
て
、
「
中
世
の
法
観
念
」
に
つ
い
て
の
、
次
の
よ
う
な
一
般
論
を
提
出
し
た
。

す
な
わ
ち
、

中
世
の
史
料
に
現
わ
れ

る
法
思
想
に
と
っ
て
は
、
「
法
」
(
河
内
口
宮
)
と
「
正
義
」
(
の
巾
同
町
口
宮
山
県
企
$
1
1
1
「
正
義
」
は
「
神
」
と
も
表
現
さ
れ
る
ー
ー
と
は
同
一
の

も
の
で
あ
っ
た
o

そ
し
て
「
正
義
」
は
法
の
理
念
で
も
あ
り
、
客
観
的
な
法
規
範
で
も
あ
り
、

ま
た
個
々
人
の
主
観
的
な
権
利
の
要
求
で

な
法
と
が
合
一
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
か
か
る
法
観
念
の
決

定
的
な
徴
標
は
、
そ
の
時
々
に
効
力
を
も
っ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
法
が
、
永
遠
で
神
聖
な
秩
序
な
い
し
正
義
と
等
置
さ
れ
る
こ
と
、
「
主
観
的
」

も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
「
理
念
的

(Eg-)
な
法
と
実
証
的
(
吉
田
区
〈
)

~ 



な
権
利
が
正
義
一
般
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
初
ゲ
し
た
が
っ
て
、
現
存
の
権
利
秩
序
に
対
す
る
侵
害
は
神
な
い
し
正
義
H

法

一
般
に
対
す
る
違
背
と
意
識
さ
れ
、
ま
た
ま
さ
に
こ
の
意
味
で
そ
の
時
々
に
効
力
を
も
っ
(
と
意
識
さ
れ
た
)
法
1
権
利
は
す
べ
て
「
古

き
」
法
1
権
利
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
成
文
法
に
対
す
る
慣
習
法
の
優
位
は
こ
こ
に
由
来
す
る
o

但
し
そ
の
場
合
、
慣
習
そ
れ
自

体
が
法
な
の
で
は
な
く
、
法
共
同
体
の
そ
の
時
々
の
正
義
感
情
に
合
致
し
た
「
良
き
」
慣
習
の
み
が
法
で
あ
り
え
た
。
「
良
き
慣
習
」

の

名
で
呼
ば
れ
る
主
観
的
な
権
利
の
総
体
が
、
中
世
的
な
意
味
に
お
け
る
客
観
的
な
法
秩
序
で
あ
る
o

そ
こ
で
は
、
個
々
人
の
主
観
的
な
権

利
に
対
し
て
加
え
ら
れ
る
い
か
な
る
侵
害
も
、
同
時
に
法
秩
序
の
侵
害
と
見
な
さ
れ
、
個
々
の
権
利
主
体
に
よ
る
「
抵
抗
」
の
権
利
を
根

拠
づ
け
た
。

と
こ
ろ
で
、

支
配
者
に
対
す
る

「
合
法
的
な
抵
抗
」

が
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
っ
た
か
を
問
う
と
き
、

わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
中
世
的

法
思
想
の
範
囲
を
こ
え
た
、

「
中
世
的
な

-97 -

「
中
世
的
世
界
の
内
的
構
成
全
体
」
(
ブ
ル

γ
ナ

l
〉
の
特
質
に
直
面
し
て
い
る
の
で
あ
る
o

〈
R
F
E
E
M
m」
の
特
質
と
い
い
か
え
て
も
よ
い
。
そ
の
よ
う
な
〈
R
p
g
E
H
m
の
特
質
は
、
あ
る
い
は
「
君
主
主
権
の
欠
如
」
と
表
現
さ

れ
、
あ
る
い
は
「
法
の
至
上
性
」
と
も
表
現
さ
れ
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
中
世
の
君
主
の
行
為
や
命
令
は
、
そ
の
合
法
的
に
つ
い
て
、

関
係
者
の
何
人
に
よ
っ
て
も
異
議
を
唱
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
た
ば
か
り
で
な
く
、
教
会
も
ま
た
彼
の
行
為
の
合
法
性
を
吟
味
す
る
権

「
主
権
の
不
在
」
は
「
法
1
正
義
」
観
念
の
相
対
性
、

能
を
有
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
、

つ
ま
り
聖
俗
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も

「
法
l
正
義
」
を
判
定
し
、
こ
れ
を
「
国
民
」
に
強
制
し
う
る
よ
う
な

=HggロN
Z

が
欠
け
て
い
た
こ
と
に
、

も
い
え
よ
う
が
、
よ
り
本
質
的
に
は
、
結
局
、
中
世
の
「
国
家
」
に
は
、

そ
の
原
因
を
求
め
う
る
と

代
国
家
生
活
の
大
前
提
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
、

一
切
の
「
公
的
権
利
」
が
主
権
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
と
い
う
近

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

そ
こ
で
は
「
公
的
権
利
」
が
恰
か
も
「
私
的
権
利
」
で
あ
る
か
の
如
く
扱
わ
れ
た
こ
と

に
帰
国
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
o

フ
リ
ッ
ツ
・
ケ
ル

γ
は
「
中
世
的
な
憲
法
思
想
」
の
決
定
的
構
成
要
素
を
「
一
切
の
(
主
観
的

北
大
文
学
部
紀
要



w
F
S
P
S
E
U口
宮
〈

R
p
a
g間
E

考

な
)
権
利
が
(
客
観
的
な
)
法
と
一
体
で
あ
り
、
こ
れ
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
」
に
求
め
、

と
り
わ
け
、
そ
こ
に
は
「

い
か
な
る
特
別
の
国
法

(ωE民
向
宮
古
)
も
、
国
法
と
私
法
と
の
い
か
な
る
区
別
も
存
在
し
な
い
」
と
い
う
点
に
注
意
を
う
な
が
し
た
。

ま
た
彼
は
同
一
の
事
態
を
次
の
よ
う
に
も
言
い
表
わ
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
中
世
的
な
〈
2
p
g
Eぷ
の
も
と
に
お
い
て
は
「
あ
ら
ゆ

あ
る

|
1国
家
の
財
産
権
も
私
人
の
財
産
権
も
同
様
に
」
、

そ
し
て

は
絶
対
に
神
聖
な
る
法
秩
序
全
体
の
絶
対
に
神
聖
な
る
構
成
部
分
で

「
両
者
に
と
っ
て
の
基
準
は
良
き
古
き
権
利
で
あ
る
」
と
。
こ
こ
に

る
個
別
的
な
ぐ

o-rm円2
0
g巾
の
財
産
権
(
〈
R
B
o
m
g白
R
E巾)

「
中
世
国
家
」
の
〈
R
E
g
E伝

し
た
が
っ
て

3
戸田ロ仏
2
4
R
F
gロロ
mE
の
本
質
を
理
解
す
る
た
め
の
、
決
定
的
に
重
要
な
鍵
が
指
示
さ

れ
て
い
る
o

ブ
ル
ン
ナ
ー
が

『ラ

γ
ト
と
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
』

の
第
二
章
で
中
世
の
ド
イ
ツ
国
家
を
め
ぐ
る
論
争
史
を
回
顧
し
た
の
ち
、

「
今
日
で
は
国
法
の
中
に
そ
の
場
所
を
占
め
る
よ
う
な
法
制
度
の
み
を
〈
2
p
a
E
M
m
と
認
め
、
そ
の
他
の
も
の
を
、
そ
れ
ら
が
一
般
に

-98 

刑
法
と
か
私
法
と
か
に
於
て
扱
わ
れ
る
と
の
理
由
で
排
除
し
て
し
ま
う
」
よ
う
な
狭
さ
を
脱
却
し
た
「
中
世
の
政
治
的
結
合
体
の
内
的
構

成
の
叙
述
」
を
彼
自
身
の
「
課
題
」
と
し
て
掲
げ
た
こ
と
同
v

ま
さ
に
そ
の
点
か
ら
理
解
さ
る
べ
き
で
あ
る
o

r--¥ 

一ー、-1

ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
本
質
と
し
て
の
「
守
護
」

さ
て
、
中
世
の
ラ

γ
ト
は
「
良
き
古
き
慣
習
」
と
し
て
の
ラ
ン
ト
法
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
、
そ
こ
に
お
い
て
ラ
ン
ト
法
が
行
な
わ
れ
る

と
こ
ろ
の

u
h
2
Z印
1
5丘
町
-
包
巾
ロ
団
関
冊
目
巾
百
円
}
区
内
H
E

と
定
義
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
「
法

u
平
和
共
同
体
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
中
世

の
ラ

γ
ト
に
つ
い
て
何
ら
か
牧
歌
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
い
だ
く
な
ら
ば
(
あ
る
い
は
ブ
ル
ン
ナ
l
自
身
が
い
だ
い
て
い
た
と
判
断
す
る
な
ら

ば
)
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
全
く
の
誤
り
で
あ
る
。

ラ
ン
ト
フ
リ
l
デ
と
は
ラ
ソ
ト
法
が
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。

ラ
ン
ト
法
が

破
ら
れ
る
と
き
、
そ
こ
に
司

a
E凹
与
え
件
、
が
生
ま
れ
る
o

で
は
こ
の
コ

γ
フ
リ
グ
ト
は
如
何
に
し
て
解
決
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。
中
世
高
期

以
来
、
ラ

γ
ト
の
高
殻
裁
判
権
の
発
達
に
対
応
し
て
、
ラ

γ
ト
フ
リ
I
デ
運
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
場
合
、
重
大
な
ラ
ン
ト
法



違
反
に
対
し
て
は
「
死
刑
」
と
「
フ
リ
l
デ
喪
失
」
つ
ま
り

3

〉ロ

rzロ
門
的
と
の
こ
つ
の
措
置
が
依
然
並
行
し
て
行
わ
れ
た
。
だ
が
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
以
外
に
、
ラ
ン
ト
ロ
イ
テ
の
権
利
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
、

な
お
二
つ
の
も
の
が
可
能
で
あ
っ
た
。
す
な

ェ
l
デ
に
よ
る
決
済
の
道

(剛山巾口げ同国肉田口ぬ)

(
町
各
骨
肉
田
口
肉
)
が
そ
れ
で
あ
お
山
就
中
フ
ェ
I
デ
の
合
法
性
と
い
う
事
実
が
、
中
世
の
ラ
ソ
ト
に
ラ

γ
デ
ス

お
よ
び
「
合
法
的
な
暴
力
行
使
」
「
自
力
救
済
」
と
し
て
の
フ

わ
ち
法
廷
に
お
け
る
当
事
者
の
対
決
に
よ
る
決
済
の
道

ヘ
ル
権
力
以
外
の
自
立
的
権
力
(
白
m
g
g
R
E
)
の
広
汎
な
領
域
が
存
在
し
た
こ
と
を
最
も
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
の
は
い
う
を
侯
た

な
い
と
し
て
、

3
M
N
刊の吉田
m白ロ
mnn
の
場
合
で
す
ら
、
法
廷
で
は
し
ば
し
ば
判
決
ま
で
し
か
行
わ
れ
ず
、
判
決
の
執
行
は
多
く
当
事
者
た
ち

に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
世
ラ

γ
ト
の

〈

R
p
g
c
H
M
m
の
も
と
で
は

「

H
N
R
E
と

河内ロ

E
回口

rcHN
と
は
解
離
す

岡山
2
E
R
Z
R
(法
1
権
利
の
守
護
)
を
独
占
的
に
要
求
す
る
よ
う
な
|
iも
し
く
は
紛
争
当
事
者
の
目
m
g
B
R
Z

を
ミ
ニ
マ
ム
に
ま
で
制
限
す
る
よ
う
な

l
l
「
国
家
権
力
」
が
欠
如
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
近
代
的
な
意
味
で
の
「
国
家
権
力
」
は
、

る
0

」
す
な
わ
ち
、

...， 99ー

且
つ
ラ
ン
デ
ス
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
「
完
全
な
権
利
を
も
っ
成
員
」
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
「
国
家
権
力
」
の
一
片
を
所
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
権
利
の
守
護

3
F
E
N
E氏

F
r町
日
)
が
ど
ロ
母
国
4
2
p
gロ
ロ
ぬ
の

な
か
で
中
心
的
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
は
、
か
か
る
事
情
か
ら
し
て
あ
や
し
む
に
足
り
な
い
。
自
己
の
権
利
を
み
ず
か
ら
守
護
し
う
る
も

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

つ
ま
り
「
完
全
に
防
衛
能
力
あ
る
寄
与
H
E
E
m
)
」
も
の
の
み
が
、
ラ
ン
デ
ス
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
完
全
な
権
利
を
も
っ
成
員
た
り

、、

つ
ま
り
彼
の
権
利
を
守
護
し
て
く
れ
る
〈
。
唖
を
必
要
と
し
た
の
で

ラ
γ
デ
ス
ヘ
ル
と
ラ

γ
デ
ス
ゲ
マ
イ

γ
デ
と
へ
分
裂
し
て
お
り
、

の
の
み
が
、

あえ
る合 Tこ
OC 0 

そ
し
て

そ
う
で
な
い
者
は
誰
か
同
巾
誌
を
必
要
と
し
た
。

こ
こ
に
於
て
、
中
世
的
「
支
配
」
同
町
口
田
口

E
r
の
一
般
的
特
質
が
現
わ
れ
て
い
る
o

ブ
ル
ン
ナ
l
は
、

社
会
1
経
済
史
の
領
域
に
属
す
る
私
的
な
支
配
関
係
と
し
て
公
的
つ
ま
り
「
国
家
的
」
な
支
配
と
峻
別
す
る
ベ

P

ウ
の
「
古
典
学
説
L-

的

グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
を

北
大
文
学
部
紀
要



uFS仏国
S
D弘
山
田
口
宮
〈
R
p
a
E
m
h
h
考

見
附
町
を
斥
け
、
グ
ル

γ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
「
中
核
」
を
「
土
地
お
よ
び
そ
の
上
に
住
ん
で
こ
れ
を
耕
作
す
る
人
聞
に
対
す
る
支
配
」
に

求
め
つ
つ
、
問
題
は
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
概
念
の
本
質
を
認
識
す
る
こ
と
、
而
し
て
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
そ
の
他
の
諸
々
の
へ
ル
シ
ャ

フ
ト
(
例
え
ば

ω
S門山岳町同同印円「阻止
w

戸田口門同町田「巾片岡田口}回出向門)

と
に
共
通
の
モ
メ

γ
ト
お
よ
び
そ
れ
ら
を
区
別
す
る
モ
メ

γ
ト
を
明
か
に
す

る
こ
と
だ
、
と
主
張
す
る
。
種
々
の
形
態
の
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
聞
の
相
違
を
無
視
す
る
の
で
は
決
し
て
な
い
が
、
そ
の
相
違
は
ヘ
ル
シ
ヤ

、

、

、

、

フ
ト
の
構
造
に
存
す
る
の
で
は
な
く
、
対
象
に
存
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
は
、
ラ

γ
ト
を
構
成
す
る
ラ
ン
ト

ロ
イ
テ
の
土
地
と
農
民
に
対
す
る
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
し
て
、
ラ
ン
ト
の
内
部
に
あ
り
、
そ
の
意
味
で
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
異
る
。

、
、
、

だ
が
そ
う
か
と
い
っ
て
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
は
、
そ
の
核
心
に
お
い
て
私
法
的
な
性
格
の
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
本
質
的
に
異

る
、
公
法
的
な
概
念
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
近
代
の
研
究
文
献
に
お
い
て
は
と
も
か
く
|
|
と
ブ
ル

γ
ナ
ー
は
い
う
|
|
中
世
の
タ

、

、

、

、

l
ミ
ノ
ロ
ジ
i
は
公
的
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
私
的
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
の
区
別
を
全
く
知
ら
な
い
。
十
六
世
紀
の
ジ
ャ

γ
・
ボ
ダ
ン
に
あ
っ
て

、
、
、
、

は
原
理
的
に
相
異
る
も
の
で
は
な
く
、

3
5巳
g
g凹
E

と

u
h
o
B
E
E
S
Z
(旬
。

H
g
g印)、

温切回

O
ロJ
1
0
同
回
目

HH巾
H
A仙
仇

民

ん」

3
m出冊目

mロ巾ロ】
q-mE

-100-

す
ら
、

3

目。

5-R白
山
口
町
昨
今
は
単
に

E
官
mHH岡田沼
2
2
g印
(
い
い
か
え
れ
ば
最
高
次
の

oz-m-85
と
い
う
意
味
で
他
の
諸
々
の
ち
同

g
g凹
と

区
別
さ
れ
る
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。、

、

、

、

と
こ
ろ
で
、
中
世
の
法
観
念
は
公
的
支
配
と
私
的
支
配
と
の
原
理
的
な
峻
別
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
ブ
ル
ン
ナ

l
の
主
張
と
、
一
見

イ
タ
リ
ア
の
ロ

l
マ
法

矛
盾
す
る
よ
う
な
理
論
が
十
二
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
に
見
出
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

ベ
ロ
ウ
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、

学
者
ブ
ル
ガ
ル
ス

(∞戸-∞白】川口問)

は
、
君
主
の
領
域
支
配
も
ま
た
ロ

1
マ
法
の

(
冨
同
門
岳
居
間
)
の
見
解
に
異
を
立
て
、

h
。B
E
E
B
R供

(
物
に
対
す
る
私
的
な
支
配
)

で
あ
る

と
す
る
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス

私
的
個
人
に
は

w
℃
H
C
M
)円
円
巾
4
[

白
出

E

も
し
く
は

W
L
O
B
E
E包
括

2
ロ仏

EHH

-
U

円O
H
)

片山巾門戸宮山口ぺれ

(
プ
ロ
プ
リ
エ
タ
ス
に
よ
る
ド
ミ
ニ
ウ
ム
)

が
属
す
る
の
に
対
し
君
主
に
は

w
H
)

】円。伴内山口同
-OR仇

も
し
く
は

h
o
B
E
E
B
 



出会三戸内山口同州岡山口
M
H
〕
巾

H
E
s
t
〈
イ
ン
ペ
リ
ウ
ム
に
よ
る
ド
ミ

ウ
ム
)
が
嘉
す
る
と
の
テ
ー
ゼ
を
出
し
た
の
で
あ

い
う
ま
で
も
な
く
、

用
い
て
い
る

弘

O
B
E
E同
HHt
と
い

に
お
い
て
し
B
M
U
2
2
B
E
は
「
公
法
」
の
分
野
に
属
す
る
支
配
し
か
し
な
が
ら
、
ブ
ル
ガ
ル
ス
が

、

、
は
人
に
対
す
る
支
援
を
含
ま
ず
、
も
っ
ぱ
ら
物
に
対
す
る

の

の
ロ
12

マ
法
の

ペコ

せ
ね
ば
な
ら
な
、

古
代
将

i
叩

法
的
に
は
物
で
あ
る
奴
隷
に
対
す
る
支
配
に
つ
い
て
す
ら
、

ロ
i
ぜ

こ
と
大
丈
り
に

み
を
意
味
し
た
こ
と
に

主

c
g佐
官
芝
府
の
語
を
避
け
、

こ
れ
を
も
♀

g
g由
主
と
い
う
私
法
擁
念
に

売、s.
::1 

上記
位?
鞭要
J金:さ
とo..
し α
認

て M・
の怒
官
トせ

，::: 
g 

と
し、

し
て
み
れ
ば
ブ
ル
ガ
ル
ス
は
、

3
仏
oa

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ロ
i
マ
法
が
知
ら
な
か
っ
た
、
公
法
の
芳
野
に
も
ま
た
が

せ
た
の
で
あ
る
。

議
正b
IC!.'> 

を ら
新、明
た、ら
か
な
よ
う

し
た
、
が
っ
て
、

1

1
ベ
ロ
ウ
誌
こ
れ
に
よ
っ
て
中
世
人
に
よ
る
「
公
的
支
配
」
と

む
し

に
そ
の
当
時
の
慰
縁
状
離
を
反
映
し
て
い
た
の

し
た
の
だ
と
い
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
棋
念
的
股
別
加
を
論
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が

l
i

る
O
L
B℃
2
2怒
ま
と
主
OBEZHHM止
と
の
ロ

1
マ
法
的
な
ほ
聞
な
論
理

101-

よ
び
一
二
一
一
一
一

i
…

的
に
撤
底
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
強
く
中
世
的
な
仏

CEjの
ブ
リ
ー
ド
リ
ヒ

の
競
技
法
に
お
い
て
、
は
じ
め
て

仲持】司河川凶叩
E

な
る
呼
称
が
現
わ
れ
た

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か

る

「
領
域
」
〈

p
z
z

い
え
る
で
あ
ろ
う

の
支
配
は
畏
し

」
れ
ら
仏

c
g宮山

か
0

3

窓
口
問
t
t
F開
口
仏
は
テ
リ
ト
苦
ウ
ム
と
問
問
義
に

支
配
で
あ
っ

れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
ブ
リ
ッ
ッ
‘
ヶ
ル
ン
や
オ
ヅ
ト

1
・
ブ
ル
ソ
ナ
ー

あ
る
い
は
ま
た
カ

1
ラ
イ
ル
が
現
ら
か
に
し
た
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
特
有
な
法
観
悲
は
、
日
フ
ン
ト
を
主
権
者
の
支
配
領
域
と
見

え

方

と

椋

容

れ

な

い

。

中

世

の

ラ

ン

ト

は

、

そ

の

一

個

の

わ

O
怒
川
口
広
三
号
で
あ
っ

の
ド
イ
ツ
に
、
こ
れ
と
は
剥
種
の
、

との
自こ
体と
きど は
携、
数、
す、
Q 、

の
-，て、

ぃ
。
す
で
に
ベ
ロ
ウ

お
い
て
二
倍
の
の
昂
HuaHM門町、

ラ
も
と
よ
り

つ
ま
り
ラ
ン
ト
法
的
共
同
体
と
は
附
加
の
意
味
の
ラ

γ
ト
概
念
が
現
わ
れ
た

u

い
ふ
ロ
門
-
E

い
し

z
F出口
L
R
Y
出向仲立〉

}斗avι 、

ラ
ン
ト
シ
品
テ
ン
J

ア
の



h
s
L
m
H皆
岳
民
ro
〈

R
P
E
E開
会
考

総
体
と
し
て
の
も
巾
g
?
ニ三戸
E

な
意
味
の
ほ
か
に
、

(
日
)

3
Z円
三
件
。
江
田
}
れ
れ
な
音
山
味
で
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
し
、

ノ、

ノレ

ト
ウ

ブ
ル
ン
ナ

l
の
テ
l
ゼ
の
一
般
化
を
い
ま
し
め
つ
つ
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
支
配
領
域
と
い
う
意
味
で
の
ラ
ン
ト

概
念
の
存
在
を
実
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
く
も
中
世
的
法
観
念
|
|
こ
れ
こ
そ
身
分
的
代
議
制
成
立
の
一
般
的
要

因
と
し
て
決
定
的
な
重
要
性
を
も
つ
も
の
な
の
だ
が
ー
ー
が
問
題
に
な
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
ラ
ン
ト
は
あ
く
ま
で

(
副
)

ラ
ン
ト
法
は
か
か
る
の
0
5
5
=
E
q
の
「
古
き
」
慣
習
と
見
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

γ
グ
や
ヘ
ル
ピ
ッ
ク
も
、

。05
8戸
巳
々
と
、

さ
て
、

そ
れ
で
は
ブ
ル

γ
ナ
l
の
い
う
中
世
的
な
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
は
本
質
的
に
み
て
如
何
な
る
も
の
な
の
か
。

「
そ
の
固
有
の
本
質

に
お
い
て
は
た
だ
ド
イ
ツ
法
の
土
台
の
上
で
の
み
理
解
さ
れ
う
る
」
と
彼
が
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
へ
ル
シ
ャ
フ
ト
、

ド
イ
ツ
物
権
法
で
い
う
=
。
2
詰
Hmz

以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
私
法
学
に

つ
ま
り
中
世
の
意
味

で
の

R
L
O
B
E
-
cえ
れ
は
、
多
く
の
場
合
、
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お
い
て
は
近
代
私
法
制
度
の
歴
史
的
な
根
基
と
見
な
さ
れ
な
が
ら
、
最
も
論
議
の
多
い
概
念
で
あ
る
こ
の

3
0巾
J
2
5
2
の
中
核
は
、
ブ
ル

γ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
一
応
「
あ
る

ω宮
宮
の
事
実
上
の
所
有
と
用
益
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

そ
し
て

3
0
2
3
5
E
の
意
味
で
の
包
?

B
E
E
B
Z
は
、
近
代
人
の
い
わ
ゆ
る
「
私
法
的
」
な
分
野
の
み
な
ら
ず
「
公
法
的
」
な
分
野
に
お
い
て
も
獲
得
さ
れ
え
た
。
グ
ル
ン
ト
へ

ル
が
彼
の
権
利
領
域
に
対
し
て
=
。
2
司巾同町
E
を
保
持
す
る
の
と
全
く
同
様
に
、
ラ
シ
デ
ス
ヘ
ル
は
自
己
の
ラ
ン
ト
に
対
し
て

3の
2
2
2
E

を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
さ
ら
に
、
中
世
の
ラ
ン
ト
の
理
解
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
「
事
実
上
の
」

、
、
、
、
、
、
、
、

支
配
が
、
ラ

γ
ト
法
の
中
で
は
、
完
全
な
防
衛
能
力
(
巧
巾
F
E
E
m
w
S
)
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
自
己
の
の
2
2円
巾
を
、

不
法
な
侵
害
に
対
し
て
、
実
力
を
以
て
守
り
う
る
者
の
み
が
ラ
ン
ト
法
共
同
体
の
本
来
の
、

「
完
全
な
権
利
を
も
っ
構
成
員
」

つ
ま
り
ラ

否
、
た
と
い
敗
北
し
た
と
し
て
も
、
実
力
に
よ
っ
て
権
利
侵
害
に
抵
抗
す
る
と
い
う
こ
と
が
の
2
2
5
能
力

(

訂

〉

、

、

、

を
証
明
し
、
=
唱
者
向
日
同
幹
口
百
円
}
】
同
E

つ
ま
り
不
法
な
の
2
2
F
が
そ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
の
で
あ
る
。

ン
ト
ロ
イ
テ
で
あ
っ
た
。

し
か
し

z
∞
巾
者
同
F
P
H
H



的、三
な与
の
巾 9ふ

巧，，，，-
見3

さー争

る

プ
ェ

I
デ
に
お
い
て
最
も
端
的
に

る
と
こ
ろ
の
、

の彼
合、の
棒、。
脅空1、合
な誌

持
ζ3 

2主
乙凶
門衛

す
る
た
め

}そ、

J、

5-件
同
時
打
ゲ
仲
止
の
観
念
を
前
提
に
も
っ
て
い

ヘ
ル
た
る
も
の

ル
γ
ャ
フ
ト
の
や
核
た
る

い
わ
ば
対
外
的
な
発
現
形
態
に
一
は
か
な
ら
な
い
。
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル

る
土
地
所
布
殺
で
は
な
く
、
文
字
通
り
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
だ
っ

〈

ω円叩
M4RH4け
同

日

戸

口

(

同

の

点所は
で有ニ
グしの
ノレ 丈こ よ
γ かう
トとな
へは意
ノレ全味
なくで
の無、

で提
あハ係
る惣 iこ
O 、

い
か
な
る
権
源
に
よ
っ
て
彼
が
土
地
合

後
詰
自
己
の
土
地
に
対
し
て

C
2
2吋
市

」
れ
を

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
こ
に
こ
そ

uhR}同
窓
口
広
明
河
川
丘
町
同
阿
部
官

g
aロ
出
与
え
仲
2

と
ブ
ル
ソ
ナ

i

け
た
円
、
き
門
日
の

る。

そ
こ
に

れ
る

も
の

権
科
仲
間
〈

pdゲ片
山

m
g
c
'湯
舟
)

に
の
ま
司
同
日
付
を
行
使
し

こ
と

あ
る
よ
う
な
、

備
の
ぐ
2
p
g
c
H
M
m判

な
い
。
完
全
に

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
合
法
的
な
実
力
行
使
の
独
占
を
恒
嘗
的

な
者
の
み
が
ヅ
ゾ
ト
法
上
の

の
意
味
で

い
し
富
家
主
権

し

-'-103 

H
C
n
y
gぬ
8
0
2
つ
ま
り
ラ
ン
ト
ブ
オ
ル
グ
で
あ
り
え
た
状
況
の
も
と
で

は
、
各

阿川町内
M
M
g
m刊
号

HHO問
問
昂
は

の
一
片
を
も
っ
て
い
た
」

の

わ
れ
わ
れ
が
先
に
、

ユ
ス
ト
?
ス
・
メ

i
d
γ
i
の

に
言
及
し
つ
つ
、

ベ

ッ

ケ

ソ

ブ

ル
デ
と
共
に
前
近
代
的
な
{
制
度
抽
出
H

公
的
な
所
有
権
壌
念
」
と
呼
ん
だ
と
こ
ろ
の
も
の

(
随
)

は
、
ま
さ
し
く
こ
の
よ
う
な
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
中
世
の
ラ

γ

の
内
部
で
は
、

。
骨
折
崎
刊
誌
は
一
種
の

ぬ

mM1mnY4門戸
F
n
r臥

っ
て
い
た
の
で

る
ラ
ン
ト
タ

l
ク
〈
当
時
の

、れ

の
も
と
に
理
解
す
る
の
は
、
近
代
立
憲
君
主
制
的
な
視
角
に
特
有
の
バ
イ
ア
ス
で
あ
る
。

で
は
ジ
品
テ
ン
デ
、
ラ

γ
ト
シ
ャ
フ
ト
等

ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と
ラ
ン
ト
フ
ォ
ル
ダ
の

l
iよ
り
制
霊
的
に
は

と
の
権
和
関
係
の
み
を
戸
主
円
山
内
阻
ま
え
知
的
問
ロ
ロ
ぬ

成
立
役

わ
れ
は
戸
白
HH門凶器
4
3問問答戸何回
Jm一
一
の
構
成
要

素
と
し
て
の
、
翻
有
の
意
味
で
の

グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ
ッ
ト

に
、
基
本
的
な
議
要
性
を
認
め

主
司
、
、
通
、

中
わ
ふ
hμ

い
う
ま

北
大
文
学
部
紀
絞



ト白ロハ】印{位口仏岡田
nrぬ
ぐ
R
F
m
m
g
m
a
h
考

な
く
、

戸
田
口
仏
巾
団
司
巾
民
間
明
白
ロ
ロ
ぬ
の
殻
述
を
完
結
さ
せ
る
た
め
に
は
、

さ
ら
に
い
ま
ひ
と
つ
の
構
成
要
素
た
る
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル

γ
ャ
フ
ト
に

つ
い
て
語
る
必
要
が
あ
る
o

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
=
戸
田
口
宏
志
ロ
島
田
口
「
巾
〈
2
片山田凹ロロぬふれ

の
形
成
を
歴
史
的
に
理
解
す
る
上
で
は
、
む
し
ろ
ラ

ン
デ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
性
格
、
機
能
、

ま
た
そ
れ
と
ラ

γ
デ
ス
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
の
関
わ
り
に
こ
そ
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
o

な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
第
二
章
で
も
述
べ
た
如
く
、

3
F
B仏国

S
E
-
R
Z
〈
2
p
gロロ
mww
の
国
制
的
徴
標
た
る
身
分
議
会
制
の
成
立
が
、

モ

ナ
ル
ヒ
ッ
シ
ュ
な

w
H
2
E。
止
血

-
2
2同
E

の
形
成
の
随
伴
現
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

ベ
ロ
ウ
以
来
の
研
究
史
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
る

事
実
だ
か
ら
で
あ
る
o

で
は
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
は
何
か
o

わ
れ
わ
れ
が
、

ブ
ル

γ
ナ
!
と
共
に
、
こ
れ
を
近
代
的
な
国
家
主
権

概
念
と
本
質
的
に
異
ら
な
い
ラ

γ
デ
ス
ホ

l
ハ
イ
ト
に
直
結
さ
せ
て
理
解
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
場
合
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と

ラ
ン
ト
な
い
し
ラ

γ
デ
ス
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
の
関
係
は
如
何
な
る
も
の
と
し
て
把
え
ら
れ
る
の
か
。

ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
は
二
重
の
性
格
を
具
え
て
い
た
。

(

a

)

 

一
面
に
お
い
て
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
は
、

「
ラ
ン
デ
ス
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
指
導
者

-104-

〔四〕

ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
性
格
と
機
能

(
F
S
m
H
)
」
で
あ
り
、

か
か
る
も
の
と
し
て
は
ラ
ン
ト
に
お
け
る

也
氏
自

5
E
H
R
宮
耳
目
t

に
す
ぎ
な
い
。
よ
り
具
体
的
に
は
(

1

)

上
級
の
ラ
ン
ト
法
廷
(
十
三
世
紀
ご
ろ
ま
で
は

戸田ロ仏門白山門出口問、

そ
の
後
は
次
第
に

阻
止
m
R
R
Z
に
と
っ
て
代
ら
れ
る
)

に
お
け
る

初出口

E
R
で
あ
り
、

(
2
〉
ラ

γ
ト
防
衛
戦
争
に
あ
た
っ
て
の
同
2
H
H
z
r
R
で
あ
る
o

し
て
の
ラ
シ
デ
ス
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
拘
束
さ
れ
、
後
者
の
場
合
に
も
ラ
ン
ト
ロ
イ
テ
の
軍
役
義
務
は
明
確
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
面
で

の
彼
の
機
能
は
ス
イ
ス
の
農
民
的
ラ
ン
ト
に
お
け
る

F
E
E
2
5
の
そ
れ
に
等
し
(
叫
o
し
か
し
前
者
の
場
合
に
は
「
裁
判
共
同
体
」
と

〈

b
〉
い
ま
ひ
と
つ
の
面
に
お
い
て
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
は
「
ラ
ン
ト
の
支
配
者
(
出
RH)
」
で
あ
り
、
そ
の
中
心
的
な
任
務
は
ラ
ン
ト
フ
リ

ー
デ
の
守
護
で
あ
る
o

か
か
る
機
能
を
果
す
者
と
し
て
彼
は
ラ
ン
ト
に
対
す
る
の

2
2
2
を
も
ち
、
ま
た
し
ば
し
ば
ラ
ン
ト
の

3
ぐ
φ

型
E



と
呼
ば
れ
た
。
ラ

γ
ト
ロ
イ
テ
に
対
す
る
彼
の
の
巾
毛
色
丹
は
、
こ
の
場
合
、
広
義
の

3
〈
。
宮
巾
-
主
と
し
て
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
守

護
」
を
そ
の
中
核
と
す
る
中
世
の
出
向
日
ロ
宮
羽
田
-
H

は
、
事
実

v
k
c
m
E
E
3
耳
目
指
巾
E
3忌
日
兵
士
な
ど
の
語
に
よ
っ
て
も
し
ば
し
ば
表

示
さ
九
日
。
ブ
ラ
シ
ク
時
代
以
来
出

2
岳

3
の
守
護
権
力
を
意
味
し
た
冨

5
え
こ
の
語
は
近
代
の

〈
O
H
E
C
ロ仏

と
い
う
一
言
葉
に
も

生
き
残
っ
て
い
る
し
、
中
世
で
は
ヘ
ル
に
服
属
す
る
者
が
し
ば
し
ば
宮
E
丘
町
が
冨
E
旨

E
ロ
ロ
と
呼
ば
れ
た
)
と
い
う
一
言
葉
に
中
世
的

ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
本
質
は
と
り
わ
け
よ
く
一
示
さ
れ
て
い
る
o

し
か
し
お
そ
ら
く
中
世
の
出
R
H
g
m
m羽
田
『
を
最
も
よ
く
い
い
表
わ
す
も
の

は
=
毛
色
芯
ロ
z
と
い
う
言
葉
で
あ
ろ
う
o

ヘ
ル
は
「
家
」
の
中
で

毛
色
同
町
ロ
し
凹
ロ
ゲ
同
】
芯
ロ
す
る
。
そ
し
て
実
に
こ
の
=
当
己
窓
口
止
か
ら

=。
2
2
-同E
も

3〈
2
4司
戸

-Zロ
m
E
も
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
o

ラ
γ
デ
ス
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
完
全
な
メ
ソ
バ
l
、

つ
ま
り
ラ

γ
ト
法
上
完

全
な
意
味
で
行
為
能
力
を
有
す
る

(
自
民
同
昼
間
な
)
者
は
「
行
政
権
の
一
片
を
も
っ
て
い
た
」

と
ブ
ル

γ
ナ
ー
が
い
う
の
は
こ
の
意
味
に

お
い
て
で
あ
り
、

ま
た
こ
の
こ
と
は
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
か
ら
近
代
的
領
域
主
権
へ
の
発
展
過
程
を
理
解
す
る
た
め
に
も
重
要
な
点

-105-

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
第
二
の
意
味
に
お
け
る
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
権
力
の
機
能
は
、

具
体
的
に
は
二
つ
の
か
た
ち
で
現
わ
れ
た
。

す
な
わ
ち
「

一
般
的
な
守
護
」
と
「
特
殊
的
な
守
護
」
が
こ
れ
で
あ
り
、
こ
の
区
別
の
存
在
自
体
が
中
世
ラ

γ
ト
の
性
格
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
の

で
あ
る
o

ま
ず
第
一
の
ご
般
的
な
守
護
」
と
は
、
全
体
と
し
て
の

=
戸
田
口
仏
ロ
ロ
仏
門
巾
口
同
巾
E

を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
般
的
な

ラ
ソ
ト
フ
リ

l
デ
の
維
持
が
そ
の
中
心
課
題
で
あ
っ
た
。
中
世
高
期
の
ラ
ン
ト
フ
リ
l
デ
運
動
以
来
、
こ
の
い
み
で
の
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の

義
務
は
と
み
に
そ
の
重
要
性
を
増
し
た
が
、
依
然
と
し
て
ラ

γ
ト
ロ
イ
テ
の
フ
ェ
l
デ
権
が
存
在
し
た
か
、
ぎ
り
、
「
公
共
の
福
祉
」

(g-5

吉
区
-g)
を
守
ろ
う
と
す
る
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
の
課
題
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
フ
ェ
l
デ
権
の
無
制
限
な
行
使
を
抑
止
し
「
合
法
的
な
実
力
」
を

監
視
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
H
K
向
ロ
門
出
片
山
色
町
口
調
2
2
N
や

F
S仏
片
付
与
叩

5
5
1込
町
%
は
ま
さ
に
こ
の
要
求
に
こ
た
え
る
も
の
で

北
大
文
学
部
紀
要



3
F
E仏凹
S
E
R
E
〈

q
p凹
田
口
口
町
立
考

あ
っ
た
V

か
よ
う
な
ラ
ン
ト
フ
リ

l
デ
の
守
護
以
外
に
、
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
が
ラ
ン
ト
ロ
イ
テ
に
特
別
の
守
護
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
。
な

ぜ
な
ら
完
全
な
武
装
能
力
を
も
っ
ラ
ン
ト
ロ
イ
テ
は
自
ら
自
己
の
権
利
を
守
護
し
得
た
か
ら
で
あ
る
o

一
ヲ
ン
ト
貴
族
に
対
す
る
ラ
ン
デ
ス

ヘ
ル
の
特
権
状

(ωnrENl戸
E
H
B
Bロロ
-
S
3
1
2己
認
ぽ
ロ
)
が
残
っ
て
い
な
い
の
も
、

そ
の
意
味
で
は
あ
や
し
む
に
足
り
な
い
。

の

種
の
特
権
状
を
受
取
る
者
は

1
|
|
次
に
述
べ
る
如
く
|
|
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と
の
特
別
な
守
護
H

服
属
関
係
に
入
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
o

な
お
、
一
般
的
守
護
は
、
疑
い
も
な
く
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
築
城
権
(
∞
巾
P
E
m
E何
回

H
2
E
)
な
い
し
∞
日

m
gロ
ロ
、
ま
た
城
塞
維

持
の
た
め
の
労
働
給
付
に
対
す
る
要
求
権
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
に
噌

次
に
、
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
の
「
特
殊
的
な
守
護
」
の
対
象
と
な
る
も
の
は
彼
の
同
国

5
5
2
m
E
(直
轄
権
域
)
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。

」
れ
に
は

教
会
、
都
市
、
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
に
隷
属
す
る
農
民

(
O
E
E
lロ
ロ
仏
ぐ

o
m
F
。E
E
)
、
お
よ
び
彼
の
家
1
宮
廷
(
国
広
)
に
居
住
す
る
者
、

彼
の
任
命
せ
る

HNr巾
、
彼
の

u
u
U
W
5
H
E、
さ
ら
に
ユ
ダ
ヤ
人
や
街
道
を
往
来
す
る
者
(
の
肝
仲
間
同
巾
)
な
ど
が
含
ま
れ
る
o

し
か
し
、

一「

広、ラ
義、 γ
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ト
シ
ュ
テ
ン
デ
の
成
立
と
の
関
連
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
教
会
(
む
し
ろ
厳
密
に
は
早
川
広
三

g)

の

お
よ
び
都
市
は

関
山

5
5
2
m
5」
に
属
し
、
他
の
も
の
に
く
ら
べ
て
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
へ
の
服
属
関
係
が
比
較
的
弱
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
o

な
か

で
も
こ
れ
は
「
教
会
」
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
で
あ
り
、

十
四
、

五
世
紀
い
ら
い
教
会
は

阿
内
田

B
B
2
m
E
か
ら
i
l
-
-
完
全
に
で
は
な
い

が

l
l離
脱
し
、
ラ

γ
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
に
編
入
さ
れ
て
ゆ
く
o

そ
れ
に
反
し
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の

E
E
3
5
h
)の
下
に
立
つ
都
市
の

場
合
は
、
ヘ
ル
へ
の
服
属
関
係
が
よ
り
直
接
的
で
あ
る
o

た
だ
し
農
民
支
配
の
場
合
と
異
り
、
こ
の
意
味
で
の
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
支
配
に

服
す
る
の
は
個
々
の
市
民
で
は
な
く
、
ラ
ン
ト
の
下
級
裁
判
権
を
も
っ
(
ま
た

ω
g佳
品
お
を
選
出
す
る
限
り
で
は

〈

244弘
吉
ロ
m
の

主
体
で
も
あ
る
)

ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
し
て
の
市
民
共
同
体
で
あ
る
o

か
か
る

ω同国(由同町巾一円同日出口『由同
4
1

は
一
種
の

叶
同
町
己
〈
巾
ユ
る

-z-印

で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
し
て
都
市
は
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
に
対
し

初
出
昨
日
三
回
丘
町
臥

の
義
務
を
、
具
体
的
に
は
正
規
お
よ
び
不
正
規
の
納
税



(
九

rocmH-巾
山
田
宮
ロ
ぬ
)

の
義
務
と
軍
役
の
義
務
を
負

L
4
も
と
よ
り
、
都
市
領
主
た
る
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と
都
市
法

(
1
都
市
の
権
利
)
と
の

関
係
に
お
い
て
も
「
良
き
古
き
法
」
の
原
理
は
妥
当
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
前
提
の
も
と
で
、
ラ

γ
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
と
し
て
の
都
市
の
権

利
を
基
礎
づ
け
る
と
こ
ろ
の
、
市
民
共
同
体
の
ア
ウ
ト
ノ
ミ
ー
が
発
展
し
え
た
の
で
あ
る
o

そ
し
て
都
市
の
も
つ
政
治
的
・
経
済
的
重
要

性
が
、
往
々
に
し
て
都
市
領
主
権
を
駆
逐
し
、
都
市
の
政
治
的
行
動
の
自
由
を
高
度
に
達
成
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
o

し
か
し
な
が
ら

そ
の
結
果
テ
リ
ト
リ
ウ
ム
と
都
市
と
が
一
見
分
離
し
た
よ
う
な
場
合
に
お
い
で
す
ら
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
都
市
領
主
権
は
原
理
上
維
持
さ

れ
、
こ
れ
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
中
世
末
期
い
ら
い
彼
は
再
び
ラ
ン
ト
都
市
を
自
己
の
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
に
服
属
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
さ
い
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
都
市
は
、
た
と
い
そ
れ
が
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
の
構
成
員
で
あ
っ
て
も
、

で
あ
る
こ
と
が
力
説
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、

な
お
且
つ

関
山
田

B
q
m
E

ラ
γ
デ
ス
ヘ
ル
の
都
市
は
、
決
し
て
ラ
シ
ト
貴
族
の
へ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
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同
じ
い
み
で

-srEロ
日
比

E
F円
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
都
市
領
主
と
し
て
の
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
「
特
殊
的
な
守
護
」
の

下
に
立
っ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

、
、
、

以
上
の
如
き
「
広
義
の
問
問
B
E
R
m
E」
に
対
し
「
狭
義
の

(CHゲ
号
官
同
)

の
こ
と
で
あ
る
。

と
は
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
グ
ル
ソ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト

但
し
中
世
末
期
に
お
い
て
そ
れ
が
有
つ
意
義
を
財
政
的
角
度
か
ら
あ
ま
り
大
き
く
-
評
価
す
る
こ
と
は
で

阿
内
田

B
5
2
m
E」

き
な
い
。
む
し
ろ
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
ラ
ン
ト
に
対
す
る
守
護
権
力
の
行
使
の
現
実
的
な
基
盤
、
な
い
し
そ
の
不
可
欠
の
要
因
と
い
う
角
度

か
ら
こ
れ
を
と
ら
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
o

ラ
ン
ト
内
に
散
在
す
る
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
城
砦
を
中
核
と
し
て
構
成
さ
れ
た
彼
の
直
接
的

ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
l
l
l
こ
の
権
力
基
盤
な
く
し
て

L
山
口
仏

g
E
Z己
wr巾
の
2
2可
R

は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
己
与
問
∞
己
に
属
す
る

的
に
守
護

(
ゲ
巾
〈

c
m同
巾
ロ
)

ま
ず
以
て
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
自
身
に
隷
属
す
る
土
地
保
有
農
民
が
数
え
ら
れ
る
が
、
更
に
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
に
よ
っ
て
直
接

さ
れ
る
教
会
お
よ
び
世
俗
貴
族
の
被
護
農
民

(〈。
h
t
r
c
E巾ロ)、

そ
れ
か
ら
彼
の
直
接
支
配
に
服
す
る
小
巴

も
の
と
し
て
は
、

北
大
文
学
部
紀
要



ぐ
昂
時
同
器
開
口
口
旧
制
定
点
部

た
こ
れ
に

か
れ
ら
の
よ
に
ラ

γ
デ
ス
へ
ん
は

WJNcmRW括
合

7
5
R

そ
の
反
対

給
付
と
し

と
非
鴬

ざ
い
ご
に
、
や
は
り
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
の
議
接
的
な
守
護
権
力
の
下
に

の
正
規
租
税
〈
C
Hゲ
誌
研
時

2
2
)

の
箪
役
奉
社
お
よ
び
不
正
規
程
税
を
襲
求
し

れ
た
も
の
と
し
て
品
ダ
ヤ
人
が
あ
る
が
、

か
れ
ら
は
ラ
ン
ト

に
翠
さ

つ
ま
り
ラ
ン
ト
詰
上

3
の
ま
長
仇

で
あ
れ
ソ
、た。

総
税
義
務
を
負
う
て
し、

ま
た
街
道
を
往
来
す
る
過
渡
部
な
ラ
ソ
ト
内

の
す
べ
て
も
、

の
3

の依田件。
E

に

以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
ラ
ン
デ
ス
へ
札
げ
に
よ
る
「

と

に
つ
い

て
会
』
た
の

:
、
こ

カ

カ

お
い
ま
ひ
と
つ
、
ラ

γ
デ
ス
ホ

I
ハ
イ
ト
と

で
、
ま
た
「
特
殊
的
な
守
護
ー
一
と
の
つ
な
が
り
で
、
考
憲
す
ベ

の
こ
っ
て

い
る
。

ち
下
級
ラ

γ

に
お
け
る
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
の
盟
三
宮
ロ
ロ
〈
流
出
川
裁
判
権
)
、
一
ア
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
も
つ

M
N
品
川
岡
山
知
き
お

よ
び
戸
巾
r
z
r
c
r弘
仲

で
あ
る
。

ま
ず
市
民
と
農
民
に
対
す
る
法
血
裁
判
権
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
中
世
後
期
の
一
ブ
ヅ
デ
ス
ヘ

ラ
イ
ヒ

れ
を
一
行
使

L
て
お
り
、
ぞ
れ
が
帝
菌
に
対
す
る
彼
の
独
立
性
を
表

-108-

ル
は
援
の
究
臨
領
域
の
大
器
分
に
お
い
て
、

直
接
間
接

て
い

た

っ
こ
と
は

い
な
い
に
し
て
も
、
財
政
的
に
は
無
題
龍
で
あ
り
、

、
、
、
、
、
、
、

え
た
か
ら
、
そ
れ
自
体
と
し
て
余
り
に
大
き
く
評
鑓
す
る
ま
た
司
教
や

(csrp 

Z
2
5与
も
こ
れ
を
所
有
す
る
と

は
で
き
な
い
と
思
わ
れ

で
山
川
本
来
盟
主

っ
た
レ
ガ
ザ
品
ソ

し
て
は
ど
う
か
。

世
紀
頃
に
は

と
も
な
っ

て一フ

γ
デ
ス
へ
ル
は
広
況
に
こ

「
」
、

-
R
j
}

V
B
L
V
J
j
f
 

ラ
γ
ダ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
を
形
成
す
る
に
い

っ
た
グ
ラ

1
ブ

の
上

つ
河
内
教
や
修
潜
院
な
ど
も
、
刷
出
え
ば
鉱
山
特
権
、
造
幣
特
権
と
い
っ
た
レ
ガ
リ
エ
ン
宏
一
行
夜
し
て
い
る

場
令
が
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
日
ブ
ン
デ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
の
関
連
で
重
要
な
の
は
、
議
幣
特
権
品
目
、
関
税
終
権
、
な
か
ん
づ

級
貴
旗
、

ま

ノレ

ト
た
る
費
道

(
ω
H
H草
加
叩
〉

の
支
翠
と
い
う
知
命
的
mwHH2Z
を
通
じ
て
一
ブ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
が
行
っ
た
ラ
ン
ト
流
連
経
済
の
強
舗
が
、
援
の
「
特



殊
的
な
守
護
」
な
い
し
同
国
B
B
R
∞E
支
配
の
実
質
的
な
積
粁
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
い
ご
に
レ

1
ン
高
権
(
ピ
r
B
r
o
z
H
H
)

に
つ
い
て
一
言
う
な
ら
ば
、
こ
れ
が
も
は
や
ラ
シ
ト
法
の
分
野
に
属
さ
ぬ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
し
、

ま
た
ラ
ン
ト
内
の
諸
々
の
グ
ル

γ
ト

ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
が
、
ヲ
γ
デ
ス
ヘ
ル
の
授
与
し
た
レ
l
γ
の
み
か
ら
成
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
勿
論
で
あ
る
。
じ
か
し
他
面
、
十
三
世

紀
末
以
来
、
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
が
自
己
の
レ
l
y
高
権
を
拡
張
し
よ
う
と
つ
と
め
た
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。
そ
し
て
そ
の
さ
い
、

レ
l
γ

法
の
利
用
に
よ
っ
て
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
政
策
は
主
と
し
て
二
つ
の
目
的
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ひ

と

つ

は

封

臣

の

家

系

断

絶

の

さ

い

に

レ

l

γ

を

回

収

し

、

い

ま

ひ

と

つ

は

当

該

ラ

γ

デ

ス

ヘ

ル
以
外
の
帝
国
f

院
属
封
主
の
権
力
を
ラ

γ
ト
か
ら
排
除
し
、
以
て
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
流
血
裁
判
権
域
を
拡
張
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
は
し
か

以
て
阿
国
B
B
R
m
E
を
増
大
す
る
こ
と
、

し
な
が
ら
、

ブ
ル
シ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、

こ
う
し
た
レ

l
ン
政
策
の
実
質
的
効
果
を
あ
ま
り
に
大
き
く
見
積
る
こ
と
は
事
実
に
反
す
る
。

にて
よラ
っ γ

てト
示法
さ上
れの
る誠
の実
で誓
あ約

三~'53
ロ
ロー
ロ司
戸
口
C/Ci 

以
外
に
レ

1
γ
法
上
の
そ
れ
を
要
求
す
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
断
念
さ
れ
た
と
い
う
事
実
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「
本
来
の
ラ
ン
デ
ス
ホ
l
ハ
イ
ト
に
比
べ
て
レ
l
γ
ホ
l
ハ
イ
ト
が
如
何
に
影
の
う
す
い
も
の
に
な
っ
た
か
」
は
、
ラ
ン
ト
貴
族
に
対
し

〔五〕

F
9囲
内
町

S
囲内同

mnviMH3
の
法
的
基
礎

は
、
近
代
的
主
権
国
家
の
支
配
構
造
と
は
異
り
、

さ
て
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
性
格
と
機
能
に
関
す
る
以
上
の
分
析
に
よ
っ
て
一
層
明
ら
か
に
さ
れ
た
如
く
、
戸
田

E
2
4
a
p
a
E
M
m

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
重
層
性
を
そ
の
根
本
的
特
徴
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
、
な

か
ん
づ
く
身
分
制
国
家
の
「
二
元
性
」
と
の
関
連
で
決
定
的
に
重
要
な
こ
と
は
、
ラ
ン
ト
法
の
一
体
性
に
対
し
、
ラ
ン
ト
居
住
民
の
権
利

の
「
守
護
」
が
二
元
性
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

ラ
ン
ト
の

国
巾
H
T
H
〈

o
E
と
し
て
の
戸
田
口
仏
巾
田
町
C
B門
の

中
心
課
題
つ
ま
り
ヲ
ソ
ト
フ
リ

l
デ
の
守
護
が
「
一
般
的
な
」
そ
れ
と
「
特
殊
的
な
」
そ
れ
と
に
わ
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、

北
大
文
学
部
紀
要



-
F
E
L
m
s口
長
田
口

ro
〈

m
H
F
g
g
k
n
考

最
も
端
的
に
示
さ
れ
て
い
た
。
而
し
て
さ
ら
に
こ
の
事
実
は
、
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
の

の
行
使
)
が
直
接
に
は
及

び
え
な
い
、
独
自
の
権
利
領
域
が
存
在
し
た
こ
と
を
表
示
す
る
o

こ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
行
論
に
と
っ
て
基
本
的
に
重
要
な
前
提
で
あ
る
o

ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と
の
折
衝
(
〈

2
Eロ
b
E
H
m
)
な
い
し

〈

2
4
4
L
Zロぬ

(
C
2
5
r

い
ま
結
論
を
先
取
し
て
い
う
な
ら
ば
、

「
身
分
制
国
家
」
の
成
立
に
さ
い
し
て
、

協
定

(
E
E
2
5
m
)
の
主
体
と
し
て
彼
の
前
に
現
わ
れ
る
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
H

ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
と
は
、

つ
ま
り
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
守
護
権
域
と
相
補
的
な
守
護
権
域
の
保
持
者
の
総
体
を
指
称
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
o

権
利
守
護
の

、
、
、

二
元
性
と
い
う
、
こ
の
角
度
か
ら
考
察
す
る
と
き
、
本
来
「
広
義
の
同
国
5
5
2
m
E
L
に
属
す
る
「
教
会
」
と
「
都
市
」
が
ラ
ン
ト
シ
ュ

ま
さ
し
く
こ
の
意
味
で

の、テ
γ
デ
に
含
ま
れ
た
理
由
、

ま
た
同
時
に
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
三
ア
の
中
で
ー
ー
ー
若
干
の
例
外
を
除
き

|
i両
者
空
実
質
的
地
位
な
い
し
権
能

が
貴
族

(
Z
2
5口
"
目
立
叩
H
)

に
比
し
て
弱
小
で
あ
っ
た
こ
と
の
理
由
も
了
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、

ラ
γ
ト
内
の
局
地
的
諸
権

力
、
が
、
ど
の
て
い
ど
現
実
の

3
0
m
J
2
-同
E

の、

し
た
が
っ
て

3

〈
月
君
主

Z
ロ∞
z

の
主
体
に
な
り
え
た
か
、

が
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ

γ
デ
の
地
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位
を
規
定
す
る
の
で
あ
る
o

わ
れ
わ
れ
の
当
面
の
課
題
は
、
初
期
近
代
国
家
の
権
力
構
造
へ
の
展
望
に
お
い
て
、
中
世
末
期
の

容
な
い
し
変
質
を
考
察
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
広
義
の
=
C
昆
浮
か
ロ
島
田
ロ
宮
〈
巾
同
町
田
出
回
ロ
ロ
m
z
の
歴
史
的
性
格
を
と
ら
え
る
に
あ
る
o

し
た
が

Z
F
s
r
s
R
p
g
E
m
E
と
そ
の
変

ベ
ロ
ウ
が
体
系
的
、
綜
合
的
に
考
察
し
た
狭
義
の

3
F
S
仏国芯

E
F
R
Z
〈
2
p
gロ
ロ
ヘ
、

議
会
)
制
度
そ
の
も
の
に
つ
い
て
立
入
っ
た
検
討
を
加
え
る
必
要
は
な
い
。

っ
て
、

つ
ま
り
ラ
ン
ト
タ
l
ク
ハ
領
邦
身
分
制

」
こ
で
は
た
だ
、
十
四
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
に
か
け
て
ほ

ぼ
並
行
し
て
諸
々
の
ラ
ン
ト
で
制
度
的
に
確
立
す
る
ラ

γ
ト
タ

l
ク
が
、

三回、田口門円巾凹

2HH出師凹
E
M
m
E
の
変
容
と
わ
れ
わ
れ
が
呼
ん
だ
と
こ
ろ
の
過
程
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
、

=
「
山
口
仏
巾
凹
司
巾
江
戸
田
印
ロ
ロ
m
E
と
い
か
な
る
連
関
を
も
つ
か
、

ま
た

と
い
っ
た
問
題
に

焦
点
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
事
態
の
基
本
的
側
面
の
み
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
同
時
に

3
F戸
口
骨
2
2
H
m
g己ロ
mnn



P 

の
か
争
の
歴
史
前
意
味
も
ま
た
明
ら
か
に
さ
れ
る
筈
で
あ
る
ひ

周
知
の
如
く
、

ラ
ン
ト
タ
I
グ
な
る
も
の
が
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
と
の
折
衝
の
場
で
あ
っ
た
以
上
、

問
題
は
ま
ず

「
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ソ
デ
」
は
ど
の
よ
う
な
資
格
に
基
い
て
招
集
さ
れ
た
の
か
、
そ
も
そ
も

3
F
S含
S
口
伝
与
え
H

E

(

ラ
ン
ト
タ
l
ク
へ
の

、
、
、
、

出
席
権
)
と
は
本
質
的
に
み
て
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
在
る
o

そ
の
さ
い
ベ
ロ
ウ
が
、
彼
の
特
殊
研
究
の
対
象

た
る
ユ

l
リ
ヒ

1
ベ
ル
グ
を
は
じ
め
多
く
の
ラ
ソ
ト
の
一
般
貴
族
身
分

(EHZ吋
R
E
E
の
戸
田
ロ
含
宮
口
仏
印
口
r阻
止
に
つ
い
て
確
認
し
た
次

の
事
実
は
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
に
貴
重
な
指
針
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
目
立

R
R
E
r
は
、
大
部
分
の
領

邦
に
お
い
て
は
、
領
地
所
有
者
(
の
皆
月
l
O
仏
2
0
2ロ門
F
g
s
R
)
と
し
て
で
は
な
く
、
城
廓
所
有
者
(
回

5mgσgxNmH)
と
し
て
の
資

格
で
、
ラ

γ
ト
シ
ュ
テ
シ
デ
の
メ
ソ
バ
l
に
加
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
o

彼
は
十
六
世
紀
以
降
現
わ
れ
る
戸
田
E
R
rえ
♂
百
三
片
山
昨
己
(
ラ

ソ
ト
タ
l
グ
構
成
員
の
資
格
証
明
手
段
と
な
る
台
帳
〉
を
、
そ
れ
ま
で
研
究
さ
れ
て
き
た
諸
領
邦
に
わ
た
っ
て
も
れ
な
く
検
討
し
た
上
で

-111 -

|
|
騎
士
領
の
所
有
で
は
な
く
1

l
城
廓
の
所
有
こ
そ
が
決
定
的
な
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
し
か
も
そ
の
場
合
城
廓

に
附
属
す
る
耕
地
の
大
小
は
問
題
に
な
ら
な
い
と
い
う
事
実
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
騎

士
的
軍
役
が
大
き
な
役
割
を
果
し
た
限
り
で
は
、
も
ち
ろ
ん
ベ
ロ
ウ
の
強
調
す
る
軍
事
的
な
意
義
(
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
に
対
す
る
軍
役
給
付

能
力
)
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
o

会
)
が
特
殊
な
状
況
の
も
と
で
の
み
形
成
さ
れ
た
の
に
反
し
、

し
か
し
、

ラ
シ
ト
タ
l
ク
に
お
け
る
国
2
3ロ
WE--巾
ハ
ラ
ン
ト
高
級
貴
族
よ
り
な
る
部

何
回
同
芯
H
W
ロ
ロ
巾
が
、

わ
ず
か
の
例
外
(
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
や
ト
リ
ー
ル

選
挙
侯
固
に
お
け
る
如
く
目
立
角
田
口

E
E
が
帝
国
直
属
性
を
獲
得
し
た
場
合
)
を
除
き
ラ
ン
ト
タ
l
ク
の
恒
常
的
な
構
成
要
素
で
あ
っ
た

目
立

mH印
ロ
げ
阻
止
が
都
市
代
表
(
こ
れ
も
ま
た
殆
ん
ど
す
べ
て
の
ラ
ソ
ト
タ
l
グ
に
現
わ
れ
る

が
)
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な
、
決
定
的
役
割
を
演
じ
た
こ
と
陥
v

果
し
て
か
れ
ら
の
軍
事
的
給
付
能
力
だ
け
か
ら
説
明
で
き
る
も
の
で

」と、

し
か
も
ラ

γ
ト
タ
l
ク
に
お
い
て

北
大
文
学
部
紀
要



h
m
H
M
仏国同位ロ島田口「ゆ〈
O
H
h
m
m
m
己口
m
z
考

あ
ろ
う
か
。

」
こ
に
於
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、

再
び
中
世
的
出
巾
H
H
m
円
宮
町
付
の
本
質
に
関
す
る
オ
ッ
ト
l

・
ブ
ル
ン
ナ

l
の
洞
察
に
日
を
向
け
ね
ば
な

ら
な
い
。

中
世
に
お
い
て
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
が

z
冨ロロ(円
E

あ
る
い
は

w
}
μ

出

巾
m刷
巾
仇

と
実
質
的
に
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
見
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
内
部
に
於
い
て
、
す
べ
て
の
へ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
組
織
的
中
核
は

守
護
さ
れ
る

が
、
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
重
層
性
を
特
徴
と
す
る
戸
国
民
2
4
2
F
E
Cロ
m

、
、
、
、
、

「
家
」
で
あ
っ
た
。
「
家
」
|
|
そ
れ
は
「
軍
事
的
」
形
態
に
於
て
は
「
城
」
で
あ
る
1

i

こ
そ
は
国
間

5
Zロ
の

の

2
舎
の
も
と
に

「
特
殊
フ
リ
l
デ
区
域
」

(ωc
ロ
骨

H
E白
骨

5
Z
N日H
生
で
あ
り
ミ
ニ
マ
ム
な
イ
ム
二
テ
l
ト
領
域
(
司
氏
自
伝
)
で
あ
る
。

以
て
自
己
の
「
家
」
に
属
す
る
者
百
戸
自
己
目
白
)
を
守
護
す
る
こ
と
が
で
き
る

ラ
ン
ト
内
で
叩
「
合
法
的
な
実
力
」

を
行
使
し
、

そ
し
て
、

よ
う
な
出
回
g
r
2同
の
み
が
完
全
な
意
味
で
の
ラ
ン
ト
ロ
イ
テ
た
り
え
た
。
中
世
の
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
が

3

回
日
関
己
ロ
仏
国
号
マ

(
制
〉

閉口『阻止

Z
-
Z
-
E
L
W
切口
H
m
u

円
凶
器
国
間

g
z・
2
・
ロ
ロ
仏
語

S
E
E
明
広
三
E
と
い
う
よ
う
な
表
現
形
式
で
呼
ば
れ
た
こ
と
は
、

ヘ
ル
シ
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ャ
フ
ト
の
組
織
的
中
核
が
「
家
」
も
し
く
は
「
城
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
る
で
あ
ろ
う
o

か
く
て
、

ラ
γ
ト
法
的
な
意
味
で

つ
ま
り
目
白
ロ
号
田
口
口
自
止
芯

5
2
な
「
家
」
(
ラ
ン
ト

内
の
他
の
家
権
力
の
下
に
置
か
れ
て
い
な
い
家
)
を
有
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
戸
田
口
伝
窓
口
仏
印
ロ

zr
と

E
q『
印
口
宮
内
同
の
内

出
巾
片
岡
た
り
う
る
た
め
に
は
、

ラ
ン
ト
に
属
し
、

ラ
ン
ト
に

3

回目
H
N
m
ロ
工
す
る
こ
と
、

面
的
連
闘
が
こ
こ
に
一
示
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ロ
ウ
が
目
立
2
R
rに
け
に
就
て
認
め
た
よ
う
に
、

国
2
3口「阻止

に
帰
属
す
る
何
ら
か
の
個
別

的
権
利
、

を
中
核
と
す
る
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
こ
そ
が
戸
田
口
門
吉
田
ロ
仏
国
内
「
由
片

た
と
え
ば
下
級
裁
判
権
と
い
っ
た
も
の
か
ら
出
発
す
る
の
で
は
、
戸
田
口
伝
片
山
口
(
山
田
口
「
阻
止
の
真
の
権
源
は
理
解
で
き
な
い
。
出
回
口
回

、

、

、

〔

侶

)

の
本
来
の
基
祇
な
の
で
あ
る
o

」
の
意
味
で
、
貴
族
身
分
こ
そ
が
身
分
的

に
構
成
さ
れ
た
ラ
ン
ト
フ
オ
ル
グ
の
、

つ
ま
り
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
(
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
〉

の
核
心
で
あ
り
原
型
で
あ
っ
た
。
十
四
・
五

世
紀
の
交
以
来
成
立
す
る
ラ
ン
ト
タ
l
ク
に
於
て
ラ

γ
デ
ス
へ
ル
の
交
渉
相
手
と
し
て
現
わ
れ
る
ラ

γ
デ
ス
ゲ
マ
イ
シ
デ
は
、
史
料
の
上

~ 



ろ

で
は
一
般
に
戸
田
口
門
守
。

F
も
し
く
は
戸
自
己

2丹
市
(
口

O
B℃
BJLロ
己
主

g)
と
呼
ば
れ
た
が
、

、
、
、

念
で
あ
っ
て
、
狭
義
の
ラ
ン
ト
ロ
イ
テ
は
ラ
ン
ト
貴
族

(
E
2
3
p
目
立
巾
円
)

、、、

こ
の
ば
あ
い
の
ラ

γ
ト
ロ
イ
テ
は
広
義
の
概

の
み
を
含
む
も
の
な
の
で
あ
る
o

ラ
ソ
ト
シ
ャ
フ
ト
が
聖

職
者
や
都
市
に
ま
で
拡
張
さ
れ
る
の
は
、

つ
ま
り
ラ
ン
ト
身
分
集
会
に
こ
れ
ら
が
招
か
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
比
較
的
の
ち
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
場
合
に
す
ら
こ
れ
ら
の
諸
身
分
は
、
前
述
の
如
き
事
情
か
ら
、
「
広
義
の
関
白
B
B
R
m
E」
に
属
す
る
も
の
と
し
て
の
性
格
を

全
く
払
拭
さ
れ
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
ラ
ン
ト
フ
オ
ル
グ
の
本
質
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
し
た
が
っ
て
、
方
法
論
上
、
ひ
と
ま
ず

貴
族
的
シ
ュ
テ
ソ
デ
に
対
象
を
限
定
す
る
こ
と
が
ゆ
る
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
な
ら
ば
、

、、

を
獲
得
し
た
と
い
う
事
実
は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、

十
四
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
へ
の
過
渡
を
通
じ
て
、

到
る
と
こ
る
で
都
市
や
聖
職
者
が
戸
由
主
回

g
p仏
国
与
え
同

」
の
問
題
を
考
え
る
に
先
立
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
は
な
お
い
ま
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ひ
と
つ
の
点
に
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、

ラ
γ
ト
タ
I
ク
に
現
わ
れ
る
中
核
的
ラ

γ
ト
シ
ュ
テ

γ
デ
の
意
味
で
の

v
岡
山
広

Z
H田口
}μ

阻止
E

な
る
も
の
は
、

こ
れ
自
体
が
中
世
末
期
に
お
け
る
歴
史
的
な
発
展
の
所
産
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
o

完
成
し
た
形

で
の
ラ
ン
ト
タ

I
ク
の
中
で
、
戸
田
口
門

H
Z片
岡
巾
ロ
(
具
体
的
に
は

と
は
別
個
の
出
向
日
ロ

}2丘
町
を
形
成
す
る
か
否
か
と
は
無
関
係
に
、
「
も
と
も
と
は
戸
田
口
門
出
馬
片
岡
町
ロ
が
ラ
ソ
ト
ロ
イ
テ
で
あ
り
、
目
立
m
H
W

同

H
aぬ
出
2
5
P
Z
2
2
P
O
B
Fロ
等
と
よ
ば
れ
る
)
が
目
立
2
rロユ巾

日

ι
H昨
日

2
3
ま
た
都
市
は
、
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
直
接
的
な
領
域
に
属
し
て
」
い
た
の
で
あ
り
、
「
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
の

領
域
か
ら
自
己
を
解
放
し
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
ラ
ン
デ
ス
ゲ
マ
イ

γ
デ
に
割
り
込
ん
だ
」
の
で
あ
る
。
そ
の
い
み
で
は
戸
内
5
E
H
R
Bロ

づ
ま
り
ラ
ン
ト
の
高
級
貴
族
こ
そ
が
最
も
原
初
的
な
ラ
ン
ト
ロ
イ
テ
で
あ
り
、

3
5巾ロ
2
2
2
自
己
O
H
2
8口
自
由
~
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
も
ロ
B
g
E
Z
H
宮
お
∞
E

と
し
て
の
性
格
(
上
述
)
は
、
こ
の
よ
う
な
初
期
の
段
階
で
こ
そ
前
面
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
o

而
し
て
こ
の
時
期
は
、
シ
ュ
パ
ン
ゲ
ン
ベ
ル
グ
が
明
ら
か
に
し
た
如
く
、
十
三
世
紀
の
諸
領
邦
に
見
ら
れ
る
と

北
大
文
学
部
紀
要



h
g内山田
S
E
H
R
Z
〈
巾
同
町
田
凹
田
口
口
間
三
考

こ
ろ
の
所
謂
ベ

l
デ
協
約
百
足
巾

2
2
5
m
)
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ

γ
ト
の
政
治
的
統
合
が
未
だ
い
ち
じ
る
し
く
不
安
定
な
時
期
で
あ
り
、

モ
ナ
ル
ヒ
ッ
シ
ュ
な
領
域
国
家
の
形
成
と
い
う
角
度
か
ら
見
る
か
ぎ
り
、

顕
著
に
な
り
さ
え
し
た
の
で
あ
る
o

こ
の
「
逆
行
」
「
退
化
」
が
何
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
か
、

十
四
世
紀
に
入
る
と
、

「
逆
行
」

「
退
化
L

な
か
ん
づ
く
そ
れ
が
経
済
史
家
の
い

な
い
し

の
現
象
が

わ
ゆ
る
封
建
社
会
の
「
危
機
」
と
い
か
な
る
内
面
的
連
関
に
立
っ
か
を
究
明
す
る
こ
と
は
、

そ
れ
自
体
極
め
て
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
ろ

う
が
、
こ
の
過
程
の
経
済
的
基
礎
を
検
討
す
る
こ
と
は
本
稿
の
範
囲
を
こ
え
る
o

さ
し
あ
た
り
、
当
面
の
問
題
と
の
つ
な
が
り
で
注
目
す

べ
き
は
、
十
三
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
の
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
行
政
の
弛
緩
と
ま
さ
に
対
応
し
て
、

い
た
る
と
こ
ろ
で
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア

ー
レ

Y

の
上
昇
、
す
な
わ
ち
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
や
高
級
貴
族
の
家
僕
的
性
格
の

「
不
自
由
」
身
分
か
ら

「
自
由
な
」

担
2
2
身
分
へ
の
転

化
、
そ
れ
を
通
じ
て
の
新
し
い
ラ
ン
ト
貴
族
身
分
自
3
2
2
r阻
止
の
形
成
過
程
が
完
了
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

お
そ

ら
く
ラ
ン
ト
タ

l
ク
制
の
成
立
、
さ
ら
に
ひ
ろ
く
3
戸
山
口
仏
回
忌
ロ
門
日
仲
間
口
}
お
ぐ
2
p
gロロ
m
E
の
形
成
に
と
っ
て
、
決
定
的
に
重
要
な
フ
ァ
ク
タ

ー
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
そ
れ
と
並
ん
で
、
教
会
グ
ル
ソ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
が
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
の
〈
O
恒
巳

15H円山田
m
g
E
S芯
口

2
E巾
-114-

ての
は拘
な束
らか
なら
いfR広
O~汎

離
脱
L 
Tこ

と

ま
た
な
か
ん
づ
く
特
殊
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
宮
町
m
R
m
m
B
a
E巾
と
し
て
の
都
市
の
拾
頭
も
見
逃
し

と
も
あ
れ
、
十
一
一
一
J
四
世
紀
に
わ
た
る
こ
の
よ
う
な
ラ
ン
ト
体
制
の
変
動
を
背
景
と
し
て
の
み
、
聖
俗
の
グ
ル

γ
ト
ヘ
ル
と
市
民
共
同

(

川

)

体
(
都
市
)
よ
り
な
る
ラ

γ
ト
シ
ュ
テ

γ
デ
の
「
政
治
的
」
拾
頭
、
ネ
フ
の
い
わ
ゆ
る
「
第
二
の
国
家
権
力
」
の
出
現
は
理
解
さ
れ
う
る

(

問

)

の
で
あ
る
o

だ
が
そ
の
さ
い
、
な
お
二
つ
の
疑
問
が
起
こ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
o

第
一
は
、
聖
界
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
が
そ
の
「
ヘ
ル
シ
ャ
フ

ト
」
を
現
実
に
貫
徹
し
た
か
ぎ
り
で
世
俗
貴
族
と
同
様
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
に
含
ま
れ
得
た
こ
と
は
一
応
説
明
が
つ
く
と
し
て
も
、
都
市

の
場
合
、
そ
の
戸
田
口
宏
窓
口
仏
閣
の
「
阻
止
は
何
を
根
拠
に
し
て
成
立
し
え
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
o

こ
の
点
は
、
市
民
共
同
体
と
し
て
の
都



'~ 

そ
の

を
透
じ
て
、

C
2
M
G印
出

合

た

〆
ル
ン
ト
ヘ
ル
が
の
H
Z
H
H〈
}
7
0
ぽ叩吋
M

対

弱
々
の

ら
説
明
さ
れ
吋
る
で
あ
ろ
う
。
一
ア
ン
デ
ス
ヘ
ル

し
て
行
使
し
た

と
本
質
的
に
変
り
な
い

向山巾吋阿部門リ
ymh肉
片

の

の
州
内
出
口
出
口
巾
H
M
料
三
」
か
ら
離
脱
し
た
躍
り
で
、

ロ
ー
グ

し

問、山口丸山山内向
w

ロ門山田ハリ}戸内凶一ごい

員三子
.... 

~ .... 
なの乏
い意 EL
、味川

諮でと
地、ア
的療、ナ

の
よ
う
に
い
え
る
。

わ
ち
、
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
の

の
み
、
が
ラ
ン
ト
シ
品
テ
ン
デ
た
り
え
た
と
。

一
の
疑
問
問
は
、

ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
狭
義
の
ヘ
ル

シ
ャ
フ
ト
の
権
域
と
シ
江
戸
ア
リ
ニ
ア
の
権
域
と
を
果
し
て

一
義
告
に

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

現
に
ベ
戸
ウ

(
山
〉

か
。
だ
が
ベ

P

ウ
は
こ
の

シ
ュ
-
ア
リ
J

J

ア

い
ち
じ
る
し

業
性
を
欠
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
は

っ

た

ろ

う

そ
し
て
こ
れ

々
の
情
勢
に
よ
う
で

わ
れ
る
。
「
合
法
的
な
実
力
い
が
存
在
し
え
た
よ
う
な
戸
出
誌
の

2
2
P怒
C
H
M
m

に
と
ら
え
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
段
き
ぢ
き
慣
習
:
一
た
る
ラ
ジ
ト
法
の
支
配
す

結
局
は
、
そ

る

し
て
説
明
し
て
い
る
。
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わ
れ
わ
れ
は

し
"て

は
、
ラ
ン
ト
ジ
品
テ

γ
Jア
と

与

J 

八回

決
し

っ
た
と
考

、
、
、
、
、

殺
的
意
味
で
の
〈
令
官
乱
そ
の
も
の
が
権
利
と
し
て
は
嘗
に
争
わ
れ
得
た
と
み
る

の
で
は
あ
り
え

再
者

間
三
ロ
自
由
H
m
三

の
守
護
能
力
、

べ
き
で
あ
ろ
う
。

お
け
る

し
しd

の
一
体
性

い
は
更
に
宗
教
む
よ

の
基
礎
づ
け
可

し
か
し
そ
の
反
一
留
に

お
け
る

と

、、

の
結
合
と
い
う
現
実
。

l
iこ
れ
が
中
世
の
ラ
ン
ト
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

っ
た
。

r¥ 
.品副g

"、'--' 

一
フ
ン
ト
タ

iク
の
成
立
契
機

i
i
g
H窓
口
宮
旨

2
2鉱
山
富
務

の
却
き

C
Z
2
5円州知的研
5Mm山
の
基
本
的
性
格
安
怠
頭
に
お
い

わ
れ
わ
れ
は

つ
ま
り
ラ
ッ
ト
タ
:
グ



ト
白
幻
影
仲
抗
出
会
潟
}
お
く
合
同
回
目
E
Z
K
偽
考

に
お
け
る
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
と
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ

γ
デ
と
の
相
互
折
衝
を
必
然
的
契
機
と
し
て
含
み
つ
つ

る
領
域
支
配
機
構
の
形

成
、
発
展
を
、
そ
の
基
本
線
に
お
い
て
と
ら
え
、

そ
こ
に
戸
田
川
氏
2
4棺
広
即
胆

23m制

汁
て
み
よ
う
。

か
つ
て
テ
オ
ド
i
ル
・
マ
イ
ャ
ー
は
、
高
窮
中
世
に
お
け
る
ぺ
近
代
ド
イ
ツ

の
基
涯
の
形
成
、
を
考
察
し
た
さ
い
、
従
来
用
い
ら

れ
て
き
た

(m，m
H
H円
日
記
-
郡
片
内
協
同
)

と
門
官
僚
富
家
」
(
芸
叫
c
w
g門
戸
部
門

ra
控
室
付
叫

と
い
う
対
立
穣
念
の
か
わ
り
に
、
「
人
的
結
合

〈
山
川
〉

一
範
鴎
を
導
入
し
た
。
そ
の

〈

M
M
食品
W
C
口
問
H
M
〈
会
ぴ
間
同
広
務
付
知
器
品
川
)

と
「
鵠
度
的
領
域
掴
家
」

(-E是
M
H

片山O
H
M

巾
出
向
出
身
宮
室
仲
間
部
と
な
る

後
中
世
史
学
界
で
拡
く
採
用
さ
れ
た
こ
の
新
し
い
対
概
念
は
、

吋
イ
ヤ
i
自
身
に
お
い
て
は
、
前
議
お
よ

の
具
体
的
藷
関
係

に
即
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の

を
更
に
類
型
化
し
つ
つ
、
グ
ェ
ル
ナ

i
-
ネ
ア
の
い
わ
ゆ
る

(
巾
山
〉

し
た
。
但
し
そ
の
場
合
、

っこ、、、毒、
ゅーヵ

オ
ッ
ト

1
・
ブ
ル

γ
ナ
ー
は
、

マ
イ
ヤ
l

の
中
で
、

の
初
期
形
態
い
つ
ま
り

「
身
分
鱗
鴎
家
い
惨
な
叶
制
度
的
領
域
密

の
概
念
で
把
握
す
る
こ

ブ
ル
シ
ナ
i

の
ご
範
瞬
を
す
ぐ
れ
て
「
理
念
型
」
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理
解
し
、

と
「
制
度
釣
僚
域
患
家
」
と

二
つ
の

で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
「
憶
に
並
存
し

つ
つ
、
対
銃
し
つ
つ
、

と
も
に
作
用
し
て
い
る

両
者
は
相
互
関
係
の
山
中
で
と
ら
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

ブ
ル
ン
ナ
!
の
「
ラ

γ
ト
い
畿
念
を
も
一
個
の
宮
日
山
肌
件
数
グ
な
「
モ
デ
ル

つ
の
組
織
翠
態
」

で
あ
づ
て
、

ぃ
、
と
考
え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

と
し
て
受
取
る

か
ら
、

と
く
に
後
者
の
点
に
重
点
を
置
き
た
い
。
そ
し
て
、
後
述

ラ
ン
ト
の
変
容
を
通
じ
て
形
成

を
、
す
ぐ
れ
て
退
渡
的
な
形
態
、
あ
え
て
い
う
な
ら
ば
「
人
的
結
令
爵
家
」
と
ぺ
制
度
的
領
域
罷
家
」
の
混
合

〈

刷

)

る
。
閣
に
、
わ
れ
わ
れ
の
こ
う
い
う
理
解
が
、

由
に
も
と
づ
き
、

さ
れ
る

て
い
る
と
こ
ろ
か

る

た
い
の

も
の
で
な
い
こ
と
は
、
被
自
身
、
別

の
や
で
次
の
よ
う
に

す
な
わ
ち
被
は
、

の
形
成
の
「
4
f
r
d

ア
ル
ケ
;
ス
」
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
を
と

フ
一
ブ
ン
ス
の

「
地
方
行
政
」

i> 



tミ

権
利
守
護
の
名
の
も
と
に
局
地
的
諸
権
力
〈
諸
々
の
グ
ル

γ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
や
都
市
)
に
介
入
し
て
ゆ
く
過
程
に
触
れ
た
の
ち
、

の
行
政
国
家
(
〈
2
羽
田
日
吉
ロ
m
g
gえ
)
す
な
わ
ち

μ
制
度
的
領
域
国
家
μ

に
対
抗
し
て

H

シ
ュ
テ
ン
デ
μ

つ
ま
り
局
地
的
諸
権
力
|
|
そ 「こ

れ
ら
諸
権
力
は
、

E
H
m
w
r
に
は
君
主
に
帰
属
せ
ず
し
た
が
っ
て
関
係
者
の
同
意
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
の
諸
々
の
給
付
に
つ
い
て
、
こ

(
削
〉

こ
で
彼
と
折
衝
す
る
ー
ー
が
形
成
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
専
門
官
僚
に
担
わ
れ
る
行
政
機
構
」
と
「
ジ
ュ
テ

γ
デ
」
の

両
者
が
、
成
立
し
つ
つ
あ
る
「
近
代
的
国
家
」
の
二
つ
の
「
基
本
構
成
」
を
示
す
、
と
ブ
ル
シ
ナ
l
は
考
え
、
こ
の
点
で
ネ
フ
の
見
解
に

全
く
同
意
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
き
視
角
か
ら
「
身
分
制
国
家
」
の
形
成
を
ラ
ン
ト
の
権
力
秩
序
の
再
編
成
と
し
て
と
ら
え
る
と

き
、
問
題
の
焦
点
は
、
「
公
共
の
福
祉
」
の
理
念
に
導
か
れ
た
ラ
ン
ト
フ
リ
l
デ
政
策
の
推
進
(
フ
ェ

l
デ
の
制
限
↓
排
除
)
、
そ
れ
に
と

も
な
う
中
世
的
法
観
念
の
変
動
〈
と
り
わ
け

F
R
と

F
∞
と
の
解
離
)
に
し
ぼ
ら
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
こ
の
点
に
つ
い
て
若
干

場
合
に
ラ
ゾ
デ
ス
ヘ
ル
に
対
し

「
身
分
制
国
家
」
の
徴
標
た
る
、
持
続
的
な
制
度

(Hg吾
口
氏
。
ロ
)

「
助
言
と
援
助
」
を
与
え
る
ラ
ン
ト
ロ
イ
テ
の
義
務
か
ら
生
じ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

と
し
て
の
ラ
ソ
ト
タ
l
ク

(

川

)

(
戸
山
見
gm)
は
、
「
緊
急
」

(Z。
同
)
の

(

川

〉

「
助
言
と
援
助
」
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考
察
し
て
み
た
い
。

(
8
5巳
E
S
Z
E
M
E
C日
)
t土

u
w

出
己
門
出
関
口
口
mE
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
誠
実
義
務
の
表
現
で
あ
っ
た
。
さ
き
に
見
た
通
り
、
占
プ

ン
ト
の
ぐ
。
型
と
し
て
の
ラ
シ
デ
ス
ヘ
ル
の
義
務
は
ラ
ン
ト
、
ラ
ン
ト
法
な
い
し
ラ

γ
ト
フ
リ
l
デ
の
守
護
に
存
し
、
こ
の
こ
と
に
対
応

し
て
ラ
ン
ト
フ
ォ
ル
ダ
が
「
助
言
と
援
助
」
の
義
務
を
負
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
と
ラ
ン
ト
ロ
イ
テ
の
基
本
的
関
係
が
見

出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
戸
田
ロ
仏
2
4由
民
国
拐
ロ
ロ
m
が
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
重
層
性
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
た
限
り
、

vvω
ロ}凶戸
H
N

ロロ門日

ω岳
山
口
出
E

と

u
h
E
C
H
M
L
E
-
t
n
の
対
応
関
係
は
、
例
え
ば
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
も
と
に
も
存
在
し
た
。
と
も
あ
れ
、
「
助

言
と
援
助
」
と
い
わ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
決
定
的
な
重
点
は

3月三
n

に
存
し
、
も
と
も
と
の
意
味
で
は

3河
口
ぺ
、
は

3
E
-
F
E
を
内
包
し

北
大
文
学
部
紀
要



uF一
山
口
仏

ω
芯
ロ
島
田

n
Z
〈
司
『

mESKR
考

て
い
た
の
で
あ
る
o
z
見出同
E

は
全
人
格
的
な
責
任
負
担
と
し
て
、

(

川

)

「
誠
実
」
(
吋
お
口
市
)
関
係
の
本
質
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
原

初
的
"
加
え
R

観
念
は

=
8口出口
E
B
2
2
M向山口
EHHE
と
い
う
プ
ォ
ル
メ
ル
に
お
い
て

=ma由
民
間
E

な
助
力
と

wbru刊包田内}戸
E

な
助
力
と
に

る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
場
合
に
も

wusa-ロ
B
E
は
単
な
る
無
責
任
な
助
言
で
は
な
く
、
現
実
の
援
助
行
為
を
助
言
者
に
義
務
づ
け

(

川

〉

ラ
γ
ト
タ

l
グ
で
の
商
議
の
中
で
第
一
級
の
重
要
性
を
も
っ
貨
幣
給
付

(ω
窓口
2)
の
本
質
は
、
否
そ
れ
ば
か
り
か

(山山)

ラ
γ
ト
タ
l
ク
と
い
う
制
度
全
体
の
意
味
は
、
実
に

3
m
E
己
ロ
仏
国
同
民
巾
E

の
観
念
か
ら
の
み
歴
史
的
に
把
握
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

ラ
ソ
ト
タ

I
ク
が
こ
の
意
味
で
中
世
的
法
観
念
を
本
質
的
な
前
提
に
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
、

い
い
か
え
れ
ば
ラ
ン
ト
タ
l
ク
の
成
立

分
離
し
て
は
い
る
が
、

契
機
が
戸
田
口
舟
2
2
r
a
E
H
m
自
体
の
中
に
横
た
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
旧
時
の
ラ
ン
ト
ロ
イ
テ
の
裁
判
集
会
た
る
「
出
足
片
山
広
E
m

、

、

、

、

、

、

、

、

と
新
た
に
出
現
す
る
ラ
ン
ト
タ

l
ク
と
が
、
両
者
の
聞
に
直
接
の
つ
な
が
り
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
は
共
通
の
土
台
に
立
っ
て

(

川

)

(

川

)

い
た
こ
と
を
物
語
る
o

そ
の
か
、
ぎ
り
で
、
ラ

γ
ト
シ
ュ
テ

γ
デ
の
起
源
を
ラ
l
ト
に
求
め
る
説
は
正
し
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
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十
四
世
紀
、
ラ
ン
ト
の
政
治
的
結
合
の
弛
緩
期
に
現
わ
れ
た
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
諮
問
機
関
と
し
て
の
ラ
l
ト、

(

山

)

色
吉
田

E
E
Z
B
E
2
R
m巾
田
口
}
阿
君
。
片
品
ロ
白
河
旦
ま
た

zrm-s-rrmaa
一
列
肝
伊
丹
巾
な
、
と
と
も
呼
ぶ
)
を
ラ
ン
ト
タ

l
ク
と
ー
同
一
一
一
線
上
で
と
ら
え

が
ら
、

つ
ま
り

wu口O
ロ・

る
の
は
全
く
誤
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ロ
ぽ

E
E与
を
通
じ
て
君
主
の
ラ
ン
ト
行
政
を
輔
佐
す
る
義
務
を
負
う
こ
の
種
の
3

河
台
巾
E

は、

そ
れ
が
任
命
制
で
あ
る
点
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ま
た

F
口
氏
5
5仏
な
者
を
君
主
が
こ
の
ん
で
こ
れ
に
任
用
し
、
そ
の
結
果
ラ

γ
ト

、
、
、

ロ
イ
テ
の
反
援
を
う
け
た
こ
と
か
ら
い
っ
そ
う
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
本
来
は
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
が
シ
ュ
テ

γ
デ
の
制
肘
か
ら
可
及
的
に

自
己
を
解
放
し
つ
つ
し
か
も
形
式
上
自
己
の
行
政
行
為
を
合
法
化
し
よ
う
と
の
意
図
で
設
け
た
、

(

国

)

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
戸
田
口
門
H
S
E
E
m州
の
場
に
お
け
る
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
形
に
お
け
る

ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
オ
ル
ガ
ン
で
あ
っ
た

ラ
γ
ト
フ
オ
ル
グ
の

u
h
E
E
が
、
主
と
し
て
ブ
ル
ン
ナ
l
の
い
わ
ゆ
る

z
N
Z
S
冒
宮
司
ロ
4
1
H
W
2戸E
つ
ま
り
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と
ラ

γ
ト
ロ
イ



テ
と
の
共
同
行
為
と
い
う
形
で
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
(
も
と
よ
り
こ
の
性
格
が
の
ち
の
ラ
ン
ト
タ
l
グ
に
於
て
消
滅
し
た
わ
け
で

は
決
し
て
な
い
こ
と
は
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
の
テ
リ
ト
リ
ア
ル
シ
ュ
タ

l
ト
で
は
ラ
ン
ト
立
法
が
殆
ど
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
と
シ
ュ
テ

上
述
の
事
情
か
ら
理
解
さ
れ
る
如
く
、

ww何回件
E

を
与

、

、

、

、

個
々
の

F
E丘
5
2ロ
ま
た
同
様
に
全
体
と
し
て
の
ラ
ン
ト
フ
オ
ル
グ
の
義
務
で
あ
っ
て
権
利
で
は
な

か
っ
た
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
権
利
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
た
だ
、
君
主
は
「
法
」
の
枠
内
で
の
み
行
動
し

得
、
し
た
が
っ
て
何
が
「
法
」
で
あ
る
か
が
疑
わ
し
い
場
合
に
は
常
に
3
河
内
見
J
を
必
要
と
し
た
限
り
に
於
て
で
あ
っ
た
0

3

H
耐
え
れ
は
、
そ

γ
デ
と
の
協
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
)

0

そ
の
場
合
、

え
る
こ
と
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、

の
性
質
上
、
こ
れ
を
与
え
た
者
を
も
拘
束
す
る
o

か
く
て
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
は
、

vh伊
丹

E

の
義
務
を
通
じ
て
、
自
己
の
重
要
な
政
治
行
為
に

つ
い
て
の
ラ
ソ
ト
ロ
イ
テ
の
同
意

(8ロ印
g
E印
)
を
確
保
し
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ま
た
自
己
の
行
為
の
、
氷
続
的
な
妥
当
性
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
家
産
制
的
性
格
に
と
も
な
う
デ
ィ
ナ
ス
テ
イ

l
内
部
の
何
同

Z
R片岡山
mw
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出国戸田
4
2口白
m
あ
る
い
は
デ
ィ
ナ
ス
テ
イ
l
相
互
間
の
婚
姻
契
約
な
ど
に
あ
た
っ
て
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
が
常
に
ラ
ン
ト
フ
オ
ル
グ
の
同
意

と
署
名
を
求
め
た
こ
と
は
、
彼
に
忠
誠
(
出
己
門
出
∞
ロ
ロ
問
問
)
の
義
務
を
負
う
者
た
ち
の

3
刻印片
E

を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
か
ら
将
来
生

(

川

)

じ
う
べ
き
異
議
を
前
以
っ
て
と
り
の
ぞ
い
て
し
ま
う
意
図
に
出
ず
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

〔七〕

シ
ュ
テ
ン
デ
の
義
務
と
権
利

さ
て
、
ラ
ン
ト
タ
l
グ
の
成
立
の
法
的
基
祇
が
戸
田
口
仏
巾

2
2
r
m
Eロ
m
と
そ
こ
に
お
け
る

寸
同

持 2
続再
的子
など;
制、足.
度、出

との
し表
て現
のた
ラる
γ ラ
ト γ

タト

I フ

オ
ル
グ
の
=
刻
印
片
E

義
務
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

以
上
に
よ
っ
て
一
応
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、

ク
の
機
能
な
い
し
任
務
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

な
お
検
討
す
べ
き
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ロ
ウ
や
ヒ

γ
ツ
ェ
が
身
分
制
議
会
の
成

立
を
モ
ナ
ル
ヒ
ッ
シ
ュ
な
領
域
国
家
形
成
と
の
密
接
な
連
闘
で
と
ら
え
、
ラ
ン
ト
タ

l
ク
の
役
割
を
何
よ
り
も
ま
ず
一
フ

γ
ト
ジ
ュ
テ
ン
デ

北
大
文
学
部
紀
要



uFE《
V
S
E
2
Z
〈
目
立
富
田
口
口
間
三
考

の
財
政
的
・
軍
事
的
な
「
給
付
」

(FgZHMmg)
に
関
す
る
商
議
に
求
め
た
の
は
根
本
に
於
て
正
し
く
、
今
日
で
も
定
説
と
し
て
妥
当
し

う
る
で
あ
ろ
う
。
な
か
ん
づ
く
、
都
市
を
も
加
え
た
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
の
頻
繁
な
招
集
、
が
、
ラ
ン
ト
の
家
産
制
的
構
造
、

な
い
し
シ
ュ

パ
ン
ゲ

γ
ベ
ル
グ
の
い
わ
ゆ
る
「
す
べ
て
の
公
的
権
利
の
私
法
的
理
解
」
を
前
提
と
し
且
つ
ラ
シ
デ
ス
へ
ル
の
行
政
任
務
の
増
大
に
よ
っ

て
拍
車
を
か
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
財
政
の
逼
迫
、
そ
れ
に
と
も
な
う
「
租
税
」
賦
課
の
必
要
性
を
最
大
の
契
機
と
し
て

(

印

)

い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
た
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
戸
山
口
骨
2
2片山田田口口
m
と
の
関
連
に
於
て
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
の
で

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

あ
ろ
う
か
。
こ
の
さ
い
特
に
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は

z
E丘町
E

の
性
格
で
あ
る
o

「
援
助
」
は
、
た
だ
「
緊
急
」
の
場
合
に
お

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

け
る
不
正
規
の

(
E
a
R白
骨
己

Fr)
給
付
と
し
て
の
み
提
供
さ
れ
え
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
農
民
が
領
主
に
支
払
う
回
目
の
如
く
、

、
、
、

且
つ
ま
た
そ
の
本
性
上
不
定
量
で
あ
っ
て
、
場
合
場
合
に
応
じ
、

規
則
的
に
反
覆
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

「
緊
急
」

(
Z
O
H
)

の
程
度
に

よ
っ
て
そ
の
量
を
確
定
さ
れ
る
必
要
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
租
税
」
や
「
軍
役
」
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
よ
う
な
「
不
正
規
の

(

山

〉

、

、

給
付
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
を
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
と
は
本
来
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
が

a
m
g
g
f
r
t
m
に
介
入
す
る
こ
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け
る
商
議
の
性
格
を
、

と
の
で
き
な
い
局
地
的
守
護
権
域
の
保
持
者
で
あ
る
と
い
う
前
述
の
点
と
併
せ
考
え
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
始
め
て
ラ

γ
ト
タ
l
ク
に
お

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ま
た
何
故
に
ラ

γ
ト
タ
I
ク
が
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
に
よ
っ
て
招
集
さ
れ
た
か
の
理
由
を
、
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
本
来
的
・
自
明
的
に
は
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
諸
給
付
を
う
け
と
る
た
め
に
は
、

か
か
る
給
付
の
提

供
が
そ
の
権
域
へ
の
抵
触
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
、
す
べ
て
の
者
の

w
h
E
E
(
こ
の
場
合
に
は

8
口
忠
臣

g
の
形
を
と
る
)
を
必
要
と

(

問

)

、

、

、

〈

m)

し
た
。
そ
し
て
そ
の
さ
い
、

3
H
N回
同
E

を
基
礎
づ
け
る

vHH2巾
E

が
本
質
上
相
務
的
な
関
係
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
に
も
と
づ
く

、
、
、
、
、

ム
口
議
は
、
お
の
ず
と

L
E
-
-
2
2
n
r
z
な
契
約
的
性
格
を
お
び
ざ
る
を
え
な
い
。
ブ
ル
ン
ナ
ー
が
、
旧
時
の
裁
判
集
会
た
る
戸
田

E
S
E
E
m刊

、
、
、
、

と
の
比
較
に
お
い
て
、
ラ
ン
ト
タ
l
ク
で
は
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と
ラ
ン
ト
ロ
イ
テ
(
シ
ュ
テ
ン
デ
)
と
の
相
互
折
衝
(
呂
町

a
E
E巾
2
R
Eロa

， 



(

山

)

門
芭
ロ
)
が
前
面
に
あ
ら
わ
れ
る
、
と
述
べ
た
意
味
は
、
こ
の
点
か
ら
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
「
契
約
的
性
格
」
と
は
い
っ
て

も
、
そ
れ
は
対
等
な
二
つ
の
権
利
主
体
の
聞
の
契
約
関
係
で
は
な
い
。
形
式
上
は
シ
ュ
テ
ン
デ
に
よ
る
3

時同色
4
3
E
m
E
な
給
付
提
供
が
語

ら
れ
た
に
し
て
も
、
給
付
の
提
供
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
シ
ュ
テ
ン
デ
が
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
を
答
え
る
こ
と
が
随
意
だ
っ
た
わ
け
で
は
決
し

て
な
く
、
す
で
に
見
た
如
く
、
ラ
ン
ト
の
緊
急
事
態
(
口
忠
口
g
S
F
Z
2
)
に
際
し
て
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
に
「
援
助
」
を
行
う
こ
と
は
ラ

γ

、、

ト
法
上
シ
ュ
テ

γ
デ
の
義
務
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
o

ラ
γ
ト
タ

I
グ
で
商
議
の
対
象
と
な
り
え
た
の
は
、
た
だ
こ
の
「
緊
急
」
の
度

、

、

、

(

山

山

)

合
、
そ
れ
に
応
じ
て
提
供
さ
る
べ
き
「
援
助
」
の
量
な
い
し
種
類
だ
け
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
不
正
規
の
租
税
な
い
し
軍
役
の
提
供

に
関
す
る
商
議
1
同
意
と
い
っ
て
も
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
は
局
地
的
な
守
護
権
(
イ
ム
ニ
テ
l
ト
)
の
主
体
で
あ
っ
た
以
上
、
実
際
に

は
、
彼
ら
の
守
護
の
も
と
に
あ
る
被
護
民
(
同
o
E
m
ロ
)
の
租
税
や
軍
役
の
提
供
に
つ
い
て
の
同
意
が
問
題
な
の
で
あ
っ
た
。
い
い
か
え
れ

ヘ
ル
に
委
ね
た
、

シ
ュ
テ
ソ
デ
は

zω
窓口
2

5
己
河
包
括
主
に
対
す
る
か
れ
ら
の
権
利
(
こ
れ
は
白
口
氏
ロ
「
に
認
め
ら
れ
て
い
た
)
を
一
時
ラ

γ
デ
ス

(m〉

と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
o

同
じ
く
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ソ
デ
と
い
っ
て
も
、
個
々
の
身
分
の
聞
で
、
給
付
に
関
す
る
折
衝
の

-121ー

~f 仕
方
や
同
意
の
種
類
な
い
し
程
度
の
点
で
差
異
が
み
ら
れ
る
と
い
う
注
目
す
べ
き
事
実
は
、

ま
さ
し
く
こ
の
点
か
ら
理
解
さ
ね
ば
な
ら
な

ぃ
。
本
来
の
、
完
全
な
意
味
で
の
ラ

γ
ト
ロ
イ
テ
は
貴
族
(
出
2
5ロ
お
よ
び
そ
れ
と
同
等
の
権
利
能
力
を
獲
得
し
た
岡
山
宮
内
同
)

あ
っ
た
と
い
う
上
述
の
事
情
は
、
同
日
0
田

Z
H
Z
H
H
R
E止
や
都
市
が
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
直
轄
権
域
か
ら
一
応
離
脱
し
た
段
階
に
於
て
す
ら
、

(

山

〉

一
般
に
ド
イ
ツ
で
は
、
こ
れ
ら
新
し
い
ジ
ュ
テ
ン
デ
の
権
利
能
力
に
見
逃
し
が
た
い
痕
跡
を
と
ど
め
た
。
聖
職
身
分
と
都
市
と
は
貴
族
身

の
み
で

分
が
負
わ
な
い
正
規
給
付
の
義
務
を
負
う
の
み
な
ら
ず
、

ラ
ソ
ト
タ
l
ク
の
成
立
し
た
時
期
に
於
て
も
ラ
ソ
ト
タ
l
グ
と
別
個
に
、
直

接
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
に
よ
っ
て
不
正
規
給
付
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
ラ
ソ
ト
タ

I
ク
に
於
で
さ
え
、

か
れ
ら
の
地
位
は
貴

族
の
そ
れ
と
異
り
、
聖
職
身
分
は
、
名
目
上
は
シ
ュ
テ

γ
デ
の
中
で
第
一
の
ラ
ン
グ
を
占
め
た
と
し
て
も
、

し
ば
し
ば
都
市
と
共
に
貴
族

北
大
文
学
部
紀
要



い
g
r
s
E
5
5
〈

R
p
g
g
k
h
考

(

出

)

と
は
別
個
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
貴
族
身
分
に
対
す
る
よ
り
も
高
度
の
租
税
要
求
が
貫
徹
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

3

ロ
S
F
B
5
2
と
の
関
係
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、

同
意
と
ひ
き
か
え
に
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
が
、
か
れ
ら
の
共
通
の
権
利
領
域
に
か
か
わ
る
「
請
願
」
な
い
し
「
陳
情
」
(
切
巾
R
r
4
4
2
rロ)

を
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
に
提
出
し
得
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る

3Hロ
島
常

E
仲間

2
Z
E
つ
ま
り
ラ

γ
ト
の
重
要
官
職
(

問

)

シ
ュ
テ
ン
デ
的
権
利
の
発
展
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
身
分
制
国
家
の

こ
れ
ら
の
不
正
規
給
付
(
租
税
・
軍
役
)
に
関
す
る

を
ラ
ン
ト
ロ
イ
テ
(
と
く
に
貴
族
)
に
の
み
留
保
す
る
権
利
を
も
含
め
て
、

こ
れ
を
要
求
す
る
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
が
彼
の
義
務
を
十
分

、
、
、

に
果
す
こ
と
を
期
待
し
え
た
。
そ
乙
か
ら
し
て
シ
ュ
テ

γ
デ
は
、
ラ
ン
ト
の
置
か
れ
て
い
る
政
治
的
情
況
を
利
用
し
な
が
ら
、
彼
ら
が
本

「
誠
実
関
係
」
の
本
質
上
、

「
助
言
と
援
助
」
を
提
供
す
る
ラ
ン
ト
ロ
イ
テ
は
、

来
的
(
白
ロ
∞
-nr)
に
は
も
っ
て
い
な
い
諸
権
利
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
o

と
り
わ
け
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
が
、
デ
ィ

ナ
ス
テ
ィ
l
の
相
続
権
を
め
ぐ
る
紛
争
ゃ
、
ラ
ン
ト
分
割
ゃ
、
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
の
未
成
年
な
ど
の
ゆ
え
に
、
麻
痔
状
態
に
陥
っ
た
よ
う
な

、
、
、

場
合
、
シ
ュ
テ
ン
デ
が
、
い
わ
ば
ラ
ソ
ト
行
政
に
か
か
わ
る

3
H
S
SロN
E

と
し
て
の
役
割
を
与
え
ら
れ
、
大
幅
な
政
治
的
活
動
を
行
い
え

(

則

)

た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
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シ
ュ
テ
シ
デ
に
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、

、、

し
か
し
こ
れ
ら
の
政
治
的
な
(
ベ
ロ
ウ
や
ネ
フ
の
理
解
す
る
と
こ
ろ
で
は
国
法
的
な
)
諸
権
利
が
ラ
ン
ト
タ
l
ク
で
の
商
議
を
通
じ
て

、、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
ラ
ン
ト
法
上
シ
ュ
テ

γ
デ
が
負
う
「
助
一
言
と
援
助
」
の
義
務
を
前
提
と
す

る
、
い
わ
ば
第
二
次
的
な
形
成
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
o

こ
れ
に
反
し
、
ラ
ン
ト
タ
l
グ
の
本
来
的
機
能
に
属
す
る
も
の
と

不
正
規
の
租
税
や
軍
役
提
供
に
関
す
る
折
衝
と
並
ん
で
、

い
ま
ひ
と
つ
重
要
な
の
は
ラ

γ
ト
フ
リ
l
デ
に
関
す
る
協
定

(FEHE

し
て
、

門
田
一
『

H
H巾
内
同
町
ロ
団
司
町
立
H
m仲
間
州
巾
)

で
あ
る
o

ラ
γ
ト
フ
リ
l
デ
立
法
(
ブ
ェ
I
デ
権
の
規
制
)
は
、
ラ

γ
ト
の
守
護
者
と
し
て
の
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
が

単
独
で
も
行
い
う
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
立
法
行
為
が
一
般
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
場
合
に
も
ヲ

γ
ト
ロ
イ
テ
の



有
力
な
者
た
ち
の
「
助
言
」
を
得
る
こ
と
は
、

つ
ま
り
「
協
約
」
と
い
う
手
続
き
で
こ
の
立
法
を
お
こ
な
う
こ
と
は
、
ラ
ン
ト
フ
リ
l
デ

政
策
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

か
か
る
商
議
を
通
じ
て
、
単
に
フ
ェ

l
デ
権
の
濫
用
防
止
や
フ

リ
1
デ
破
壊
者
に
対
す
る
処
罰
の
組
織
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
差
当
り
は
一
定
の
期
聞
を
限
っ
て
で
あ
る
に
せ
よ
、

(

問

)

え
行
わ
れ
た
と
い
う
事
実
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
帝
国
」

フェ

l
デ
権
の
放
棄
さ

の
レ
ベ
ル
で
は
そ
の
効
力
を
貫
徹
し
え
な
か
っ
た
ラ

γ
ト
フ
リ
ー

デ
運
動
が
、
十
三
世
紀
以
降
に
お
け
る
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
、
ラ
ン
ト
の
次
元
で
い
か
な
る
積
極
的
な
機
能

と
り
わ
け
担
2
R
R
r同
片
付
を
中
核
と
し
都
市
や
教
会
を
も
加
え
た
・
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
が
、
ニ
の
運
動
の
中
で
い
か
な
る

役
割
を
演
じ
た
か
と
い
う
問
題
は
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
権
力
に
よ
る
領
域
支
配
の
客
観
化
・
制
度
化
と
の
連
闘
で
、
今
後
の
大
き
な
研
究
課

(
山
〉

(

m

)

題
と
な
る
で
あ
ろ
う
o

ア
イ
ヌ
ン
グ
の
歴
史
的
意
義
も
、
こ
の
見
地
か
ら
再
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

を
果
し
た
か
、

〔八〕

新
し
い
ラ
ン
卜
概
念
の
成
立
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は
、
そ
れ
ら
が
、

ラ
γ
ト
フ
リ
l
デ
立
法
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
と
並
ん
で
ラ
ン
ト
タ
l
ク
に
お
け
る
商
議
の
核
心
で
あ
っ
た
一
般
的
租
税
賦
課
へ
の
志
向

い
ず
れ
も
「
公
共
性
の
理
念
」
な
い
し
「
公
共
の
福
祉
い
の
理
念
に
導
か
れ
、
そ
の
立
場
か
ら
ラ

γ
ト
ロ
イ
テ
の
本
来

的
権
利
領
域
へ
の
介
入
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
、
戸
田
口
門
日
2
5
H同
出
回
目
戸
口
問
の
変
容
を
如
実
に
表
現
し
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な

(
山
川
)

ヒ
ソ
ツ
ェ
が
国
家
的
生
活
の
近
代
化
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
た
「
国
家
経
営
の
強
度
化

(
H
E
g田
正
25Mm)
と
合
理
化
」
が
そ

ら
な
い
。

の
基
本
的
内
容
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
中
世
的
法
観
念
の
特
質
た
る
「
理
念
的
な
法
と
実
証
的
な
法
と
の
未
分
化
」
状
態
が
破
れ
、
ブ
ル

(
山
川
)

ン
ナ
l
流
に
い
え
ば

L
g
E
と
3

戸
R
E
と
の
解
離
が
進
行
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
o

シ
ュ
バ
ン
ゲ
シ
ベ
ル
グ
が
領
域
支
配
権
の
強
化
を
支

(

別

)

え
る
理
念
的
武
器
と
し
て
重
視
し
た
「

p
l
マ
法
の
導
入
」
の
意
義
は
、
と
り
わ
け
こ
の
点
か
ら
-
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
中
世
ラ
ン
ト

法
の
知
ら
な
か
っ
た
「
公
法
」
と
「
私
法
」
の
区
別
、
統
一
的
な
領
域
支
配
権
と
し
て
の
「
公
権
力
」
の
主
張
は
、

し
か
し
自
ず
か
ら
中

北
大
文
学
部
紀
要



ト

g
p
s
E
5
Z
〈

mHpagmR
考

世
的
な
所
有
権
つ
ま
り
「
物
」
と
「
人
」
と
に
対
す
る
守
護
権
と
し
て
の
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
に
抵
触
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ラ
ン
ト
タ

l
グ
へ

の
出
席
を

l
時
に
は
威
嚇
的
に
|
|
a
要
求
す
る
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
の
命
令
(
の
与
♀
)

に
対
し
て
、

ラ
γ
ト
戸
イ
テ
は
最
初
の
う
ち
消
極

的
に
抵
抗
し
、

ボ
イ
コ
ッ
ト
に
よ
っ
て
自
己
に
負
担
を
課
す
る
よ
う
な
議
決
の
成
立
を
不
可
能
な
ら
し
め
よ
う
と
つ
と
め
た
。
ま
た
彼
ら

は
、
ラ
ン
ト
タ

l
ク
の
一
議
決
は
出
席
者
に
の
み
拘
束
力
を
も
っ
と
い
う
立
場
を
主
張
し
さ
え
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
く
も
十

五
世
紀
の
う
ち
に
、
ラ

γ
ト
タ

1
ク
へ
の
出
席
義
務
も
、
ま
た
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
全
体
へ
の
拘
束
性
も
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
貫
徹
さ
れ
た

(

間

)

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
旧
来
の
ラ
ソ
ト
の
観
念
を
掘
り
く
ず
し
つ
つ
、
新
し
い
ラ
ン
ト
1
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
の
観
念
が
成
熟
し
て
く
る
o

今
や
ラ
ン
ト
は
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
側
か
ら
、
か
れ
の
命
令
権
の
客
体
、
つ
ま
り

z
の巾

Z
2
a
と
し
て
、
彼
の
「
領
域
」
と
し
て
把
握
さ
れ

は
じ
め
る
。
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
本
来
の

F
E常国
4
R
F訟
戸
口
問
を
特
徴
づ
け
た
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
重
層
性
が
直
ち
に
消
滅
し
た
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
単
な
る

3
〉

gm伊丹
N

巾E

を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。

ま
さ
に
そ
こ
か
ら
し
て
、

身
分
制
国
家
の
「
二
元
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性
」
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
久
し
く
論
議
さ
れ
て
き
た
問
題
、

つ
ま
り
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ

γ
デ
に
よ
る
ラ
ン
ト
の
代
表
有
名
込
田
町
民
主
Z
P

〈
四
三
日
吉
ロ
m)
の
権
利
が
z
戸
田
口
含
芯
ロ
島
田
口
宮
〈
2
F
g
E
M
m
E

フ
ト
の
適
法
性
の
根
拠

(
F
m
E
E
S
g
m円
C
E巾
)
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
o

ラ
ン
ト
シ
ュ
テ

γ
デ
が
い
か
な
る
意
味
で
、
ま

(

別

)

た
ど
の
程
度
ま
で
全
ラ
ソ
ト
を
「
代
表
」
し
た
か
に
つ
い
て
の
論
争
に
、
い
ま
こ
こ
で
立
入
る
必
要
は
な
い
。
こ
こ
で
は
た
だ
、
中
世
末
期

の
基
本
的
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
、

ま
た
同
時
に
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
シ
ヤ

に
お
け
る
ラ
ソ
ト
概
念
の
二
義
性
を
説
く
ヘ
ル
ビ
ッ
グ
で
さ
え
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ

γ
デ
が
ラ
ン
ト
そ
れ
自
体
を
表
現
し
た
と
い
う
ブ
ル
ン

(m〉

ナ
l
の
主
張
の
正
し
さ
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
よ
う
。
シ
ュ
テ
ン
デ
の
拾
頭
を
通
じ
て
は
じ
め
て
、

ハ
ル
ト
ヮ
ソ
グ
(

川

)

の
い
わ
ゆ
る
「
デ
ィ
ナ
ス
テ
ィ
ー
の
私
法
的
な
所
有
権
概
念
に
対
抗
し
、
独
自
の
利
害
を
そ
な
え
る
一
個
の
公
共
体
(
の
叩

B
a
H
5
2
3
)
」

と
し
て
の
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
の
観
念
が
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。



た
だ
そ
の
場
合
、
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
と
ラ
ン
ト
P

イ
テ
と
の
招
互
折
衝
な
通
じ
て
明
確
化
し
て
く

い
(
議

¥，、
、、ノ

のr
p

フ
ン

ト
の
域
怠
が
、
日
ア
ン
デ
ス
ヘ
ル

に
翼
さ
な
い
凝
り
に
お
け
る
ラ
ソ
ト

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
更
い
う
ま
で

も
な
い
。
そ
し
て
こ
の

の
ラ
ン
ト
観
念
、
が
、

世
紀
ご
ろ
に
な
っ
て
突
然
現
わ
れ
て

も
の
で
は
な
く
、
そ
の

い
う
ブ
ル
シ
ナ

i
元
性
」
が
深
く
す
泣
き

2
p
a
g
m
に
根
、
さ
し
て
い
た
か
ぎ
り
で

|
i十
三
世
紀
に
ま

〈
出
〉

、
十
分
な
根
拠
を
有
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
初
期
の
持
代
に
お
い
て
は
未
だ
ラ

う
る
も
の
で
あ
る
と

支
配
権
域
の

る
山
町

が
前
一
郎
に
出
て
い
た
の
に
対
し
、

umECHM門
由
民
法
令
れ
を
め
ぐ
る
両
者
の

シ
デ
ス
ペ
ル
?
と
ラ

γ
ト
ロ
イ
テ
と
の

の
対
立

日ブ

γ
ト
シ
ャ
フ
ト

か
「
行

為
能
力
」
な
も
つ
一
コ
ル
ポ
ラ
チ
オ

;
γ
と
し
て
の
性
格
を
お
び
て
く
る
こ
と
も
ま

の
で
あ

の

で
、
い
さ
さ

的
に
関
こ
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
身
分
制
国
家
の
「
一
一
一
五
主
義
」
は
、

そ
の
歴
史
的
根
議
会
}
下
山
口
号
毛
色
町
出
g
c…
品
そ
の
も
の
の
中
に
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も
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
コ
一
一
見
主
義
」
が
い
わ
ば
顕
在
住
す

す
で
に
ど
邑
巾
明
司
会
門
戸
皆
川
口
ぬ
の
変
容
な
い
し

し
て
い
た
と
い

で
あ
ろ
う
。

ラ
ン
ト
タ

i
タ
を
中
核
と
す
る
シ
ュ
テ

γ

の
完
成
は
、

と
し
て
の

ヲ
シ
デ
ス
ぷ

1
ハ
イ
ト
の
強
化
の

る
。
十
六
世
紀
に

の
で
あ
り
、
加

の
過
程
が
進

の
上
に
立
つ
法
」
と
い

と
激
主
権
力
は

で
あ
る
か
」

決
定
し
、
一
ブ
シ

の
意
味

に
お
い
て
解
釈
し
よ
う
と
つ
と
め
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
ゆ
で
ラ
シ
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
の
法
的
地
位
は
ま
す
ま
す

3

常
兵
智
E

な
も
の
と
な
ら

に
お
い
て
さ
え
中
散
的
法
鋭
意
は
完
全

ぃ
。
た
し
か
に
ネ
フ
が
力
説
す
る
却
く
「
絶
対
主
義
」

さ
れ
え
な
か
っ

た
に

L
て
も
、

し
た
が
っ
て
支
た
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ソ
デ
の

2
ピ
吉
江
主
岳
部
険
機
は
依
然

に
根
ざ
し
て
い
た
に
し
ハ凶〉

い
し
そ
の

wh宏
伸
止
〉
が
決
定
す
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

の
う
ち
何
が
「
法
い

か
は
、
今
や
君
主



ト田口伊丹位包即日

n
Z
〈巾
H
h
m
m
m
S加
工

考

中
世
末
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
こ
の
よ
う
な
変
動
、

も
と
よ
り
、
す
ぐ
れ
て
政
治
的
な
、
門
-
m
F
2
0
な
過
程
で
あ
る
。
円
同
町
]
己

Z
に
は
、
例
え
ば
十
四
世
紀
中
葉
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
太
公
ル
ド

つ
ま
り
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
「
国
家
主
権
」

(O可
-mrS)
へ
の
転
成
は
、

ラ
ン
J

ア
ス
ヘ
ル
、
が
、

(

凶

)

E
。
z
と
主
張
す
る
こ
と
は
あ
り
与
え
た
。

ル
フ
四
世
の
場
合
の
如
く
、

い
わ
ゆ
る
皇
帝
の
特
権
状
に
も
と
づ
い
て
、

自
ら
を
=
円
B
H
)
2
2
2
E
Zロ
主
)

し
か
し
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、

ま
さ
し
く
こ
の
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
自
身
が
、

財
政
難
打
開
の
た
め

に
一
方
的
な
貨
幣
改
鋳
を
断
行
す
る
能
力
を
も
た
ず
、
そ
れ
に
代
る
手
段
と
し
て
の
飲
料
税
(
己
認
乙
同
)

(

凶

)

デ
と
の
協
約
を
通
じ
て
は
じ
め
て
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
中
世
的
な
「
抵
抗
権
」
の
排
除
、
合
法
的
な
実
力
行
使
と
し

の
賦
課
を
、
ラ
ン
ト
シ
4

テ
シ

て
の
「
フ
ェ

1
デ
」
の
抑
止
は
、

l
i
ロ
l
、
マ
法
概
念
の
導
入
の
意
義
は
そ
れ
な
り
に
-
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
る
に
せ
よ
1
1
1
結
局
の
と
こ

ろ
骨
片
田
口
件
。
な
次
元
で
の
領
域
支
配
権
の
拡
充
強
化
を
前
提
と
し
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ヵ
l
ル
・
シ
ュ
ミ
ヅ
ト
が
近
代
「
国

家
主
権
」
の
根
源
を
「
緊
急
権
」

(Zo可
R
T
)

(

山

)

と
し
て
の
性
格
を
そ
こ
に
見
出
し
た
よ
う
に
、

3ωcczsz芯門
E

と
は
、
法
的
な
モ
メ
ン
ト
と
政
治
的
な
モ
メ
ン
ト
を
共
に
内
包
す
る
概

に
求
め
、
「
法
」
と
「
権
力
」
と
の
切
点
に
位
置
す
る

「
限
界
概
念
」

(の同巾ロ
N

ぴ巾
m
旬
以
内
)
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念
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
さ
に
、
「
行
政
国
家
」
(
〈
2
4
2
-
Zロ
m
g
g旦
)
と
し
て
の
近
代
的
主
権
国
家
の
形
成
が
、
何
よ
り
も
ま
ず
母

沙
門
件
。
な
過
程
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

は
必
要
で
な
か
っ
た
。
ラ

ン
ト
の
「
良
き
古
き
慣
習
」
は
、
中
央
お
よ
び
地
方
行
政
組
織
の
漸
次
的
強
化
拡
充
に
と
も
な
う
君
主
権
力
の
事
実
上
の
増
大
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
原
理
上
否
定
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o

い
わ
ゆ
る
「
絶
対
主
義
」
の
も
と
に
お
い
て
実
現
さ
れ
た
も
の
は
、

そ
の
過
程
に
お
い
て
現
在
わ
れ
わ
れ
が
い
う
意
味
で
の

「
憲
法
改
正
」

モ

ナ

ル
ヒ
ツ
シ
ュ
な
〈
民
話
回
目

Z
ロ∞由同

mnZ
の
形
成
、

ま
り
門
r
r
n件
。
な
次
元
で
の

「〈
2
r
a
z
z
m

そ
れ
を
支
え
る
物
理
的
な
強
制
力
に
よ
る
旧
き

F
g母
2
2
r
a
E
H
m
の
形
骸
化
、

の
空
白
状
態
」
(
ネ
フ
)
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
な
れ
ば
こ
そ
「
絶
対
主
義
」
の
否
定
は
、
引 ぐ〉

続
き
君
主
制
が
維
持
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
お
い
て
も
、
成
文
の
国
家
基
本
法
と
し
て
の
「
憲
法
」
の
制
定
を
必
然
的
に
と
も
な
わ
ざ
る
を
得



〈

山

)

な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
身
分
制
議
会
の
招
集
(
そ
の
権
利
は
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
、
一
般
的
に
い
え
ば
宮
町
え
に
の
み
属
し
た
〉
が
「
絶
対

主
義
」
の
も
と
で
事
実
上
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
広
義
に
お
け
る

z
F
gか
早
口
島
田
口
宮
〈
2
p
a
E凶∞E
は
依
然
存
続
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
近
代
的
主
権
国
家
の
「
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
」
と
し
て
の
フ
ラ

γ
ス
に
於
て
、
革
命
の
前
夜
に
全
国
三
部
会
が
旧
来
の
方

式
に
も
と
づ
い
て
招
集
さ
れ
た
と
い
う
一
事
を
以
て
し
で
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
o

「
国
家
」
と
「
社
会
」
と
の
解
離
が
、
「
絶
対
主
義
」
の

も
と
で
漸
次
的
に
進
行
し
つ
つ
、

し
か
も
な
お
完
成
す
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
意
味
は
こ
こ
に
あ
る
o

「
絶
対
主
義
」

の
国

制
的
性
格
に
つ
い
て
の
立
入
っ
た
検
討
は
次
章
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
差
当
り
、
わ
れ
わ
れ
が
身
分
制
国
家
を
「
人
的
結
合
国
家
」
と
「
制

度
的
領
域
国
家
」
の
混
合
型
と
規
定
し
た
点
に
即
し
て
、
中
世
末
期
に
始
ま
る

C
E
2
4
2
p
a
g
m
の
変
動
の
歴
史
的
意
味
内
容
を
要

約
的
に
述
べ
て
お
こ
う
o

〔九〕

」
1
2
4
3
-吉
田
m
m
m
Z
E
と
し
て
の
身
分
制
国
家
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問
題
の
中
核
は
、
中
世
の
ラ
ン
ト
に
於
て
は
局
地
的
な
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
に
分
有
さ
れ
て
い
た
守
護
権
力

(ω
ロ
r
E
N
m
2
5
F
)
が、

モ

ナ

ル
ヒ
ッ
シ
ュ
な
官
僚
行
政
ー
ー
ー
と
り
わ
け
地
方
行
政
ー
ー
ー
の
拡
充
強
化
に
と
も
な
い
、

さ
れ
て
ゆ
く
過
程
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
は
「
狭
義
の
関
白
5
5
2
m
E」
を
実
力
的
基
盤
と
し
、

ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
の
政
府
に
逐
次
吸
収
さ
れ
独
占

こ
れ
を
量
的
に
増
大
し

つ
つ
、

を
可
及
的
全
テ
リ
ト
リ
ウ
ム
に
拡
大
じ
よ
う
と
つ
と
め
た
。
教
会
領
お
よ
び
都
市
が
再
び
「
広
義
の

(

国

)

保田
B
E
R
m
E」
に
実
質
的
に
編
入
さ
れ
、
他
方
で
は
ラ
ン
ト
貴
族
の
グ
ル

γ
ト
ペ
ル
シ
ャ
フ
ト
が
次
第
に
単
な
る

u
h
g窓口
E
H岡田円宮内
H
a
n

(
川
町
)

へ
と
退
化
し
て
ゆ
く
過
程
に
そ
れ
は
よ
く
一
木
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
過
程
は
ま
た
、
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
の
租
税
高
権
の
貫
徹
と
並
行
す

「
広
義
の
次
回
5
5
2
m
E」

る
と
こ
ろ
の
、
官
職
原
理
に
も
と
づ
く
地
方
行
政
の
劃
一
的
組
織
化
、

(

削

)

宮
己
ぽ
官
制
に
対
応
す
る
)
の
形
成
を
そ
の
背
後
に
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
グ
ル

1
ベ
が
指
摘
す
る
如
く
、

つ
ま
り
い
わ
ゆ
る
の
R
W
E目
1
5丘
〉
B
Z〈
R
p
g
Eぷ
(
フ
ラ

γ

ス
の

か
か
る
地
方
行
政
の

北
大
文
学
部
紀
要



h
s
p
s
E
-
m
n
Z
〈

2
p
g包
括
=
考

組
織
化
は
、
本
来
「
さ
ま
ざ
ま
な

出

2
5口
}
区
内

H
m
p
の
c
g
H
W
F
o
r
p
目。
rmH片
田
岡
市
ロ

rH巾

の
束
」

カミ

ら
構
た成」。
とれ
のる
証の
左を
と通
し例
て(と
、巴し
ラ Tこ
γ テ

リ
ト
リ
ウ
ム
が
、
「
そ
の
構
成
部
分
の
法
的
性
格
と
は
無
関
係
に
一
個
の
統
一
体
と
見
な
さ
れ
は
じ
め
」

デ
ス
ヘ
ル
行
政
の
合
理
化
・
制
度
化
、

つ
ま
り
「
制
度
的
領
域
国
家
」
の
形
成
に
と
っ
て
基
本
的
な
フ
ァ
ク
タ
ー
を
な
す
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
だ
が
他
面
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
令
理
化
が
シ
ュ
テ
ン
デ
の
拾
頭
、

な
か
ん
づ
く
シ
ュ
テ

γ
デ
の
組
織
そ
の
も
の
が
ほ
か
な
ら

ぬ
こ
の
〉
ヨ
同
と
緊
密
に
結
び
つ
い
た
こ
と
の
ゆ
え
に
、

十
分
な
一
貫
性
を
以
て
遂
行
さ
れ
え
ず
、

見
ら
れ
る
〉

B
Z編
成
が
、

「
中
世
末
(
一
五

O
O年
前
後
)
に

お
ど
ろ
く
べ
き
頑
強
さ
を
も
っ
て
、
啓
蒙
的
絶
対
主
義
の
時
代
ま
で
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
多
く
の
場
合
は
旧
帝

(
山
山
)

国
の
終
り
に
い
た
る
ま
で
自
己
を
維
持
し
て
い
る
」
事
実
も
ま
た
、
ひ
と
し
く
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
し
か
し
、

か
か
る
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
地
方
行
政
機
構
が
実
質
的
に
機
能
し
、
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
が

ω
2
2込
巳
芯
同
と
し
て
の
性
格
を
獲
得

の
衰
退
の
一
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
側
の
自
由
ロ
ザ
己
主
。
ロ
(
例
え
ば
都
市
と
貴
族
と
の
利
害
対
立
を
巧
み
に
利
用
し
、

(

川

〉

こ
れ
ら
を
相
互
に
か
み
合
わ
せ
る
如
き
政
策
)
と
な
ら
ん
で
、
当
然
、
中
世
末
期
以
来
の
軍
事
力
の
再
編
成
、
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し
う
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
現
実
に
保
障
す
る
物
理
的
強
制
力
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ

γ
デ
勢
力

も
な
う

3

回
目
mE
の
防
衛
力
の
低
下
、
戦
術
の
変
化
や
騎
士
的
軍
役
の
解
消
、

つ
ま
り
銃
砲
の
導
入
に
と
(

山

)

と
い
っ
た
一
連
の
事
実
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

十
六
世
紀
に
入
っ
て
、

フェ

1
デ
の
排
除
、
ラ
ン
ト
フ
リ
l
デ
政
策
の
達
成
を
見
た
段
階
で
は
、
ラ
ソ
ト
タ
l
グ
に
お
け
る
商
議
は
|
|

宗
教
問
題
の
如
き
い
わ
ば
第
二
次
的
な
事
柄
を
別
と
す
れ
ば

|
i何
よ
り
も
ま
ず
一
般
的
ラ
ン
ト
租
税
の
協
賛
に
そ
の
焦
点
が
し
ぼ
ら
れ

て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
負
債
引
受
け
の
交
換
条
件
と
し
て
、

シ
ュ
テ
シ
デ
が
独
自
の
租
税
管
理
機
構
勺
フ
ラ
ン
デ
ソ
ブ
ル

グ
の
関
同
町
門
出
件
当
2
r、
バ
イ
エ
ル

γ
の
戸
山
口
仏
回
目
「
血
肉
付
、

(

附

)

り
あ
げ
、
ラ

γ
ト
財
政
の
「
二
元
主
義
」
が
尖
鋭
な
形
を
そ
な
え
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
に
主
主
、

メ
ッ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
や
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
戸
田
ロ
仏
片
山
田
芯
ロ
の
如
き
)
を
つ
く

か
か
る
「
完
成
さ
れ
た
二
元
主
義



(
同
一
)

は
末
期
的
な
現
象
形
態
で
あ
っ
て
、
す
で
に
凝
結
硬
化
の
し
る
し
を
お
び
て
」
い
た
の
で
あ
る
o

ラ
シ
デ
ス
ヘ
ル
の
権
力
に
対
置
さ
れ
る
権
利
主
体
と
し
て
の
、
狭
い
(
あ
る
い
は
新
し
い
)
意
味
で
の
ラ
シ
ト

1
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
の

と
し
て
の
中
世
的
ラ

γ
ト
の
変
容
の
は
じ
ま
り
北
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
他
面
か
ら
見
れ
ば
中
世

的
所
有
権
が
解
体
し
は
じ
め
る
過
程
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
守
護
権
」
が
、

形
成
は
、

「
法
共
同
体
」

つ
ま
り
〈
向
項
目

-Zロ
m
の
権
利
が
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル

と
そ
の
官
僚
機
構
に
吸
収
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、

シ
ュ
テ

γ
デ
の
も
と
に
お
け
る

〈
巾
町
名
目
ピ
ロ
ロ

m
と

回

m
g
Z
B
の
分
離
が
進
行
す

る
。
何
よ
り
も
ま
ず
行
政
法
〈
2
君
主
宮
口
問
団
H
2
Z
と
し
て
の
「
公
法
」
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
対
極
に
、

展
望
が
聞
け
て
ゆ
く
の
で
あ
る
o

国
家
生
活
の
制
度
化

(HE去
E
g
g
-
E巾
E
ロ
m)
、
「
制
度
的
領
域
国
家
」
の
発
展
は
、
や
が
て
「
絶
対

(

問

)

主
義
L

的
な

who--呂
田
仲
間
山
門
E

へ
と
帰
結
す
る
で
あ
ろ
う
o

し
か
し
な
が
ら
、
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
権
力
の

2
民
白
旗
ロ
ロ
m印
HRE--円
「
な
地
位

「
私
法
」

の
分
野
の
成
立
へ
の

に
目
を
向
け
る
と
き
、

そ
こ
に
は
未
だ
「
人
的
結
合
国
家
」
を
特
徴
づ
け
る
「
契
約
的
性
格
」
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
を
見
逃
す
わ
け
に
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は
い
か
な
い
。
ア
ム
ト
制
度
が
十
五
…
世
紀
中
葉
ま
で
に
完
成
し
た
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
に
お
い
て
、
最
初
の
統
一
的
ラ
シ
ト
立
法
た
る
太

公
エ
l
ベ
ル
ハ
ル
ト
の
戸
内
口
氏
巾
印

O
Eロ
EHm
が
す
で
に
一
四
九
五
年
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

¥

(

問

)

然
と
し
て
旧
来
の
、
究
極
に
於
て
は
私
法
的
な
観
念
に
支
配
さ
れ
た
」
テ
ュ
I
ピ
ン
ゲ
ソ
協
約
が
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
の

一
五
一
四
年
に
は
「
依

聞
に
成
立
し
、
こ
れ
が
実
に
十
八
世
紀
末
葉
に
い
た
る
ま
で
、
こ
の
身
分
制
国
家
の
「
自
由
の
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
」
と
し
て
の
役
割
を
演

す
で
に
原
理
上
か
れ
の

じ
得
た
事
実
は
、
す
こ
ぶ
る
示
唆
的
で
あ
る
o

し
か
し
、
こ
こ
で
ラ

γ
デ
久
ヘ
ル
の
契
約
相
手
と
し
て
現
わ
れ
る
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
は
、

(

則

〉

、

、

、

、

、

、

と
観
念
さ
れ
て
い
た
。
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
特
権
的
な
臣
民
(
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の

「
臣
民
」

(
C
E
R
S
5ロ)

場
合
に
は

〉

B
Z己
批
円
山
門
司

の
上
層
市
民
)
と
し
て
の
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ

γ
デ
ー
|
こ
の
観
念
の
成
立
が
、
中
世
的
な

C
E
2
2片岡
田

g
g
m

の
変
容
の
随
伴
現
象
で
あ
っ
た
こ
と
を
、

わ
れ
わ
れ
は
と
く
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
の
側
か
ら
見
た

北
大
文
学
部
紀
要
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げ
た
り
お
司
自
子
巳

Z
3
n
r
Z
5
門

-
R
乙
Z
Sロハ同
HmnrE凶
の
2
乙一
ω円
ゲ
ロ
丘
、
が

重
要
。
な
お
〈
O
B
C
C戸耳切四回目仏
g
Z
B
E
B
B
-
E月
在
ω
n
Z口
司
ロ
ロ
N

す

り
。
円
〈
〈
怠
山
内
】
ぬ
円
。
己
HC司同町門戸凶のロ

74[Dロ
ω円nrHOEMF円巳何回同
JHYcro口
Y向
F1

2
己防
-
H
巾
♂
日
口
口
日
間
U
E
m
Z
B
(〈
C吋門岡山仲間巾己ロ
L

司
DHmnr己口町内ロ・

ω)w

巴
gw
∞-
M

叶
由
民
・
に
も
身
分
制
国
家
に
つ
い
て
の
一
般
的
考
察
が
見
ら

れ
る
(
∞

-
N
S
F
)
0

(
凶
〉
白
色
ロ
ユ
ロ
『
冨
z
g
y
ロト巾

M
N
s
r
g正
。
巾
山
口
門
同
旬
。
m
m
n
r
R
Z
P
呂
田
ア

∞・
A
F
斗

ω
同
日
い

(
日
υ

)

後
川
一
朗
「
「
中
世
国
家
論
」
に
お
け
る
方
法
と
発
想
の
再
検
討
』

(
「
歴
史
学
研
究
」
一
一
一
一
六
)

(
γ

山
)
明
日
ロ
田
口
品
切
お
ロ
ハ
山
内
山
]w
∞
日
ロ
ロ
o
n
D出口目立
FO口
品
目
]
祖
国
笠
o-耳
目
。
口
Emu

日
日
〉
ロ
ロ
丘
町
田
肘
口
Oロ
O
B
w
m
l∞
o
-
2
b
a
?の
E
z
g
z
c
g
w
z
o

〉
ロ
ロ
恥
巾
-

Z
0・
N
W
5
3
w
ω
・
8
∞
ロ
・

(
げ
〉
第
四
版
へ
の
序
文
の
中
で
彼
は
、
本
書
の
成
果
を
図
式
的
に
他
の
諸

領
域
に
適
用
す
る
こ
と
を
戒
め
つ
つ
も
、
「
こ
こ
に
獲
得
さ
れ
た
成
果
が

そ
れ
自
身
の
研
究
領
域
を
こ
え
て
重
要
な
意
味
を
も
ち
う
る
と
の
確
信
」

を
披
悔
し
て
い
る
し
(
ピ
E

S
仏
出
。
q
R
E
F
ω
・
〈
口
・
)
ま
た
彼
の
課

題
を
「
中
世
的
世
界
に
つ
い
て
の
、
本
質
に
即
応
し
た
理
論
お
よ
び
そ
の

内
的
構
造
の
叙
述
」
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る

(HEP-
∞
-
H
Z・)。

(
叩
山
)
但
し
わ
れ
わ
れ
は
ブ
ル
ン
ナ
l
の

F
E仏
臼
〈
q
p
E口
口
問
概
念
を
、
J

あ
く
ま
で

L
耳
目
庄
町
ロ
}
九
な
概
念
と
し
て
う
け
と
る
以
上
、
行
論
の
過

程
で
は
必
ず
し
も
こ
れ
に
よ
っ
て
全
面
的
に
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
は
な

北
大
文
学
部
紀
要

、。
(
川
口
)
切
門
戸
5
E
F
戸
田
口
仏
口
口
仏
国
25nrmwFwω
・品
N吋・

(お

)
H
r広
--m-
∞印叶同・

(
引

C
H
r丘
二
∞
-Nω
串
・
な
お
、
別
の
箇
所
で
は
次
の
よ
う
に
も
い
う
。
ラ

ン
ト
は

u
w
K
F
E
s
r
2
3
m
g伊
丹
£
な
い
し
「
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
権
力
H
行
政

機
構
」
と
も
同
一
で
は
な
い
し
(
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
ベ
ロ
ウ
の
中
世
国

家
観
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
l
|
|
筆
者
〉
、
か
と
い
っ
て
ま
た
ラ

γ
ト
シ

ャ
フ
ト
な
い
し
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
の
こ
民
o弓
o
g
t
o口
三
と
も
同
一
で
は

な
い
(
ギ

I
ル
ケ
へ
の
批
判
1
1
1筆
者
〉
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
固
有
の
、

ま
た
完
全
な
意
味
で
の
ラ
ン
ト
は
、
オ
ヅ
ト

l

・
フ
ォ
ン
・
ギ
l
ル
ケ
の

い
う
意
味
で
の
、
一
個
の
之
の
B
o
g
g
R
E弓
‘
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
法

人
格
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
ラ
ン
ト
法
を
行
使
す
る
こ
と
に
於

て
貯
片
江
田
口
「
に
存
在
す
る
(
も
と
よ
り
、
か
か
る
も
の
と
し
て
事
実
上

機
能
す
る
こ
と
を
も
は
や
や
め
て
い
る
よ
う
な
ラ
ン
ト
も
存
在
し
え
た
こ

と
は
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
)
。
こ
の
意
味
で
の
ラ
ン
ト
は
、
法
的
に
行

為
能
力
を
有
つ
ゲ
ノ
ヅ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
不
完
全
な
前
段
階
で
は
な
い
。

ま
た
そ
れ
は
ゲ
ノ
ヅ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
一
般
で
は
な
く
、
「
土
地
を
耕
作
し

あ
る
い
は
土
地
を
支
配
す
る
人
々
の
ゲ
ノ
タ
セ

γ
シ
ャ
フ
ト
」
で
あ
り
、

か
か
る
も
の
と
し
て
、
古
ゲ
ル
マ
ン
以
来
の
諸
々
の
特
性
を
維
持
す
る
一

個
の
「
法
H
平
和
共
同
体
」
で
あ
る

o
p広・・
ω
-
N
8・

(辺

)
H
E
P
-
ω
-
N
ω
「
こ
こ
に
、
「
中
世
国
家
」
に
つ
い
て
の
「
古
典
学
説

に
対
す
る
ブ
ル
ン
ナ

l
の
批
判
的
な
立
場
が
、
最
も
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
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ト
自
佐
官
仏
宮
町
四
〈
見
山
田
町
出
口
問
丈
考

る
。
「
古
典
子
学
説
」
の
大
成
者
た
る
ベ
ロ
ウ
は
、
ラ
ン
デ
ス
ホ

l

ハ
イ
ト

の
起
源
を
グ
ラ
l
フ
権
力
に
求
め
た
の
で
あ
る
が
(
〈
悶
「
回
巳
0
4
3
U
R

C
ロ
ヌ
ロ
ロ
同
庁
門
戸
田
口
門

-Broz-F
古

川

吋
R
H
E
D巳
民
国
民
何
回

ω
仲田《

F
N
-

〉出『
}
-
u
ω
-
H
R
)
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
こ
れ
を
批
判
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と
そ
の
ラ
ン
デ
ス
ホ

I
ハ
イ
ト
と
が
は
じ
め
て
ラ
ン
ト
を

構
築
す
る
と
い
う
テ
I
ぜ
を
回
執
せ
ん
が
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
、

回0
5
-
R
M古
な
国
家
権
力
と
本
質
的
に
異
な
ら
ぬ
ラ
ン
デ
ス
ホ

I

ハ
イ
ト

の
概
念
を
想
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
つ
ま
り
ラ
ン
ト
内
の
あ
ら
ゆ
る
法

(
権
利
〉
は
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
に
由
来
し
、
窮
極
的
に
は
彼
の
統
一
的
・
オ

l
ブ
リ
ヒ
カ
イ
ト
的
な
権
力
の
中
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
仮
定

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ラ
ン
デ
ス
ホ

l

ハ
イ
ト
が
「
グ
ラ

l
フ
の
権
利
」
に

起
源
を
も
っ
と
い
う
説
を
固
守
す
る
ゆ
え
ん
は
こ
こ
に
存
す
る
。
「
フ
ラ

ン
ク
国
王
の
権
力
を

g
g
d
t
R同
ロ
な
国
家
権
力
と
理
解
し
、
彼
の
《
臣

民
団
体
》
を
近
代
的
な
公
民
団
体
と
理
解
す
る
が
放
に
、
国
王
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
グ
ラ
1

フ
の
権
利
の
た
す
け
を
か
り
で
、
ラ
ン
デ
ス
ホ
l
ハ
イ

ト
へ
わ
橋
わ
た
し
を
す
る
こ
と
が
、
ま
た
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
近
世
の
領

邦
権
力
へ
の
、
そ
し
て
つ
い
に
は
ド
イ
ツ
個
別
諸
国
家
の

ωO己
認
忌
E
S門

へ
の
橋
わ
た
し
を
す
る
こ
と
が
首
尾
よ
く
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
」

F
H
F
w

m・
N
印

AF
・

(幻

)
H
E
L
-
-

∞-NωH
・
し
た
が
っ
て
、
「
一
フ
ン
ト
法
に
よ
っ
て
生
活
す
る
、

裁
判
共
同
体
と
し
て
の
ラ
ン
ト
ロ
イ
テ
が
現
存
し
な
い
場
合
に
は
、
統
一

的
な
ラ
ン
ト
は
決
し
て
存
在
し
な
い
」
の
で
あ
り
、
ラ
ン
ト
ロ
イ
テ
こ
そ

ラ
ソ
ト
の
寸
中
核
」
、
ラ
ン
ト
の
拐
い
手
な
の
で
あ
る
o
H
Z
P
ω
・
担
ω
・

(
泊

)
F
E
-
-
m
-
N出
・
ま
た
別
の
箇
所
で
は
事
「
法
H
平
和
共
同
体
」
と
し

て
の
ラ
ン
ト
の
担
い
手
は
そ
の
政
治
的
結
合
を
形
成
す
る
と
こ
ろ
の
ラ
ン

ト
回
イ
テ

T
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
，
か
か
る
「
ラ
ン
ト
は
ひ
と
り

の
ラ
ン
デ
只
ヘ
ル
を
有
つ
こ
と
は
あ
り
う
る
、
が
、
有
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い

う
こ
と
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

HtH仏・・

ω-NωAFF
も
と
よ
り
、
ブ
ル

ン
ナ

J
も
、
ド
イ
ツ
の
多
く
の
ラ
ン
ト
が
、
ヘ
ル
の
手
に
統
合
さ
れ
た
も

ろ
も
ろ
の
ラ
ン
ト
法
的
区
域
の
ん
複
合
体
か
ら
一
個
の
新
し
い
ラ
ン
ト
へ
と

さ
8
5
5
0
D若
宮
『
印
出
国
し
た
事
実
を
認
め
、
ス
イ
ス
の
諸
々
の
カ
ン
ト
ン

の
如
き
例
外
的
な
場
合
に
お
い
て
の
み
ぬ
諸
々
の
小
さ
な
農
民
的
ラ

y
ト

が
、
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
権
力
の
消
滅
後
に
も
、
そ
の
ラ

γ
ト
法
的
統
一
性
を

維
持
し
た
が
、
こ
れ
に
反
し
、
そ
の
ヲ
ン
ト
ロ
イ
テ
が
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
か

ら
成
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
比
較
的
大
き
な
ラ
ン
ト
に
於
て
は
、
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
欠
落
は
、
同
時
に
ラ
ン
ト
の
分
裂
を
も
意
味

、
、
、
、
、
、

し
た
、
と
い
う
。

H
r
E
-

∞-Mωω
『
・
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
ポ
リ
テ
ィ

l

p
の
み
が
諸
々
の
一
7

ン
ト
を
創
造
し
、
も
し
く
は
維
持
し

、た」
(
傍
点
ブ
ル
ン
ナ

l
)

と
さ
え
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Hr正
-w

∞-

Nωω
・
こ
の
主
張
は
、
一
見
か
れ
の
ラ
ン
ト
概
念
と
矛
盾
す
る
如
《
で
あ

る
が
、
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
ジ
ャ
フ
ト
の
成
立
に
つ
い
て
彼
が
、
そ
れ
は
「
当

該
ヘ
ル
が
他
の
ラ
ン
ト
法
的
性
質
の
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
を
自
己
の
上
に
も
た

な
い
こ
と
を
前
提
と
す
る
」
、
し
た
が
っ
て
「
王
権
が
レ

l
ン
法
的
ヘ
ル

シ
ャ
フ
}
へ
と
後
退
」
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
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{
H
r
炉
供
w
m
山
礎
知
ご
と
お
よ
び
つ
ブ
ン
ト
山
川
、
官
学
実
上
そ
れ
が
機
終
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
裁
判
然
食
の
機
導
者

P
Z芝
、
ま
た
戦
争
に
お
け
る
統

率
者
(
町
品
川
町
M
3
ふ
会
必
滞
情
と
し
」
「
わ
れ
わ
れ
が
考
密
閉
し
て
い
る
領
時
棋
で

は
‘
こ
れ
ら
の
径
務
は
侭
納
品
で
も
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
に
よ
っ
て
楽
さ
れ
た
」

と
述
ぺ
て
い
る
こ
と
{
伊
氏
G

m

V

N

8

・
)
会
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
そ

の
真
意
令
緩
解
し
う
る
よ
う
に
慾
う
。
つ
ま
り
、
プ
ル
ン
ナ
ー
は
、
ラ
ン

ト
の
統
一
段
筒
5
Z
X
)
は
、
本
来
的
に
は
、
ヘ
ル
権
力
の
ゆ
に
で
は
な

く
、
一
7
γ
ト
法
の
市
?
に
あ
る
こ
と
を

i
iお
曲
堂
小
説
に
対
す
る
批
判
に
お

い
て
|
|
l
強
制
制
し
た
か
っ
た
の
℃
併
の
ち
、
そ
の
こ
と
は
、
十
三
役
紀
以
終

の
終
代
に
お
け
る
ヲ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
領
域
形
成
約
九
地
役
割
と
如
何
ら
本
賞
品
約

に
相
容
れ
ぬ
も
の
で
は
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
に

以
上
の
如
き
ブ
ん
ン
ナ
ー
の
行
論
会
通
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
後
の
ラ
ン
ト

概
念
が
一
種
の
暗
デ
ル
概
念
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
で
確
認
し
う
る

で
あ
ろ
う
。

同
区
子
山
戸
出
印
M
・
の
場
合
、
ラ
ン
ト
に
対
ナ
る
吋
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
」

と
は
町
内
か
、
に
つ
い
て
は
、
今
は
さ
し
あ
た
り
、
後
が
そ
れ
を

wwp唱
え
備

と
呼
ん
明
、
い
る
こ
と
(
円
玄
件
峰
山
W
N
ω
悼
む
、
お
よ
び
、
ヘ
ル
U
Y

ヤ
フ
ト
一
般

に
つ
い
て
、
後
が
そ
の
「
府
市
付
税
」
を
i
i
i近
代
閣
畿
の
燦
史
的
な
「
根

基
」
と
い
う
角
度
か
ら

1
1
j
hち
又

喜

仏

ぐ

24Z丹
z
h言
語

g仏

切ぬ吋
MHMhh
に
求
め
て
い
る
こ
と

Q
g
p
w
ロ
印
・
)
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

〈山政
)
H
r
H
L
-
w
m
w
-
M
川
口
円
か
か
る
表
哀
の
も
と
に
、
ヅ
ル
ン
ナ
ー
は
お
そ
ら

く
、
十
二
役
紀
後
半
か
ら
十
一
一
一
俊
紀
前
米
に
か
け
て
の
管
問
問
問
開
制
の
~
戦
後

を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

副
〉
…
口
氏
仏
占
的
-
h
r
N
F

〈
お
〉

H
z
p
m
w
-
恥
N
U
戸
こ
の
「
基
本
的
関
係
」
・
ゃ
い
基
礎
づ
け
る
も
の
と
し

て
、
ヅ
ル
ン
ナ

I
は
ラ
γ
ト
ロ
イ
テ
が
ヲ
γ
デ
ス
ヘ
ル
の
受
伎
に
際
し
て

行
っ
た
誠
実
奪
回
約
(
関
与
VNH日
仏
日
間
口
口
問
)
を
あ
げ
て
い
る
。
ラ
ン
ト

V

T

ア

ン
グ
が
ラ
ン
ダ
ス
ヘ
ル
へ
の
開
服
従
令
縫
う
の
と
引
換
え
に
、
ラ
ン
ダ
ス
ヘ

ル
が
ジ
晶
一
ア
ン
デ
の
組
組
特
緩
や
間
以
来
の
演
習
の
全
体
安
機
制
附
す
る
こ
の
伝

統
的
儀
式
は
、
ォ
!
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
は
十
九
俊
紀
ま
で
存
続
し
た
の

で
あ
っ
た
C

M

E
《

H
・
a・九時
N
品
-
F
〉
隊
凶
-
I
M
-

出
制
に
、
ベ
?
ワ
も
i
i
i
ヲ

ン
デ
ス
ヘ
ル
と
ラ
ン
ト
と
な
っ
一
つ
の
擦
利
主
一
体
」
と
し
て
担
え
つ
つ

i
i
i
「
ラ
ン
デ
w
A

へ
ん
と
一
ア
ン
ト
シ
品
チ
γ
デ
と
の
間
に
存
す
る
契
約
側
関

係
」
令
説
明
す
る
ご
民
己
余
斡
再
開
M
m

州内

W
2
c
z
q
g
H露
出
主
役
、
「
シ
ケ
ア

γ

デ
…
の
抵
抗
権
い
と
の
淡
闘
に
ω
お
い
て
重
複
し
て
い
る
。
州
市
ゲ
夕
、
叶
伐
江
卒

ユ
回
出
回
出
お
ふ

ω同
R
W
%切

m
-
H
印C
向子

ハ間以〉

HWE出
2
5
p
?
0・崎山山・
uw

叫印「

L
か
し
関
門
じ
縮
刷
所
で
後
ば
、
一
フ
ン
ト

法
を
峰
、
間
三
時
間
仏
r
叩朗日件発出品伶

HL2門
ぬ
ま
の
法
、
広
義
に
お
け
る
し
印
ね
た
忍
お

m
応
急
釘
口
間
切
開

mMHg吉
田
宮
完
備
の
法
と
込
定
義
し
て
い
る
。

ハm
N
〉

H
r
z
u
m
-
M
H
M

川町
e

(
引
λ

〉
一
{
ザ
ル
ト

wm山・同一
w
A
F

こ
れ
と
問
問
じ
テ
!
ゼ
ば
カ
!
ラ
イ
ル
に
も
え
ら
れ
る
。

〉

-
M
'
わ
ぬ
凶
門

}
M
L
P

司
令
一
片
付
向
日
目
ル
ゲ
咋
吋
門
事
〉
目
戸
町
仲
良
は
可
。
問
診
。
凸
9
3
3
M
M仲町白川
M

g
p再
逮
広
仏
}
ゆ

ω拘

2

2仏
H
E
C
分
g
c
g
2
w
g
m山一戸山山・

5
ロ
・
な
た
、
ブ

ん
γ
ナ
;
は
こ
こ
で
フ
り
ヅ
ツ
・
ケ
ル
ン
の
有
名
な
研
究
州
内
一
伶
『
P
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z円
E
L
m
s
E山
田
口

rm
ぐ
R
P
2
5
m
R
考

HNRY門
戸
包
〈
R
E田
口
口
開
口
出
冨
見
Z
F
P
R
出
N
H
N
0・
SNOw
∞
-
H
R・-

切

R
E
C
H
B
S日
N
-

以
下
の
引
用
は
単
行
本
に
よ
る
)
を
援
用
し
て
は
い

る
が
、
宗
教
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
中
世
の
法
観
念
を
ケ
ル
ン
が
国
家
に

よ
る
制
定
法
と
し
て
の
近
代
の
法
観
念
と
余
り
に
も
機
械
的
に
対
置
し
て

い
る
点
は
こ
れ
を
批
判
し
、
ジ
ャ
ン
・
ボ
ダ
ン
を
例
に
と
り
つ
つ
、
国
家

主
権
概
念
の
成
立
後
に
も
中
世
的
法
観
念
は
存
続
し
え
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る

oHZL-u
∞
-Hω
印同・

(
党
)
こ
の
点
で
、
中
世
の
「
俗
人
」
の
法
思
想
は
、
古
典
古
代
の
法
観
念

を
一
部
継
承
し
つ
つ
、
実
定
法
と
自
然
法
と
を
区
別
す
る
中
世
の
教
会

的
・
神
学
的
法
思
想
と
異
る
。

HEL-w
∞
・
同

ω叶『・

〔
間
以

)
H
r
-
A・・

ω
-
H
g
R
-

(
九
)
厚
手
w

∞

-zoh・
ケ
ル
ン
の
表
現
に
よ
れ
ば
、
中
世
に
お
い
て
は

「
一
羽
の
雛
の
形
態
に
お
け
る
毎
年
の
貢
租
に
対
す
る
要
求
権
と
い
え
ど

も
、
近
代
国
家
の
憲
法
に
お
け
る
基
本
的
人
権
と
殆
ん
ど
等
し
い
、
神
聖

不
可
侵
性
を
も
っ
て
い
る
」
実
q
p
p
P
0・wm-
∞
∞
・
)
の
で
あ
り
λ

、
個

人
は
自
己
の
か
か
る
権
利
を
「
何
人
に
対
し
て
も
、
国
家
権
力
に
対
し
て

す
ら
擁
護
す
る
権
利
が
あ
っ
た
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
こ
の
こ
と
を
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
抵
抗
権
の
意
味
で
あ
る
。
」

F
丘」

ω・
勾
・
政
府

(
具
体
的
に
は
出
向
Hm口
r
q
な
い
し
そ
の
対
堂
内
)
は
権
利
の
守
護
の
た

め
に
存
在
す
る
以
上
、
権
利
を
侵
す
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
本
来
の
機
能
を

失
う
。
客
観
的
な
「
法
」
を
侵
害
し
た
支
配
者
は
「
そ
れ
と
同
時
に
」
彼

自
身
の
主
観
的
な
「
権
利
」
を
そ
こ
な
う
。
な
ぜ
な
ら
「
彼
の
主
観
的
な

権
利
は
客
観
的
な
法
秩
序
の
不
可
分
離
な
る
構
成
部
分
と
し
て
こ
れ
に
属

し
て
い
る
」
か
ら
で
あ
る
。

HEL--ω
・
∞
叶
・
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
中
世

の
「
抵
抗
権
理
論
」
は
1
1
1
ベ
ロ
つ
の
理
論
(
前
註
お
参
照
)
と
は
異
り

|
|
「
契
約
」
の
概
念
を
無
条
件
に
必
要
と
は
し
な
か
っ
た
。
ケ
ル
ン
に

よ
る
と
、
そ
こ
に
働
い
て
い
る
の
は
契
約
思
想
で
は
な
く
(
中
世
末
期
の

「
支
配
契
約
」
概
念
は
、
結
局
「
適
切
な
比
喰
」
に
と
ど
ま
る
)
、
ゲ
ル
マ

ン
的
な
で
相
互
的
叶
5
5」
の
概
念
で
あ
る
。
「
H
，
HO去
を
通
じ
て
国
家

権
力
は
人
民
に
義
務
づ
け
ら
れ
、
ま
た
逆
に
人
民
は
国
家
権
力
に
義
務
づ

け
ら
れ
る
」
の
で
あ
る
。
同
ゲ
】
仏
・
・
∞
・
∞
∞
『
・

(
汚
)
因
に
、

3
〈

R
p
g
cロ
mah
と
い
う
概
念
を
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
、
ヵ
l
ル
・

シ
ユ
ミ
ヅ
ト
(
ゎ
・

ω各
自
号
、
〈
2
F自
己
口
問
ω
-
o
Z
9
5
N∞
-ω
・
ω・
)
に
依
拠
し

つ
つ
「
政
治
的
な
統
一
性
と
秩
序
の
全
般
的
状
態
」
と
規
定
し
(
国
2
5
2

F
P
C
-
w
ω
・
口
同
)
、
ケ
ル
ン
は
「
国
家
権
力
の
構
成
を
規
制
す
る
、
ま
た

国
家
権
カ
と
人
民
と
の
相
互
関
係
を
規
制
す
る
と
こ
ろ
の
、
国
家
の
一
般

的
な
法
秩
序
」
と
理
解
す
る
(
同
月
P
F
P
C
-
-
ω
・
出
品
し
。
そ
の
場
合
、

ケ
ル
ン
の
概
念
に
は
、
近
代
立
憲
主
義
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
反
映
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

(

%

)

出

E
ロロ
O
H
U
F
m・
o
-
u
ω
-
H色
町
竹
中
世
に
お
け
る

uhoロ〈
o
b
E
Sぺh

概
念
の
欠
如
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
に
は
〈
間
一
-
H
P
巧
・

p
q
F
F
〉
-

h
n
R
-
1
0・
K
F

同
町

g
q
D
h
宮
色
5
2己
司
o-比
一
円
山
一
吋

ZDHM『

E

F巾

巧

2
7
〈
D
-
・
町
一

(
H
S
8・
ω・
合
斗
ロ
・
フ
リ

V

ツ
・
ケ
ル
ン
は
、
も
し
ひ

と
が
中
世
に
は
適
わ
し
か
ら
ぬ

ω
2
2
5
E
S門
の
概
念
を
敢
て
用
い
よ

-1)4-



う
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
た
だ
「
愉
付
が
や
必
終
的
で
ん
あ
り
、
ま
た
穀
中
心
と
入
部
内

と
な
共
に
拘
束
す
る
法
を
も
、
ぞ
れ
ぷ
神
に
違
背
し
な
い
か
ダ
切
り
で
同
様
に

主
後
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
い
と
述
べ
て
い
る
(
匂
・
州
内
ぬ

wgw

の
G
門家的簡出

&
3
5
5
5仏
巧
乞
の
お
門
知
同
氏
出
円
吊

n
z
g
h込
宮
町
四
ロ
凶
品
川
内
内
即
日
ω一定吋
W

N
.

〉出、町一
J

H

由
印
p

m

w

・
MM)
。
し
か
し
ブ
ル
ン
ナ
!
仙
川
、
ご
印
C
C
去
る
H
H
a
h

と

い
う
概
念
は
つ
行
為
能
カ
を
有
し
、
疑
わ
し
い
場
合
に
侭
が
法
に
か
な
っ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
い
る
か
を
決
定
し
、
ゑ
つ
自
ら
の
こ
の
よ
う
な
法
約
後
問
機
合
情
問
機
す
る

、
、
、
、
、
、

こ
と
が
で
き
る
ハ
修
点
後
者
ご
人
も
し
く
は
人
間
間
体
に
の
み
用
い
う

る
と
し
て
、
ぺ
一
法
の
主
権
後
」
な
る
ケ
ル
ン
の
概
念
を
し
h
ソ
ぞ
け
て
い
る
。

協同出
H
M
H
H
A

リコ
m-
国・

0
・w
∞・川、ゆ出町・

(幻

)
M
W
3
5
3
P
出・

0
・u
m
w
-
H
品H
h
h
危
な
れ
そ
ア
ル
ン
ナ
ー
は
、
郊
の
場
所

引
、
、
中
澄
z
l
ロ
ヅ
パ
の
数
件
付
な
仲
間
観
念
会
}
以
て
「
水
質
的
に
は
ゲ
ル
マ

ン
の
遺
産
で
あ
る
い
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
「
怒
俄
潟
緩
カ
悶
の
不
安
定

さ

令

hzrs岬
ど
に
よ
っ
て
吏
に
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
ら
れ
た
、
と
述
べ

て
い
る
。
円
)
め
矛
同
り
潟
渉
再
い
2
3
n刊誌夕、
m
w
・
同
市
選
作

〈m
A
)

穴
R
F
H
F
2
K
出
口
弘
〈
合
同
ω訟
gMぬ
よ
山
戸
伐
m
W
R

ハm
刀
〉
同
ゲ
山
内
山
よ

ω・吋恥・

〈川叩
)
M
W
2
5
2
F鶴
見
口
一
口
ふ
沼
会
読
ロ
E
h
p
m山剥

MmMW
関
門
じ
場
所
で
彼
は
、

こ
の
よ
う
双
山
叩
俊
の
政
治
的
結
合
体
ハ
つ
ま
ザ
ピ
三

i
i緩
務
〉
の
内

約
機
逃
(
つ
ま
り
ぐ
え
開
設
口
問

i
i筆
者
〉
の
叙
述
に
際
し
で
は
、
近

代
的
国
家
の
本
質
的
な
媛
念
的
数
療
が
そ
こ
で
は
欠
如
し
て
い
る
こ
と
に

波
滋
し
・
な
が
ら
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
を
「
私
的
L

と
閑
却
な
し
た
ち

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ

「
社
会
い
と
関
見
な
し
た
り
す
、
べ
き
で
は
な
い
、

明
や
。

ハM
引〉

HrFP
・
m・
日
勾
・
4

ぬ
級
裁
判
緩
め
観
念
は

3
M
U
5
3一三ゲ
g乏
な
と

=krny
仲
良
と
の
湾
者
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
三
M
N
R
Y
片
山
拘
言
明
州
立
に
開
闘
し

て
ブ
ル
ン
ナ

i
砕
い
、
そ
の
卵
子
綴
ぎ
に
も
一
フ
ン
ト
の
総
務
が
間
同
僚
に
現
わ
れ

て
い
る
と
い
う
。
例
え
ば
最
高
の
苧
ン
ト
後
延
た
る
戸
田
口
仏
門
知
之
宮
拘
℃
琳
践

校
が
お
己
の
穴
位
三
三
H
R
rけ
た
争
点
間
以
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
う
ン
デ
九
へ

ん
が
自
己
の
悶
え
偶
発
め
の
げ
刊
に
す
べ
て
の
権
利
紛
争
を
持
ち
込
ま
せ
よ
う

と
然
み
、
そ
れ
に
成
功
し
た
晴
樹
舎
に
ず
ら
、
夜
び
ラ
ン
ト
法
的
役
務
が
食

満
概
し
て
い
っ
た
と
い
う
ニ
と
な
あ
げ
て
い
る
。

(

門

担

)

吋

r炉
供
輸
出

WMNMW∞・

ハA
W
〉
子
山
内
向
よ

ω-MN∞∞-

ハμ
明
〉
第
二
索
の
註
ハ
必
〉
品
検
問
問
…
。

(
必
〉

Hrゆ《グ

ω-MWA叫
日
山
・
こ
こ
で
づ
グ
ル

γ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
」
は
緩
め
て

一
般
的
な
意
味
に
四
坦
務
さ
れ
て
お
り
、
狭
義
の
の

EHWゐ
Y
3
Hお
ま
た
の
ほ

か
、
戸
a
r
y昂
片
岡
お
皆
川
グ
。
昂
江
口
-
号
}
凶
作
口
氏
宮
内
同
勢
を
も
包
含
す
る
の
す
め

る
ο
同区仏
4
m
-
時
金
A
Y
ω
-
h
w
h
F
N
-

む
こ
の
こ
と
は
、
広
冬
題
。
。
平
方
キ
目
メ
i
ト
ル
攻
防
で
ぬ
小
規
撲

な
ラ

γ
ト
切
伶

H
n
Z
2悶
悶
円
山
き
の
一
場
合
の
よ
う
に
、
ラ
ン
デ
久
へ
ん
シ
ャ
ブ

ト
が
肉
体
吋
に
ラ
ジ
ト
P

イ
テ
仰
い
叫
対
す
る
グ
ル
ン
ト
へ
ん
シ
ャ
フ
?
で
あ

る
と
き
も
変
り
は
な
い
。
〈
関
}-HF芯
よ
い
W
N
A
Y

闘
に
ギ

i
ル
ケ
は
、
パ
ゲ
ル

?

ン

約

所

有

機

の

中

に

、

近

代

の

の

135-



い
』
口
弘
M
円位口弘同印円
r巾
〈
RPmmC口
町
公
考

つ
ま
り
国
王
の
も
つ
経
済
的
用
益
権
と
領
域
支
配
権
と
の
両
者
を
同
時
に

見
出
そ
う
と
し
た
が
、
(
ロ
B
含
戸
門
的
円
『
ゅ
の
8
0印
面
白
凹
円
官
同
ZHmnzw
回
L-NM

ω・
広
岡
)
窮
極
に
お
い
て
彼
の
出
発
点
は
ベ
ロ
ウ
と
同
一
の
も
の
で
あ
っ

た
た
め
、
ベ
ロ
ウ
に
よ
っ
て
容
易
に
批
判
さ
れ
得
た
。
〈
間
「
の

g括
〈
OE

切巾一

0
5
ロ
白
骨
三
回
口
宮

ω
S山
門
《
吉
宮
宮
内

E
Z
F
回門日・

r
N・
〉
CE--

]
{
U
N
印
wω
・日叶同『・

(
円
引

)
W
Eロ
ロ
巾
口
同
-
F
0・w
∞
-
N
お
・
な
お
、
ボ
ダ
ン
の
国
家
主
権
論
の
性

格
に
つ
い
て
は
、
〈
mF
〉
・
』
-
n
R
]三♂

F

由・

0
・w
ω
-
N叶
民
・
フ
ラ

ン
ス
の
政
治
思
想
史
に
お
い
て
、

3
3間口
2
片
山
内
凶
切
戸
}
比
五
回
。
ミ
と
し
命
日
間
同
1

2
ユ
ぬ
旧
民
〈

hrE
と
を
は
じ
め
て
区
別
し
た
の
は
十
七
世
紀
初
頭
の
法
曹
家

h
r
R
-
g
F
0
3
8己
で
あ
る
。
〈
問
「
出
巾
口
氏
∞

b
p
F
g
広
恥
四
回
目
】
口
一
比
五
戸
内
凹

巾
ロ
司
B
ロ
ロ
巾
釦
出
M

内〈
H
H
O
E昨口
-
9
5
N
ω
w
ω
H
N
N
民
・
し
か
し
オ
ー
ス
ト
リ

ア
で
は
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
に
よ
る
と
、
十
八
世
紀
中
葉
、
つ
ま
り
「
絶
対
主

義
」
時
代
に
お
い
て
も
、
円
』
・

0
5ロ
R
r
の
著
述

H
，
E
R
g
s
E同町目

《同日
2
5口
出
(
当
日
日
)
は
一
ア
ン
デ
ス
フ
ユ
ル
ス
ト
か
ら
さ
さ
や
か
な
家
父
長
に

ま
で
及
ぶ
オ

i
ブ
リ
ヒ
カ
イ
ト
の
ヒ
ェ
ラ
ル
ヒ
ー
を
叙
述
し
て
い
た
。

∞

g
E
R
田・白・

0
・∞
-
N
お
・
つ
ま
り
こ
こ
で
は
「
中
世
的
な
秩
序
と
思

考
様
式
の
近
世
に
お
け
る
存
続
」

(HrHpuω
・

HH品
・
)
が
明
瞭
に
看
取
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

(
同
世
)
回
氏
。
耳
切
り
2
ι
g
g
n
r
m
m
g巳・

ω-H斗印同・

(
m
w
)

出
合
同
民
江
戸
沼
芹

S
F
U
2
Z
Z
F
n
Z
ω
問
g
谷
江
戸

F

N
・
〉
丘
一

-w

5
m
N・
世
良
晃
士
山
郎
訳
『
ド
イ
ツ
法
制
史
概
説
』
、
二
八
七
頁
。
な
お
木

章
の
註
(
倍
)
参
照
。

(
叩
)
司
・
同
2
仲間
2
・
0
R
ハ凶
E
Z
7
0
∞
冨
三
《
目
白
宮
古
巳
m
-
5
3
5
H∞
w

wz-2門同
HHHロ
r
g
g
M
M凶・

5
日
・
コ
イ
ト
ゲ
ン
に
よ
れ
ば

L
O
B
E
E
R
R
ω
0
2

は
彼
の

L
R門
出
会
に
対
し
て
弘
O
B
5
2
2
2
で
は
な
く
三
B
U
R
-ロ
ヨ
ミ
を

も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
引
)
回
目
-o君
"
寸

2
H
H
Zロ
己
ロ
ロ
ロ
門
田

ω宮門
F
ω
-
g・
但
し
、
こ
こ
で
ベ
戸

ウ
は
、
後
者
の
意
味
に
お
け
る
ラ
ン
ト
の
語
の
用
例
を
具
体
的
に
あ
げ
て

は
い
な
い
。

(
間
以
)
司
・
回
目
門
戸
口
m
-
g
g
z
Z
5
2庶
民
同
位
向
件
。
仏
m
H
2
2
N
m
F
F
m・
JR
但
し

ハ
ル
ト
ゥ

γ
グ
の
ブ
ル

γ
ナ
l
批
判
は
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
的
国
制

(
身
分
的
代
議
制
〉
の
発
展
の
基
盤
が
ブ
ル

γ
ナ
l
の
意
味
で
の
ラ
ン
ト

で
な
か
っ
た
こ
と
の
実
証
(
マ
ル
ク
・
プ
ラ
ン
デ
ン
プ
ル
夕
、
バ
イ
エ

ル
ン
の
場
合
)
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
ヘ
ル
ピ
ッ
ク
も
同
じ
視
角
に
立

っ
て
い
る
が
(
戸
国
巳
『
片
岡
崎

ω
S
E
L
-
5
r巾
何
日
戸
口
問
団
〈
巾
gchvm
山口《同
S

E
E
m
-
ι
E
g各
自
吋
巾
片
岡
国
同
D
H
F
O
E
ω
B
〉
gmω
ロ
m
L
g
云
庄
内
宮
内
H
P
F
E
H

K
F
F
E出
国

-
Z・(リ同日・

?
5
2
・

m
-
H
S・
)
、
ヘ
ル
ピ
ッ
ク
は
、
さ
ら

に
一
歩
を
進
め
て
、
戸
田
口
含
芯
ロ
舟

H
F
S
L
R
E止
に
つ
い
て
の
ブ
ル
ン
ナ

ー
の
テ
ー
ゼ
に
留
保
を
つ
け
つ
つ
、
「
な
か
ん
づ
く
《
戸
山
口
仏
》
は
、
な
お

長
期
に
わ
た
っ
て
、
確
定
し
た
概
念
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(Hr丘
・
)
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
ヘ
ル
ピ
ッ
ク
の
こ
う
し
た
主
張
を
う
ら
づ
け
る
実
証
的
研
究
ロ
月

当
E

E
自

Z
ω
g
E
E
E
P
E
a
-
に
お
け
る
国
制
状
態
の
綿
密
な
分
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析
は
、
別
れ
が
浴
時
怖
で
も
ブ
ル

γ
ナ
i
の
ω
ブ

γ
ト
冊
減
念
に
対
す
る
愛
媛
必
然

狩
衣
食
ん
で
い
る
よ
う
に
附
加
わ
れ
る
が
、
そ
の
お
悶
胞
の
検
然
は
他
日
に
議

ち
た
い
。
た
だ
本
織
の
議
録
と
の
関
遂
で
指
摘
冬
る
べ
き
は
、
ヘ
ル
ピ
ヅ

タ
自
身
み
と
め
て
い
る
よ
う
に
、
一
一
一
一
八
二
年
の
デ
ィ
ナ
ス
テ

4
ヅ
ツ
品

な
劇
眠
時
制
分
割
は
、
そ
れ
が
間
半
小
の
歴
史
的
行
仕
込
向
と
そ
の
シ
?
ア
ン
デ

を
顔
嬢
必
ず
に
行
わ
れ
た
と
い
う
、
ま
さ
に
そ
の
ζ

と
ゆ
え
に
、
ジ
品
チ

ン
ば
ノ
の
激
じ
い
反
発
を
よ
び
お
こ
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
〈
〈
住
・
州
内
角
げ
何
日
記
聞
曽

川山内部同氏
H

田口
ymw
開
F
U同
一
昨
間
的
イ
ヌ
告
白

ro降、市出
'

H

∞
∞
・
ご
。

(
m
M

〉
戸
川
ぐ
'
F
〉
・
』
・
(
い
え
一
三
p

p
邸・

0
・wm-
∞
-
H
N∞
な
ゆ
だ
N
R
u
タ

ω・∞
mw
岡山一

-wNC訪
問

同

γ

(
引
バ
)
震
設
の
後
議
の
表
現
な
い
し
索
中
之
の
命
令
で
は
な
く
、
「
災
肉
体
の

生
活
的
り
緩
慣
習
」
(
片
言
宮
山
〉
伊
丹
鍛
え
応
ゆ
え
子
自

8
5
H対
話
口
比
三
と
し
て

の
中
世
治
法
綴
念
に
つ
い
て
は
、
〈
何
日
・

K
F
'

同・ハい

R
q川市嶋田
-

E
・

o・也∞-

HMW
同

-rHW門戸
H
Z
3
2
・
p

p

。よ
mw・M
酔

m
・

(
U
N
)
F
-
p
・
m
・
M
m
N
F抽出戸

MWS
・

〈
m
パ〉

ww関
空
g
w
m
F
H
H
司巾
n
y
t
h

に
つ
い
て
は
、
ぐ
出
「
阿
ず
山
や
鳩
山
戸
ゆ
油
開
-uma

附∞
ω
町
内
(

(
見
〉

M
r
-
?
"
N間
出
・

C

M

V

いらゆ閉山
-
M
日
∞
・
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
戸
同
口
仏
湾
問
窓
口
が
近
代
法
的

な
い
み
で
の

MMユ
〈
え
℃
ぇ
“
お
出
で
な
い
ご
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
グ
ル

ン
ト
ヘ
ル
の
機
利
に
は

H
L
g
y
a
a
ハ
淡
民
保
有
治
〉
に
品
却
す
る
ゲ
ヴ
ェ

北
大
文
学
部
紀
姿

守

レ
ン
か
ら
発
す
る
一
切
の
強
制
開
緩
め
行
総
も
含
ま
れ
て
い
た
。
ヘ
ル
ツ
ャ

ツ
ト
の
絞
本
的
な
d

モ
メ
ン
ト
た
る
一
命
令
と
強
制
い
は
、
吋
t
e

守
護
」
の
楯

の
裏
側
だ
っ
た
と
も
い
え
る
で
怠
ろ
う
。

(
日
山
〉
本
総
務
二
率
、
六
二
叉
。

ハ
ハ
則
〉
ぐ
向
山
・
切
言
語
ぬ
H
w
p
p
c
u
m
-
M
W
2
F
w
m
v
芯
ゆ
小

〈
臼
)
同
玄
丸
二
∞

-hwgF
箪
役
義
務
に
つ
い
て
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
、
勾

γ
:

の
縦
断
淵
閣
に
よ
っ
て
そ
れ
が
一
カ
月
間
の
、

8
己
負
担
に
よ
み
殺
伐
に
限
定

さ
れ
て
お
り
、
ぞ
れ
以
ょ
の
溶
役
は
、
別
径
の
従
燦
路
線

(

V

1

ン
法
上

の
、
あ
る
い
は

mh庄
司
き
〈
0
m
g
r
m
w
S仏
少
将
窃
丹
}
露
骨
に
よ
る
〉
に
よ
っ
て

嶋
依
拠
づ
け
ら
れ
た
、
と
い
う
。
図
に
プ
ル

γ
ナ
i
Jか
、
ラ
ン
ト
に
お
け
る

レ
i
ン
制
の
問
滋
・
な
い
か
に
取
扱
う
か
に
つ
い
て
は
後
述
。

(臼

)
M
r
M
P‘∞
-
S
0
・
ド
イ
ヅ
に
お
い
て
は
じ
め
て
之
仏
OM出
仲
間
凶
器
芯
同
位
、

と
ム
自
称
し
た
支
副
総
務
は
パ

l
ベ
ン
ベ
ル
グ
駒
郡
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
太
公
レ
泳

ボ
ル
ト
蕊
没
で
、
後
は
早
く
も
一
…
九
二
年
の
読
書
で
こ
の
呼
称
特
攻
用
い

て
い
る

(HrMpwm山'悼む∞
-
Y
こ
こ
に
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
、
ラ

γ
ト
に
対
す

る
自
己
の
へ
ん
シ
ャ
フ
ト
の
意
識
的
な
盗
品
約
致
死
、
十
二
分
一
紀
の
ド
イ
ツ

で
は
務
倹
(
ヌ
窓
口
名
曲
窓
完
結
〕
の
緩
は
未
だ
官
回
線
用
問
有
者
的
役
柿
般
の
も
の

と
遼
解
し
う
る
と
総
べ
て
い
る

3
・
80-
〉
出
削
減
暴
山
ご
。

(
パ
凹

V
H
r
F仏
3
仇

w-
∞∞
H
F

む

UFL-wω
・
8
∞明

wa〈
C
開
設
立
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
く
ぬ
「

Hr-件、

mp

印
己
叫
同
時
・
中
潟
ド
イ
ツ
語
の
ゆ
b
Eゆmmw坊
主
は
と
〈
《
M
h
m

三者
C
H
E
η
}
戸帥氏同
ww

aH領
内
巾
ゲ
冊
以
内
総
H
Z

の
意
味
。
そ
こ
か
ら
し
て
派
生
語
た
る
し

d
w
g
z
も
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い
E
伊
丹
田
口
会
問

n
Z
〈
2
p
a
g
m
E
考

理
解
さ
れ
る
。
〈
低

-
F
Eユ
各
自
己
悶
巾
H
Q
E
C
-
a
H
R
r
g
巧
官
。
H
E
n
r

L
R
P
E
m口
r
g
ω
H
V
E口
r
m
w
s・

kF戸内}.、

5
8
・
凹
・
く
・
同
比
一
町
四
g
u

Hν戸山
nFF

(
出
)
と
謡
曲
]
同
巾
尻
町
は
も
と
も
と
ヱ

r
R
H
R
Zロ
ご
の
意
味
で
あ
り
古
代
ス
ラ

ヴ
語
の
己
目
片
岡
ロ
シ
ア
語
の
〈
o-oι
ヨ
な
ど
に
対
応
語
を
見
出
す
。

穴
一
口
問
♂

P

P

0
・
"
凹
-
〈
・
若
田
-Rロ・

(
門
別
)
回
日
出
口
巾
♂
白
・
由
・

0
・・

ω・
ω∞
ω
同
町
・
こ
の
い
み
で
、
ラ
ソ
ト
フ
リ
I
デ

が
|
|
帝
国
に
お
け
る
と
同
様
|
|
ラ
ン
ト
に
お
け
る
「
立
法
」
行
為
の

中
心
を
形
成
し
た
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
。

(

m

∞
〉
同
ゲ
日
仏
-uω
・
ω白白『・

(
的
)
か
か
る
特
別
の
∞
円
『
己
門
N

が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
事
実
の
中
に
、
ラ

ン
デ
ス
ヘ
ル
の
権
力
が
近
代
的
意
味
で
の

m
E
S
H間
口
な
国
家
権
力
と
は

全
く
異
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
〈
m--Hr-ι•. 

∞・

Nω
∞・

(
初
)
叫
，

H
E
J
S同
「
巴
宮
町
世
の
中
に
お
け
る
同
耐
え
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
〈
m--

H
E
L
-
-
ω
-
N
8
F
な
お
、
ラ

l
ト
の
国
制
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
〈
問
「

出
自
民
∞
MMmgmo口
rqmw
〈
C
B
F各
ロ
ω
丹田町民
N

自
己
∞
門
山
吉
仏
g
s
m
F
S
H
N
W
ω
・

白]戸同『・

(
引
)
よ
り
詳
し
く
見
れ
ば
、
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
の
「
特
殊
的
な
守
護
」
の
も

と
に
立
つ
「
教
会
」
は
、
彼
の
∞
ロ
ゲ
町
田
4
0
四
円
命
日
(
こ
れ
は
ラ
ン
デ
ス
ホ
1

ハ
イ
ト
の
成
立
に
お
け
る
重
要
な
フ
7
F
F
ー
で
あ
る
)
の
下
に
立
つ
修

道
院
と
、
彼
の
宮
内
H
O
B門
(
こ
れ
は

who-2}江戸
o
h
o
rロ凹
n
E
竺
R

と

も
表
現
さ
れ
る
)
の
下
に
立
つ
下
級
の
教
会
と
に
分
か
れ
る
。
〈
間
一
-

回
日
ロ
ロ

R
F
白・

0
・wω
・
ω
J
E
R
u
ω
・
8
A
F
F
い
ず
れ
に
せ
工
「
教
会
」

、
、
、

に
対
す
る
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
守
護
権
は
、
叙
任
権
斗
争
を
通
じ
て
旧
来
の

四
m
g
E
R
Eロ
HO口
広
が
圧
迫
さ
れ
た
状
況
下
に
、
こ
れ
に
代
る
も
の
と

し
て
現
わ
れ
た
と
解
せ
ら
れ
る
が
、

m
n
r
E出〈
omgF
は
修
道
院
財
産
全

体
に
対
す
る
自
己
な
守
護
を
意
味
し
、
個
々
の
修
道
土
は
開
拓
ロ
oロ
rnr

に
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
に
従
属
し
な
い
(
但
し
、
イ
ン
ム
ニ
テ

l
ト
を
も
た
ず

、、
直
接
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
閃
回
目
自
民
間
三
に
属
す
る
修
道
院
の
場
合
は
別
で

あ
る
〉
。
こ
れ
は
自
立
的
な
同
一
D
え
R
Z
R
R
E
P
の
存
在
を
前
提
し
た
上

で
の
、
い
わ
ば
間
接
的
な
形
で
の
直
轄
支
配
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ

こ
に
は
多
く
の
場
合
「
フ
ォ
ー
ク
ト
の
解
任
権
」
な
い
し
「
フ
ォ
ー
ク
ト

の
完
全
な
排
除
へ
の
傾
向
」
す
ら
存
し
た

(HEP-ω
・
笥
印
)
。
し
か
し
他

面
、
-
ア
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
フ
ォ
ー
ク
ト
は
、
ラ

γ
ト
の
危
急
の
場
合
に
、

ミ
何
回
門
戸
口
仏
国
去
、
つ
ま
り
不
定
量
の
臨
時
給
付
を
提
供
せ
し
め
る
権
利

を
主
張
し
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
も

l
l
一
般
に
そ
う
で
あ

る
よ
う
に

l
l
l〈
o担
g
の
中
か
ら
三
宮

E
S
H
l戸口
L
ω
H
2
2
r
o
r
2ぺa
つ
ま

り
「
特
殊
的
な
守
護
」
の
下
に
立
た
な
い
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る

ω
5
5
7

、
、
、

E
L
同
日
間
色

HEZ
の
直
接
の
要
求
権
が
成
長
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
事
情
は
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
の
中
で
】
U
S
E
R口
が
貴
族

に
対
し
実
質
的
に
弱
小
な
権
利
し
か
有
た
な
か
っ
た
こ
と
に
反
映
し
て
い

る
(
〈
同
一

-wHr--w
∞
-AFMW印
同
・
)
。
な
お
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
回
以
え
円
。
ロ
え
の

も
と
に
立
つ
下
級
聖
職
者

(
E
R
H
R
)

の
法
的
地
位
が

i
l
i
時
た
ま
彼
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ら

が

イ

ム

テ

i
ト

特

権

を

個

々

に

る

ζ

と
は
あ
守
た
に
し
て
も

i
i
t
一
般
に
、
上
記
の
浮
佼
尽
さ
よ
り
低
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も

こ、。
チー一
zuv

〈
η
〉
阿
波
町
四
旬
開
合
同
当
時
官
庁
に
付
却
す
る
交
配
と
し
て
の
山
宮
内
山
門
広
岡
吋
波
宮
町
付
に

つ
い
て
は
、
〈
何
一
・
匁
)
山
科
w
m
山事

ω
S
R
こ
こ
で
、
ア
ル
ン
ナ
ー
は
、
十
九
位

紀
の
ブ
ル
グ
滋
ア
ジ
;
的
見
仙
は
よ
り
す
る
や
没
都
市
mu

「
自
凶
の
た
め
の

斗
い
」
の
滋
大
評
綴
セ
し
り
ぞ
け
つ
つ
も
、
す
で
に
ベ
開
ウ
に
よ
っ
て
論

蹴
概
さ
れ
た

3
7
0
伶

a
v
a
w
Z之
、
口
伝
合
同
庁
な
ど
会
A

弁
護
す
る
つ
も
り
は
交

に
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

ハ
乃
〉
「
正
規
の
」
綴
税
は
ん
数
年
賦
課
さ
れ
、
ま
た
家
役
は
一
7

ン
ト
の
内
線

で
は
然
制
限
マ
あ
っ
た
と
患
わ
れ
る

o
g与
"
ω
・
ミ
ヲ
ラ
γ
ト
タ

r
p

剣
皮
の
成
立
と
直
接
の
関
係
会
も
つ
不
忠
殺
(
臨
時
〉

mw
税
制
怖
に
つ
い
て

は
、
〈
開
「

Hr広
-
w
m
w
-

品川山内ア

(
引
内
)
同

ra・M
m・
8H-
都
市
の
数
出
対
な
政
治
的
活
動
の
一
吋
緩
徐
は
、
そ
の
一

体
吋
々
の
都
市
領
主
権
の
滋
爽
的
な
強
度
な
い
し
有
効
皮
に
応
じ
て
、
緩
め

て
さ
ま
ぢ
ま
で
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
さ
い
銭
隠
す
べ
き
は
、
中
市
民
共
肉
体
的
り
成
員
と
し
で
の
偲

々
の
お
同
誌
は
都
市
綴
蕊
と
の
隅
関
係
に
於
て
こ
そ
「
閥
復
」
で
あ
っ
た
と
は

い
え
、
災
級
、
抑
制
市
共
同
体
と
の
関
係
に
於
て
は
、
農
民
が
自
己
の
〆
ル

γ
ト
へ
ん
に
対
し
て
お
ハ
う
務
秘
執
務
と
河
様
の
義
務
合
品
川
わ
せ
ら
れ
て
い
た

と
い
う
ん
や
災
マ
あ
る
会
玄
《
同
よ

ω・
ωお
と
。
ぞ
れ
が
怒
味
で
お
市
は
、
ケ
ζ

'
e
L

げ
・
ル
:
ス
の
表
現
を
か
h

ソ
あ
絞
ら
ば
、
去
一
民
口
市
民
炉
ぬ
い
出
門
叫
ん
丘
P
5…一ぬ

と

し

て

の

ル

ン

ト

シ

ャ

フ

ト

と

ア

ナ

同

ジ

カ

ル

注

窓
口
常
世
話
の
主
体
J

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
σ

〈
包
・
閃
岡
弘
万
戸
O
戸

g
p
亡
守

芯一一曲邑留につ同
M

n

o

吋M
V
9
3
三〈品

ι己
同
HM
苧
叱
号
M
m
w
開時

P
F
2
2
仏
口
勺
m
H
H
n
H
a
H
M

吋
愛
読
め
〈
聞
記
雪
官
み
ま
叶
品
開
帥
昨
日
向

g
B
U
Z互
い
ロ
耳
目
指
広
告
出
初
日
目
官
三

認
す
さ
町
め
込
a
m
w
m窃
伐
弘
V
}

か
袋
内
可

ιvgF
ア
〈
同
州
〉

w
g仏印
"

ω

N

印
、
吋
・
こ
れ

ら
一
向
緩
め
が
へ
ん
ジ
ャ
ブ
ト
こ
そ
ラ
ン
ト
シ
品
チ
ン
デ
の
成
立
蕊
鞠
憾
で
あ
っ

持問。
犬
〈
ち
〉

H
E仏ニ

m
w
ω
3・
後
述
の
郊
く
、
法
約
に
は
円
、
き
ハ
Y
S
E
L
α
の
枕
料
開
附

と
町
内
ωヨ
窓
会
開
百
円
の
そ
れ
と
は
総
務
れ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
問
臨
時
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
す
ぐ
れ
て
〆
イ
ナ
ミ
ず
ク
な
欽
治
過
刺
繍
と
m
注
解
す
べ
き

で
忘
る
。
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オ

i
ス
ト
リ
ア
の
務
ラ
ン
ト
で
は
、
た
だ
ウ
ィ
;
ン
の
み
が
一
時
的

に
か
な
ち
高
皮
の
欽
治
的
独
占
玄
性
を
獲
得
し
え
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と

て
ウ
ィ

i
ン
の
市
民
共
同
体
自
殺
の
政
治
的
怠
志
に
よ
る
よ
り
は
、
む

し
ろ
ラ
ン
デ
久
ヘ
ル
臨
機
カ
の
滋
渡
的
な
弱
体
化
に
ぬ
ι

う
も
の
で
あ
っ
た
G

H

グ一円
{
-
w

閉山・印九吋吋・

な
お
、
念
の
た
め
に
い
う
な
ら
ば
、
都
市
領
主
権
は
決
し
て
ラ
γ
デ
ス

へ
ん
の
み
に
よ
ウ
て
行
使
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
ヲ
ン
ト
内
の
霊
俗
の
グ

ル
ン
ト
ヘ
ル
も
し
ば
し
ば
都
市
を
交
配
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
中
λ
i
ス
ト

ヨ
ア
の
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
グ
ル
ソ
ト
ヘ
ル
の
支
配
か
ら
都
市
を
解
放
し

自
己
の
凝
接
支
配
下
に
議
こ
う
と
す
る
ラ
ン
J

ア
ス
ヘ
ル
の
試
み
は
、
フ
ラ

ン
ス
関
漏
え
の
場
合
と
異
り
成
功
し
な
か
叩
九
三

H
t
広

um-MW吋吋向。



ト
田
口
伊
丹
位
白
血
Hm
円
宮
〈

R
r
a
E聞
と

考

但
し
、
こ
の
よ
う
な

H
5
5包

E
Z包
芯
と
忌
色
町

E
E
Z
の
区
別

は
、
ベ
ロ
ウ
に
よ
れ
ば
、
東
方
諸
領
邦
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
(
回
己

C
F

ωu言
。
ョ
ロ
ロ
色
白
色
。
三
戸
口
m-wω
・由日・)。

(π
〉

FE--ω
・
ω斗∞・

(花

)
H
E
P
-
ω
・
ωJa一
戸
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ラ
ン
デ
ス

ヘ
ル
の
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
は
、
そ
の
管
理
者
た
る
司
2
m
m
g
が

戸
田
口
同
釘

q
w宮
島
田
同
日
邑
門
を
も
行
使
し
た
と
こ
ろ
か
ら

=
E
F
m伺
q
w
E巾
E

と
呼
ば
れ
た
。
そ
し
て
テ
ィ
ロ
ー
ル
や
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
如
き
西
部
の
ラ

ン
ト
で
は
農
民
の
大
多
数
が
こ
れ
に
属
し
、
狭
義
の
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ヤ

フ
ド
と
ゲ
リ
ヒ
ツ
ヘ
ル

γ
ャ
ブ
ト
と
が
分
離
し
た
結
果
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ

ル
の
行
政
に
服
す
る
「
自
由
な
」
農
民
身
分
が
形
成
さ
れ
、
か
れ
ら
は

之
官

rm問
。
片
付
宮
叩
之
の
裁
判
共
同
体
を
足
場
と
し
て
し
だ
い
に
ゲ
ノ
ず
セ

ン
シ
ャ
フ
ト
的
な
自
治
を
獲
得
し
、
つ
い
に
は
ラ
ン
ト
ダ
ー
ク
に
も
代
表

さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

H
E門戸、

ω・∞斗由一同・

(乃

)
H
r
-
p
w
m
-
∞∞
N
R・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
以
外
の
地
域
で
は
、
都
市
の
ユ

ダ
ヤ
人
に
対
し
‘
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
の
軍
事
高
権
も
行
使
さ
れ
た
と
い
わ
れ

る。

(加

)
H
r
H門戸
wω
・
邸
内
山
叶
『
・
し
か
し
、
テ
ィ
p
l
ル
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
如

き
場
合
に
は
、
下
級
ラ
ン
ト
裁
判
管
区
が
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
行
政
組
織
と

し
て
実
質
的
な
機
能
を
果
し
た
こ
と
、
前
註
(
花
)
で
述
べ
た
通
り
で

あ
る
。

(別

)
H
r
H
P
-
ω
・
ω
g
R・
こ
れ
に
対
し
、
ラ
ン
ト
内
の
局
地
的
権
力
者
の

手
に
握
ら
れ
た
レ
ガ
リ
エ
ン
は
、
た
か
だ
か
財
政
的
な
音
二
議
し
か
も
た
な

か
っ
た
。

(む

)
H
E
P
-
ω
・
ω叶
(
)
同
・
プ
ル
ン
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
ふ
つ
う
「
ラ
ン
デ
ス
ホ

ー
ハ
イ
ト
の
拡
大
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
大
き
な
部
分
が
、

か
か
る
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
レ

l
ン
ホ

I
ハ
イ
ト
の
拡
大
以
外
の
何
物
で
も

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(
お
〉
同
『
日
仏
・
・

ω・
ω戸
・
こ
の
場
合
レ
l
ン
政
策
の
直
接
の
意
味
は
、
も
と

よ
り
、
ラ
ン
ト
内
に
所
領
を
も
っ
貴
族
の
自
主
地
(
何
回
m
g
m
E
)
を
ラ

γ

デ
ス
ヘ
ル
の
レ
l
ン
に
転
化
せ
し
め
石
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

ν

l
ン
契
約
に
と
も
な
う
、
貴
族
の
城
に
対
す
る

O
Rロ
ロ
口
問
問

R
E
の
獲
得

も
当
然
こ
の
政
策
の
効
果
に
含
ま
れ
た
。

(
u
m
)
H
r
F

子

ω・
ω斗N
・
こ
の
見
解
は
、
例
え
ば
シ
ュ
パ
ン
ゲ
ン
ベ
ル
ク
に

よ
る
レ
l
ン
政
策
の
大
き
な
評
価
(
民
・
∞
古
田
口
m
g
r巾
吋

m-
同・回・

0.
∞・

8

円
・
)
と
鋭
く
対
立
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
シ
ュ
パ
ン
ゲ
ン
ベ
ル

ク
も
、
根
本
に
お
い
て
「
古
典
学
説
」
の
視
角
に
立
ち
な
が
ら
、
当
初
は

ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
に
よ
っ
て
自
己
の
利
益
の
た
め
に
活
用
さ
れ
た
レ

l
γ
法

の
原
則
が
、
ま
も
な
く
ラ
ン
ト
貴
族
に
よ
っ
て
骨
抜
き
に
さ
れ
て

L
ま
っ

た
こ
と
、
と
り
わ
け
「
す
べ
て
の
公
的
権
利
の
財
産
権
的
危
理
解
」
「
す

べ
て
の
権
利
の
物
件
化
」
が
ラ
ン
ド
内
に
多
小
と
も
閉
鎖
的
な
家
産
制
的

ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
を
群
生
せ
し
め
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る

(
H
r
匹・

ω・
8
ロ・)。

な
お
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
に
よ
る
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
レ

l
ン
政
策
の
低
い
評
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価
は
中
世
末
期
に
お
い
て
は
レ

l
ン
保
有
者

(
E
2
5
p
p丘
町
同
)
が
、
何

よ
り
も
ま
ず
ラ
ン
ト
法
的
な
関
係
に
よ
っ
て
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と
結
ぼ
れ
る

ラ
ン
ト
ロ
イ
テ
で
あ
っ
た
、
そ
し
て
か
か
る
も
の
と
し
て
は
レ

l
ン
法
的

誠
実
関
係
に
と
も
な
う
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
司

R
S巳
5
r
な
「
守
護
」
を

必
要
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
認
識
の
帰
結
で
も
あ
る
(
〈
包
・
∞

2
ロロ

F
印
-

m・

o・-ω
・
ω斗N
)
。

(
あ
〉
ラ
ン
ト
タ

l

p
制
度
に
つ
い
て
の
、
ま
た
ラ
ン
ト
タ

l

F
の
、
領

邦
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
身
分
的
編
成
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
。
・
〈
・

国内
]
o
d
5
ω
v
a
Z
B
E
L
回
目
品
目
門
戸
口
間
借
ニ
田
口
門
r
sロ門出回口}戸内口〈町同町田回目戸口問
w

Fロ
円
、
H，R
H
-
H
O
H
E出

E
L
ω
丹田門円
F
N・
〉
戸
hFUHSω
・
∞

-aほ
・
を
見
ょ
。

こ
れ
に
代
り
う
る
よ
う
な
綜
合
的
叙
述
は
、
ヘ
ル
ビ
ヅ
ク
も
指
摘
し
た
と

お
り
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
ド
イ
ツ
の
学
界
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
(
『
北

大
史
学
』
一

O
号
、
六
四
頁
、
参
照
)
。

た
だ
、
し
ば
し
ば
注
目
さ
れ
て
き
た
「
帝
国
」
西
部
の
諸
領
邦
と
東
部

の
そ
れ
ら
と
に
お
け
る
ラ
ン
ト
タ

l
ク
の
類
型
的
差
異
の
問
題
(
〈
包
・

0.

国
百
円
N♂
吋
同
日
vo-cmぽ
・
山
司
・
回
目
門
戸
口
mw
同
qHmnrえ門
ω〈叩吋片岡田向。・
wω
・

8
)

に
つ
い
て
は
、
他
日
、
別
稿
に
お
い
て
私
見
を
の
べ
た
い
と
思
っ
て
い

る。

(

w

∞
)
出
巾
]
0
5
P
ω
・
0
・w
∞
-HNω

『
・
も
っ
と
も
、
ベ
ロ
ウ
の
場
合
に
は
、

ラ
ン
ト
・
シ
ュ
テ
ン
デ
の
役
割
に
関
す
る
彼
の
理
解
に
対
応
し
て
、
こ
の

城
廓
所
有
は
、
も
っ
ぱ
ら
貴
族
身
分
の
「
軍
事
的
重
要
性
」
と
い
う
視
角

か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
。

北
大
文
学
部
紀
要

(

町

山

)

円

Zι
・・

ω・
∞
∞
『
・
騎
士
の
城
廓
は
、
テ
ク
ニ
カ
ル
に
は
し
ば
し
ば

H
C
2
R
E
N
と
い
う
一
言
葉
で
表
現
さ
れ
た

(ω
・
8
〉ロ
B
・
M・
)
。
因
に
オ
ー

ス
ト
リ
ア
で
は
、
高
級
貴
族
に
上
昇
し
た
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
ミ
ニ
ス
テ

リ
ア

l
レ
ン
は
、
下
級
貴
族
た
る

H
N
H
3
2
身
分
の
城
廓
所
有
権
に
久
し

く
異
論
を
と
な
え
た
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
そ
こ
で
は
間
見
広
円
身

分
の
ラ
ン
ト
タ

1

F
へ
の
参
加
は
、
容
易
に
実
現
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る

(ω
・斗白

"
ω
-
g
k
rロ
B
-
M
)
。
な
お

H
Z仏ニ

ω・
宮
町
・
参
照
。

(
部
)
以
上
の
諸
点
に
つ
い
て
は
、
〈
問
}
・
国
己
0
4
3

白
-
F
0・uω
・、

E
R
-
w

ω・∞
O

町民一
.. 

ω・∞
N

丘一・

(
m
U
)

回
E
ロロ
mHw
戸
山
口
仏
ロ
ロ
仏
国
内
口
R
Y阻止
w
∞
-
N印
品
同
町
・
な
お
〈
m-・
り
OH♂

円)げ明，
H
E
F
2仲間同町口
rHm-wω-M由也・

(
卯
)
史
料
に
現
わ
れ
る
具
体
的
事
例
に
つ
い
て
は
、
〈
閃
「
四
百

B
R
V山口仏

ロロハ
HHγHRH凹ロ
E
F
∞
-M印
AF
〉
ロ
日
・
品
-

(
引
)
「
家
」
を
有
た
ず
、
個
々
の
地
片
と
そ
こ
に
居
住
し
地
代
を
支
払
う

農
民
(
の

E
ロハ
Hrc-rロ
)
を
有
つ
に
過
ぎ
な
い
も
の
は
、
ラ
ン
ト
法
的
な

意
味
で
の
ヘ
ル
で
は
な
い
。
彼
は
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
を
も
っ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
単
に
之
の
巴
円
。
医
院
を
も
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

HrF子

ω
.
N日
印
・
も
と
よ
り
、
ラ
ン
ト
の
み
が
出
ω戸
ω
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
都
市
も
村
も
出

E
切
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
ド
る
。
し
か
し

こ
れ
ら
の
回
目

g
は
し
白
ロ
品
目
戸
口
B
F
Z
m
F白
ち
で
は
な
く
、

ω
g門rFOH円

や
∞
冨
〔
同
仲
間
巾
5
2口
ιio
の
、
あ
る
い
は
の

E
ロ
仏
戸
口
ιーロミ
F
2同
の
ヘ
ル
シ

ャ
フ
ト
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
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h
g
L
ω
S
E
5
Z
〈
m
H
p
n
g間
三

考

(

m

M

)

司
教
選
挙
権
の
ゆ
え
に

U
C
B
r
a
-
H己
が
専
ら
、
あ
る
い
は
優
越
的

に
ラ

γ
ト
タ

I
ク
を
構
成
し
た
よ
う
な
聖
界
ラ
ン
ト
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の

場
合
特
殊
な
例
外
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
聖
界
ラ
ン
ト
に
お

け
る
司
る

E

E
の
優
越
的
地
位
に
つ
い
て
は
、
〈
凹
]
-
F
]
0
4
3

出-田・

0
・w

ω・自由『同・

(
M
U
)

国

H
5
5
F
F
同・

0
・
ω・
呂
田
戸
開
同
r
r己
岳
m
g聞
に
さ
い
し
て
現

わ
れ
る
の
は
、
こ
の
狭
義
の
ヲ
ン
ト
ロ
イ
テ
た
る
貴
族
身
分
で
あ
り
、
こ

の
場
合
に
は
聖
職
者
や
都
市
は
ラ

γ
デ
ス
ヘ
ル
の
同
m
g
B
2
9弘
に
属
す

る
も
の
と
見
な
さ
れ
た
(
臣
氏
・
・

ω
-
N
S・)。

(
川
内
)
ベ
ロ
ウ
が
概
括
的
に
の
ベ
た
如
く
、
都
市
が
一
ブ
ン
ト
タ

l

p
に
加
え

ら
れ
る
の
は
貴
族
(
目
立
巾
Hmnr阻
止
)
よ
り
も
若
干
お
そ
く
、
聖
職
者
の
参

加
は
更
に
そ
れ
よ
り
も
遅
い
の
が
通
例
で
あ
る
(
切
己
0
4
3

白・白・

0
・
∞
-

申

N
・
)
。
都
市
の
参
加
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
騎
士
集
会
が
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン

デ
と
し
て
の
性
格
を
う
け
る
と
い
う
ギ
l
ル
ケ
の
如
き
見
解
は
、
ア
イ
ヌ

ン
グ
説
に
特
有
の
バ
イ
ア
ス
と
し
て
、
ベ
ロ
ウ
や
戸
5
n
E口
〈
O口
問
σ
巾ロ
a

m
B
E
r
に
よ
っ
て
斥
け
ら
れ
た

(HEL--ω
・∞
N・)。

(
市
刀
)
回
同
ロ
ロ
ロ
巾
♂

F
同・

0
・u

∞
-
h
R戸

ω
同・

〈
%
)
一
二
三
一
年
の
帝
国
裁
判
所
判
決
の
中
で
之
官
岡
山
口
氏
司
自
立
が
、
事
前

に
こ
同
吋
】
刊
に
O
H
2
2
B
2
2
g
H
O
R田
町
た
の
同
意
を
う
る
こ
と
な
し
に
は

3
8
5
t
E
H
T
Uロ
巾
凹
〈
己
ロ
0
3
2
5
2
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と

定
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
従
来
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
制
の
成
立
と
の
関
係

で
し
ば
し
ば
引
合
い
に
出
さ
れ
た
。
例
え
ば
出
自
由
司
o
E切
り
何
回
門
ω
口
rm

H
N
R
y
g
m巾印ロ
r
w
r
F
目
・
〉
丘
一
-
w
g日
NWω
・
J
1

白
・
は
、
こ
の
判
決
を
以
て

「
テ
リ
ト
リ
ウ
ム
の
貴
族
が
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ
的
性
格
を
獲
得
し
た
」

も
の
と
解
し
、
「
こ
こ
に
中
世
の
テ
リ
ト
リ
ア
ー
ル
シ
ュ
F
l
ト
の
二
元

主
義
が
生
ま
れ
た
」
と
の
べ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
は
す

で
に
シ
ユ
パ

γ
ゲ
ン
ベ
ル
グ
が
異
論
を
唱
え
て
お
り
(
国
・

ω官
ロ
m
g
r
R問-

p
m・

o・-ω
・
ロ
民
よ

ω・
5
〉
ロ
B
・
M
・
)
、
プ
ル
ン
ナ

1
も
、
ラ
ン
ト
シ

ュ
テ
ン
デ
の
制
度
史
的
理
解
を
斥
け
る
立
場
か
ら
、
こ
れ
を
ラ
ン
ト
シ

ユ
テ
ン
デ
的
国
制
の
「
前
史
」
と
し
て
と
ら
え
る
見
解
を
斥
け
て
い
る
c

尽
5
5♂
田
-
m
・

o・-ω
・
8

0

F

と
も
あ
れ
、
十
二
世
紀
頃
の
帝
国
諸
侯

の

出

CMg腎

(FgtjEmo)
に
招
集
さ
れ
た
も
の
が
℃
ユ
ヨ
丘
町
♂
胃
守

8
5
m
w
O日
ut自
己
2
・
5ω
間
口
巳
2urω
同
Oロ
虫
、
と
き
に
は
唱
HEn-目
u
g
と
呼

ば
れ
て
い
た
こ
と
は
(
∞
宮
口

m
g
g品
二
「
白
・

0
・
ω・
∞
・
)
注
目
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

(
勿
)
プ
ル
ン
ナ
ー
が
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と
ラ
ン
デ
ス
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
の
関

係
に
は
「
共
同
の
行
動
」

(
m
g邑
ロ
ω
即
日
目
回
国
自
門
芭
ロ
)
と
「
相
互
の
折
衝
」

(云
-
Eロ
白
昆
足
〈
O
H
Eロ門
EHM)
と
の
両
様
態
が
あ
り
え
た
と
し
な
が
ら
、
十

三
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
初
期
に
か
け
て
は
戸
自
民
冨
広
吉
聞
に
お
け
る
「
協

力
」
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
と
見
て
い
る
(
回
日
ロ
ロ
q
w
p
m
W・
O
・
-
∞
-

品
川
凶
叶
・
)
の
は
、
主
と
し
て
こ
の
意
味
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
も

と
よ
り
「
協
力
」
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
不
断
の
緊
張
を
う
ち
に
は
ら
む

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(

m

河
〉
∞
同
出
口
問
巾
口
rRmum-
田・

0
・w
関∞七
-HHH切
関
∞
司
・
コ
コ
民
間
-u
・
〈
プ
ル
ン
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ナ
ー
も
ま
た
、
十
五
設
紀
に
ニ
ノ
ン
ト
タ
!
グ
と
い
う
新
た
な
形
燃
の
身
分

後
会
が
確
立
す
る
に
先
交
っ
て
、
で
フ
ン
デ
ス
へ
ん
と
ラ
ン
ト
日
イ
一
ア
と

が
そ
れ
ぞ
れ
の
機
利
蛸
削
減
に
む
し
ろ
時
間
じ
こ
も
っ
て
、
た
だ
昨
吋
た
京
協
力

し
た
に
ナ
ぎ
な
い
よ
う
な
過
渡
期
い
が
存
寂
し
た
こ
と
令
指
摘
慨
し
て
い
る

宙
2
5
2
p
p
0
・
w
ω
・
8
吋
・
)
。

(

m

円
)
ぐ
出
「
∞
M
M
氏
以
除
雪
戸
-
U
2
m
w
F
E
・
o
-
w
扮

-
w
m
w
R
な
お
、
ミ
ニ
ス
テ
リ

ア

i
レ

γ
の
上
昇
に
つ
い
℃
、
一
般
的
に
は
、
d
q
m
山
・
小
山
知
n
r
巧
ん
い
た
え
げ
5
V

N
ミ
仏
g
g
n
炉
内
同
誌
の
g
n
y
w
r
g
w
7
3
由
・
〈
O
出
向
・
M
N
U
的
印
}
弓
吋

t
・
0
.
Mり
g
出
N
W

F〈・伊山山口山田仲合町いとい内mc.

ハ
川
川
〉
民
主
口
百
三
景
色
v
a
g
H持
n
y
門
m
w
m
-
N
申
出
向
・
こ
れ
ら
一
越
の
事
実
を
会

ヨ

:
P
ず
パ
的
滋
ゑ
と
し
て
お
惜
別
す
る
浅
い
て
ブ
ル

γ
ナ
i
が
、
「
向
同
期
然

災
l

〕
の
密
鋭
史
的
意
義
に
関
ナ
る
テ
オ
ド
;
ル
・
マ
イ
ヤ
;
の
研
究
(
吋
7
・

M
F
向
田
町
内
山
H
W
H
)
目
。
開
口
俊
g
y
μ
H
H
ω
m
L
2
こ

E
C《同町片岡凶昂HM会
ω
門
印
開
門
2
5
M
Y
目
立
昂
一
色
付
内
同

芸
品
会
同
町
立
Z
F
5
2
N
-
m
-
H
5
e
m
吋
w
g
∞
ア
ω
・
記
。
ぬ
い
ま
一
一
悶
及

し
な
が
ら
、
農
民
の
{
恋
仲
燃
や
問
削
緩
に
よ
る
同
戸
L
E乙
S
除
与
え
刊
の
絵
大
と

濃
察
化
を
、
泌
総
の
成
長
と
の
密
接
な
湾
問
問
の
も
と
で
と
ら
え
、
こ
れ
か
芯

局
総
約
機
カ
と
し
て
の
シ
晶
子
ン
、
ず
の
成
立
条
件
と
克
て
い
る
ニ
と
に
注

問
料
ナ
べ
き
で
あ
る
。

ハ
間
山
〉
本
綴
然
一
級
、
議
(
臼
)
参
組
問
。

ハ
川
端
)
戸
出
口
《
同
町
戸
時
『
円
。
口
の
ふ
串
楽
的
町
一
ブ
ン
ト
口
イ
テ
と
し
て
の
総
務
、
お
よ
び

m
X
5
3
匂
み
一
倍
窓
口
w
山
山
仲
位
《
凶
お
の
-
フ
ン
ト
シ
晶
子
ン
ダ
へ
の
成
長
に
つ
い
て

殺
し
く
は
、
く
ぬ
戸
出
2
5
5
H
h
m
g
岡
山
総
刊
日
仏
2
2
町
三
吉
町
内
w
m
・
8
n
肺
門
町
・

(
畑
山
〉
山
本
掛
棋
の
(
引
け
)
参
照
。

〈
川
淵
〉
例
え
ば
、
世
俗
組
組
郊
に
お
い
て
、
聖
験
者
が
、
開
門
ず
し
く
広
大
な
一
段
領

を
擁
し
な
が
ら
、
あ
る
ヲ
ン
ト
で
は
ヲ

γ
ト
タ
!
F
出
席
縫
を
も
ち
、
納
部

のニフ

γ
ト
で
は
も
た
な
い
と
い
う
務
災
孔
管
制
J
m
刊
に
説
明
す
ベ
設
か
、
に
つ

い
て
、
ベ
ロ
ウ
は
す
燃
し
て
い
る
(
軍
一
む
F
F
F
O
w
∞
・
芯
・
)
。

ハ
川
)
グ
ル

γ
ナ
!
政
身
こ
の
こ
と
な
認
め
て
い
る
o
g
A
S
H
凶
作
♂
出
‘
伊
C
-

印刷・kmMMWF

〈
州
出
〉
同
J
y
'
V
向
間
同
巾
円
増
じ
い
巾
〉
戸
田
寸
F
S
Z
H
M
m
仏
巾
H
C
窓
口
弘
美
昂
H
H
仏
2
ロ
ち
《
凶
咋
門
口
市
口

角
凶
作
信
仲
間
V
3
2
2
呂
田
5
r
c
Z
出
沼
町
ぽ
箆
門
号
、
国
N
H
日
夕
同
ゆ
ω
タ

タ

品

mwMW叫市町・

〈
間
山
)
回
同
出
口
5
3
0ぽ
明
3
↑
Z
F
F
m
H
河
口
7
2
.
、
小
山
・
8
m
-

〈
川
川
〉
後
者
の
こ
の
よ
う
な
擬
設
に
対
し
、
ヵ

I
ル
・
ぷ

i
J〈
ん
は
、
む
し

ろ
近
設
前
期
の
、
い
わ
ゆ
る
ア
ン
シ
ア

γ
・
ν
ジ

i
ム
を
念
頭
に
お
き
な

が
ら
、
そ
こ
で
は
「
綴
主
制
約
」
(
部
仲
間
室
長
五
)
な
モ
メ

γ
、
に
そ
の
か

ぎ
り
で
、
三
宮
3
9
5
~
…
た
な
酬
明
畿
が
の
こ
っ
て
い
る
に
し
て
も
、
決
定
的

な
要
因
は
「
鴛
後
総
」
で
あ
る
こ
と
を
カ
鋭
し
、
マ
イ
ヤ
;
の
上
抱
一
…
総

終
合
こ
の
時
怒
に
適
用
す
る
こ
と
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
と
品
中
内
閣
慨
し
た

〈
町
北
大
史
学
"
“
“
一
一
O
修
、
六
七
支
参
組
問
)
。
繁
務
は
し
か
し
、
こ
の
支
援

に
一
災
総
ず
る
必
姿
恥
宮
町
抑
制
め
な
い
。
な
ぜ
ー
な
ら
、
ボ
:
ズ
ん
は
そ
も
そ
も
ウ

デ
i

パ
!
の
「
浬
念
恕
」
の
拘
深
刻
な
拒
否
す
る
ハ
関
川
ふ
、
七
一
一
炎
、
参

絞
)
か
ら
明
、
あ
り
、
ま
た
「
身
分
制
割
問
淡
い
の
燦
史
的
発
展
の
中
で
世
間
低

利
制
約
そ
メ

γ
ト
、
か
増
大
し
て
ゆ
く
こ
と
は
当
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
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い
自
公
仲
間
口
島
田
円
ぽ
〈
2
p
a
g
m
h
R
考

(
川
)
国
門
戸
口
口
巾
♂
〈
D
B
0
2
5
ω
m
g
L
2
2
5
2
B
B
G口同同口
E
m
n
r
g
p
E
a

N

日目u
w

白・白・

0
・w

∞
-
N
8・
同
じ
箇
所
で
彼
は
「
国
王
の
行
政
国
家
の
形
成

と
、
こ
れ
に
対
応
す
る
身
分
制
国
家
の
形
成
と
は
、
増
大
す
る
制
度
化

(
H
E
E口
氏
。
ロ
丘
町
{
2
5
m
)
を
意
味
す
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

(
川
)
ド
イ
ツ
の
領
邦
身
分
制
議
会
の
通
例
的
呼
称
た
る
ヲ
ン
ト
タ

l
p
の

語
は
、
よ
う
や
く
近
世
初
頭
に
お
い
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
中
世
で
は

身

分

集

会

は

含

mw
庄
町
OBM出ゲ

r
m
ω
n
Z広
D口問巾
u
宮
間
u
加

F
5
2ロ
2
g
m抽

出向日
g
同

w
F
E
S包
山
口
聞
な
ど
と
呼
、
ぬ
れ
て
い
た
。
回
目
}
0
4
3

白・白・

0
・wω
・

2
F
〉
目
白
・
日
・

(山

)
3
H耐
え
ロ
ロ
ι
出
口
町
、
の
基
本
的
重
要
性
と
一
般
的
意
味
に
つ
い
て

は
、
〈
m--
∞
E
ロ
ロ
巾
♂
円
白
ロ
ハ
山
口
門
戸
仏

E
q
a
n
r
m
F
ω
-
N由
由
民
・

(
山

)
w
u
H
U同
之
の
原
初
的
な
、
古
ゲ
ル
マ
ン
的
な
意
義
は
、
そ
の
連
関
語
で

あ
る
こ
E
2
3円
三
の
如
き
に
も
保
存
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
中
世
後
期
の
法

律
用
語
に
お
い
て
は
、
こ
何
回
門
な
の
反
対
語
た
る
コ

C
ロ
日
べ
h

ば
し
ば
し
ば

「
紛
争
」
や
武
力
行
使
を
意
味
し
た
。
な
か
ん
づ
く
ヱ
〈
巾
ロ
丘
公
が
端
的

に
誠
実
破
棄
を
意
味
す
る
こ
と
は
暗
示
的
で
あ
ろ
う
。
〈
m--
尽
ロ
ロ
ロ

2
・

同・国・

0
・∞
-
N
S
-

(
出
)
「
租
税
」
と
ふ
つ
う
訳
さ
れ
る
コ
∞
芯

51a
が
「
支
援
」
を
意
味
す
る

中
高
ド
イ
ツ
語
凹
江
口
日
に
由
来
す
る
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
巧
A
M
H

門
。
?

ゲロ口}戸
N

足
。
巾
凹
円
r
w
r円0
・
rHm聞
・
ぐ
O口
問
江
口
}
阿
国

ω同
m
F
S
E
0・
P
〈・∞門町戸
AWH・

、、

但
し
、
早
期
中
世
の

w
h
R
g『
た
の
実
体
に
つ
い
て
は
、
国
制
史
家

の
間
で
は
げ
し
い
論
議
が
交
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
〈
m--

回
目
ロ
ロ

2
・m-白・

0
・w

∞・

Na民・

(
山
〉
ブ
ル
ン
ナ

l
は
、
そ
れ
を
証
明
す
る
典
型
的
な
史
料
と
し
て
、
一

四
一
二
年
五
月
二
十
八
日
に
シ
ュ
タ
イ
ユ
ル
マ
ル
ク
の
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル

出
2
8
m
開

B
え
が
同
日
吉
岡

L
2
ω
山
口
叶
巾
円
な
る
者
に
送
っ
た
書
状
の
中

の

3
m
o
m
c
r
ι
戸
戸
口
明
巾
円

σmm口白口同
]
m
w

口門〈
O}}向
山
戸
町
口
口
凹

OH
〈
DHmoロ
ωロ仲

田口
r
B
F巾
ロ
ロ
ロ
門
日
常
ロ
丘
町
g
g
w
H
ロ同出
σ

g門
戸
口
L

E一
民
田
口
同
丘
町
巾
口
た

と
い
う
章
句
を
引
用
し
、
同
種
の
表
現
が
ラ
ン
ト
タ

l

F
の
関
係
文
書
の

中
に
繰
返
し
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
を
多
く
の
実
例
に
よ
っ
て
指
摘
し
て
い

る
。
国
門
戸
出
口
OHU
白・国・

0
・wω
・
品
川
口
『
-wω
・品一凶
N
〉
口
口
f
H
・

(川

)
H
E
P
-
ω
・品
N
U
F
図
に
、
「
助
言
」
と
「
判
決
」
と
は
古
来
区
別
さ

れ
て
い
た
に
し
て
も
、
両
者
の
ち
が
い
は
単
に
「
法
」
が
発
見
さ
れ
る
仕

方
に
か
か
わ
る
の
で
あ
っ
て
、
内
容
的
に
は
同
一
で
あ
っ
た
。
而
し
て

O
R
W
Z
と
河
内
見
と
は
、
政
治
的
な
い
し
法
的
行
為
の
原
初
的
な
組
織
形

態
で
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
関

E
N一
色
と
な
ら
ん
で
、
近
代
官
庁
の
歴

史
的
起
源
を
な
す
の
で
あ
る
。
〈
間
]
・
H
r
F
争

"ω
・
A

肝N
由同・

(川

)
F
E
n
r
H
F
ロ
庁
〉
口
町
山
口
問
問
。
仏
R
H
K田口門日
ω片田口門町一切出
N
J可∞
wω
・品
NJ可同町・

(川

)
u
w
n
oロ
印
岳
民
B
2
S
E
E
R
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
〈
m--
∞
古
田
口
間
企
マ

寸巾同問、田
-
P
0・wω
・
由
。
ロ
・

(
川
〉

HEι
・
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
シ
ユ
パ
ン
ゲ
ン
ベ
ル
ク
も
指
摘
す

る
通
り

HN肝
止
命
、
が
、
現
実
に
お
い
て
シ
ュ
テ
ン
デ
の
利
害
を
反
映
す
る
こ

と
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
o

む
し
ろ
「
ラ

l

、
、
、
、
、

ト
し
が
も
っ
中
間
的
性
格
こ
そ
が
ラ
ン
ト
タ

I

F
と
こ
れ
と
の
差
異
を
よ
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ぐ
物
滋
っ
て
い
る
。
?
7
i
ト
い
ぷ
ン
ダ
ス
ヘ
ル
の

F
3
5芝
ゲ

ぬ
き
お
と
し
て
の
性
格
と
、
予
ン
i
シ
ュ
テ
ン
ダ

mvm議
3
2
n
r
h
F
U
E

と
し
て
の
性
締
役
と
の
が
い
J
a
J

れ
を
強
く
も
つ
か
は
、
そ
の
時
々
の
権
力
関
係

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
つ
れ
ん
。

ハ
川
川
)
こ
れ
ら
の
お
山
に
つ
い
て
は
、
〈
陪
戸
お
『

HS出伶
ω
ピ州
w
・削
w

・0
4
m
w
-
A
H
M
山∞
h

・

な
お
ブ
ヲ
ヅ
ツ
・
ケ
ル

γ
は
、
一
般
総
と
し
て
、
中
没
の
活
気
の
欠
。
-
干

潟
援
な
日
付
ざ
を
紋
述
す
る
さ
い
、

z
g
o
}
5
2出
2
H吋
副
知
山
宗
務
付
。
吋
還
元
が

君
主
の
行
政
vh
閉
附
与
す
る
段
階
に
川
山
崎
黙
の
制
間
帯
品
、

ω助
言
に
よ
る
関
門

枇
甲
山
、
紛
裁
判
判
形
式
に
よ
る
判
決
全
斗
つ
が
あ
っ
た
こ
と
念
総
摘
し
、
務

主
刊
か
削
開
事
の
処
理
に
際
し
で
こ
れ
ら
三
つ
の
可
総
伎
の
う
ち
ど
れ
を
え
ら

ぶ
か
は
全
く
潟
市
間
引
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
ム
中
世
の
特
色
が
あ
る
と
し
℃
い

る
o
M
P
M
h
2
P
H
N
2
F
d
ゑ
〈
公
開
ω
g
Z
E
関山

g
富山仲

g
u一夜♂
m
T
J
お
『
・

た
し
か
に
、
後
も
い
う
と
お
り
、
「
君
主
」
と
「
人
民
」
と
は
、
中
堂
で
は

ご間一
2dω
一
口
前
知
設
立
に
「
法
」
の
山
市
で
‘
か
か
わ
ち
ん
口
っ
て
お
号
、
と
徳
一
刷
出
諮
問
同
M
1

器
同
対
立
に
「
法
」
を
保
守
し
て
い
た
以
上
、
「
反
蕊
、
が
あ
が
ら
ぬ
か
ぎ
号
、

君
主
よ
り
発
ず
る
す
べ
て
の
も
の
は
、
そ
れ
が
人
民
の
側
か
ら
発
し
た
と

同
じ
滋
旅
に
お
い
て
法
で
あ
っ
た
い
の
で
あ
り
、
ま
た
「
ぞ
れ
ゆ
え
に
こ

そ
君
主
ぷ
人
民
会
応
体
と
、
し
た
が
っ
て
法
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
を
い
か

に
保
証
す
る
か
に
つ
い
て
の
規
定
は
部
側
め
て
渓
然
と
し
て
お
り
、
中
氷
発
慾

で
あ
っ
た
」
と
い
う
ケ
ル
ン
の
ふ
去
後
(
皇
内
田
-
u
m
T

認
し
は
、
松
本
品
約
に

笠
し
い
と
思
わ
れ
る
。

(
問
〉
と
り
わ
け
課
税
問
題
全
重
視
し
た
ジ
品
バ
ン
ゲ
ン
ベ
ル
タ
の
知
設
は

〔
は
じ
め
て
…
般
的
裕
一
税
が
ラ
ン
?
グ

1

F
で
承
認
さ
れ
た
時
」
必
ず
以
て

…
印
刷
込
忠
雪
会
三
宮
〈
《
三
位
話
口
同
Mm
の
出
発
持
点
〈
少
く
も
蒜
コ
出
町
長
吉
三

ニ
5
コ
同
)
と
留
地
て
い
る

o
m
m
x
g出合コゲ昂門
m
-
P
デ
ハ
〉
4Mm・
-
日
?
こ
の
解
釈

自
然
は
附
同
時
議
で
あ
る
に
し
て
も
、
一
後
に
身
分
出
制
緩
λ

伎
に
お
け
る
税
制
恨
の

役
割
削
の
基
本
的
重
税
燃
は
、
?
身
分
出
掛
議
会
史
の
た
め
の
額
際
委
員
会
」

で
も
カ
例
制
さ
れ
て
い
る
と
お
与
で
あ
る
斗
北
大
史
学
』
ご
U
努
、
ム
ハ
ム
ハ

賀
、
ボ
!
ズ
ル
の
発
一
言
品
秒
間
際
〉
。

ハ
州
出
)
出
吋
戸
HHM
出
巾
円
、
ど
忍

g
L
5
5口
宮
内

H
w
m
-
N
P

(
成
〉
《
ρ
c
cふ
O

B

E

出
窓
口
四
日
門
唱
え
》

OHHM
ロ
ヂ
戸
出
門

gn仲
良
江
え
印
刷
》
甘
さ
r自主

《
山
与
え
》
と
い
う
有
名
な
淡
滋
は
、
か
か
る
法
繍
期
酬
の
浴
衣
化
で
あ
る
。

こ
の
法
憐
濁
に
つ
い
て
の
す
ぐ
れ
た
一
絞
的
考
祭
、
お
よ
び
こ
の
間
側
織
に

関
ナ
る
尚
子
鋭
史
の
展
墓
は
、
ぐ
間
…
・
九
戸
・
玄
言
。
口
間
五
州
F
P
C
W
m
w
-
∞品

h
F

ハ
間
同
〉
ミ
ベ
窓
口
め
た
と
=
J
N
貸
付
吋
英
文
と
の
関
速
に
つ
い
て
は
、
〈

m--a選
出
忘
れ

?
?
0
・
場

ω・
N
S
R

〈
間
同
〉
引
い
仏

e-ω
・
ぉ
、
1

・

ハ
泌
〉
門
医
科
峰
山
伊
良
∞
・
ラ
ン
ト
ロ
イ
テ
の
幾
務
は
ご
功
。
世
間
口
2
2
2
2
M内出吉岡同公

、
、
、

に
ふ
符
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
口
約
か
二
絞
め
給
付
を
提
供
す
る
と
綴
務
で
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
例
え
ば
聴
民
族
が
、
自
分
た
ち
は
綴
仇
伐
に
従
う
が
ゆ
え
に

租
税
約
入
に
附
附
録
す
る
こ
と
念
欲
し
な
い
、
と
笈
吾
一
目
す
る
よ
う
な
緩
ん
問
も

あ
り
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
夜
ち
に
貴
族
に
は

ω
g
S名門
F
Z

が
な
か
っ
た
と
μ

務
総
ず
る
こ
と
は
、

ωZNH勾
?
込
山
以
内
ぬ
の
一
形
態
に
す
掛
川
、

な
い
以
上
、
談
り
と
い
う
べ
設
で
あ
る
。

J
N
h
判一
-
H
r一件
M
m
'
k
m
印印〉吋戸時
H
y
r
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ト
g
p
S
E
M
m
n
Z
ぐ
OHFm出口口
mha
考

(
凶

)
F
-
p
m
-
N
a
R

(
凶
)
但
し
、
後
述
す
る
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
如
き
特
殊
ケ

1
ス
は
別
で

あ
る
。
な
お
、
ド
イ
ツ
以
外
で
、
都
市
が
一
フ
ン
ト
タ

l
ク
に
お
い
て
支
配

的
地
位
を
占
め
た
顕
著
な
事
例
と
し
て
は
、
ブ
ラ
ン
ド
ル
伯
鎮
の
場
合
が

あ
る
o
〈
包
・
』
田
町
』
g
g
u
o
rロ門
F
O三円。∞
O
戸
℃
己

2
m
m
R
2ア
ロ
巾
同
四
日
間
)
]
巾

仏
何
回
比

w
g
s
ι
。
司
]
血
口
門
町
何
回
、
〉
ロ
ロ
mL2・
日
・
〉
ロ
ロ
b

p

H

申印
O
U
ω
-
M
∞
由
民
・

回四
-c耳
切
血
-
m・
o-uω
・由一凶・

(
郎
)
回

2
5
2
同・田・

0
・w
∞・

8
印
戸
回
巾
芯
三
国

-m・
o-wω
・
自
由
民

-w

由

N

止一・

(
別
〉

3
H
ロ門出問。同岡田仲間

2
Z
E
お
よ
び
之
]
凶

g
n
r君
。
込
町
ロ
な
に
関
し
て
は
、

〈
向
一
・
回
巾
-
c
d
d
祖国
-
P
0・w∞
-
z
c
h
w
E日・

(
印
)
〈
m
-
-
F
}
0
9
F
P
C
-
u
ω
・白
C

H
・-
E∞
ロ
・
巧
-
Z同『
u
明
片
手
間
0・

片岡ロ

g-w
∞
-
N
a
同
町
・
ネ
フ
の
い
う
「
支
配
契
約
」
も
、
こ
の
よ
う
な
状
況

と
の
連
関
で
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
し
か
し
本
稿
第
一
章
で
指
摘

し
た
如
く
(
註
芝
、
ネ
フ
が
|
|
こ
の
点
で
は
ベ
ロ
ウ
と
同
様
|
|
身

分
制
国
家
の
「
二
元
主
義
」
を
之
己

E
2
5円
z
r
r
E
に
理
解
し
て
い
る

点
は
批
判
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
重
要
な
の
は
、
ネ
フ
自
身
み
と
め
て
い

る
と
お
り
、
君
主
の
権
利
に
は
何
ら
か
「
契
約
外
的
」
な
フ
ァ
ク
タ
ー
が

含
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
ジ
ュ
テ

γ
デ
の
表
現
す
る

、、

W

唱え

EZBnz-w}HE
な
権
利
が
、
ラ
ン
ト
法
上
の
か
れ
ら
の
義
務
を
前
提

、
、
、
、

と
す
る
、
い
わ
ば
第
二
次
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
か
ぎ
り
で
、
「
支
配
契
約
」
の
意
義
に
関
す
る
ハ
ル
ト
ゥ
シ
グ
の
ネ
フ

批
判
は
当
っ
て
い
よ
う
。

(
印
〉
〈
悶
-
-
∞

2
ロロ巾

HU
回

m・
o-wω
・
お
A
F

・
ホ

I
L
ン
ツ
オ
レ
ル
ン
家
の

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
が
一
四
一
四
年
三
月
二

O
B
に
布
告
し
た
ラ
ン
ト
フ

リ
l
デ
法
の
如
き
は
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
る
フ
ェ

1
デ
抑
止
政
策
の
顕
著
な
実
例
と
し
て
注
目
せ
ら
れ
る
が
、
デ
ィ
ナ
ス
テ

ィ
ー
に
よ
る
ラ
ン
ト
分
割
の
は
な
は
だ
し
い
バ
イ
エ
ル
ン
に
於
て
す
ら
、

十
五
世
紀
に
は
フ
ェ

l
デ
権
の
行
使
が
決
定
的
に
退
潮
を
示
し
て
い
た
と

い
わ
れ
る
。
〈

m--
∞回出口

mgrmHmwω
・白・

0
.
ω
.
H
N∞・

(
印
)
「
公
共
性
の
理
念
」
の
成
立
と
い
う
角
度
か
ら
、
中
世
後
期
に
お
け

る
ラ
ン
ト
フ
リ
l
デ
運
動
の
歴
史
的
性
格
を
明
か
に
し
よ
う
と
し
た
堀
米

庸
=
一
氏
の
研
究
(
『
中
世
後
期
に
お
け
る
国
家
権
力
の
形
成
」
、
「
史
学
雑

誌
」
六
二
i
l
一
一
)
、
お
よ
び
ゲ
ル
ン
フ

l
パ

l
の
業
績
に
依
拠
し
つ
つ
堀

米
氏
の
見
解
に
修
正
を
加
え
た
石
川
武
「
ド
イ
ツ
中
世
の
平
和
運
動
に
お

け
る
《
公
共
性
の
理
念
》
(
「
歴
史
学
研
究
」
一
七
一
一
、
一
七
二
一
)
は
、

「
帝
国
」
の
レ
ベ
ル
で
問
題
を
扱
っ
て
い
る
に
せ
よ
、
今
後
の
研
究
に
貴

重
な
指
針
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
石
川
氏
が
、
寸
《
公
権
力
》

が
そ
の
支
配
権
強
化
の
過
程
に
際
し
て
、
物
理
的
強
制
力
の
適
法
的
独
占

、
、
、
、
、

と
は
本
来
内
在
的
関
係
を
も
た
ぬ
身
分
制
的
観
点
を
暴
露
し
た
」
と
見
、

、
、
、
、
、

「
支
配
の
理
念
の
身
分
制
的
実
現
」
と
い
う
視
角
か
ら
、
ミ
ツ
タ
イ
ス
を

批
判
し
つ
つ
、
ラ
ン
ト
フ
リ

l
デ
運
動
の
中
に
「
近
代
国
家
の
初
期
形

態
」
(
不
フ
)
と
し
て
の
「
身
分
制
国
家
」
ペ
の
展
望
を
求
め
た
こ
と
は

示
唆
的
で
あ
ろ
う
。
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(
町
山
〉
カ

I
ル
・
ボ

l
ズ
ル
も
、
十
三
世
紀
以
降
の
、
ラ

γ
ト
の
次
元
に
お

け
る
平
和
運
動
、
な
か
ん
づ
く
契
約
的
性
格
を
も
っ

r
gハ凶
E
E
g百
日
守

口
口
町
内
ロ
は
、
お
そ
ら
く

=
F
g
j
p
sロ《凶
E
n
Z
〈
2
p
nロ
ロ
聞
な
の
形
成
に
決

定
的
な
役
割
を
演
じ
た
、
と
考
え
て
い
る
(
『
北
大
史
学
』
一

O
号
、
六

七
頁
、
参
照
)
。

(
山
山
)
第
一
章
、
註
〈

8
)
参
照
。

(
問
凶
〉
回
一
円
ロ
ロ
ロ
句
、
〈
0
5
0
0
3
2間
口
包
g
E
B
E
B
B
O
E
Hロ
E
R
Y
g
H
tロa

N

困問】"∞・

M
印。・

(
郎
)
「
ロ

l

マ
法
の
導
入
」
に
関
し
て
は
、
〈
間
「

ω宮
口
問
。
ロ
ゲ
R
F
F
P
C
-
-

ω
-
H
H∞同町
-w
国内

-o当・

F
P
C
-
w
ω
-
E
H申・

(
問
)
回
出
色

cd司
w
p
白・

0
・w
∞
-HH印同町
-w
四
日
ロ

HMmw円
増
戸
田
口
仏
ロ
ロ
仏
国
2
同国

nr阻
止
"

ω・
h
肝

ωω
『・

(
m
M
)

テ
ツ
ナ
l
、
ラ
ハ
フ
ァ
ー
ル
、
ヒ

γ
ツ
ヱ
な
ど
が
、
こ
の
間
題
に
つ

い
て
提
出
し
た
見
解
に
つ
い
て
は
、
差
当
り
、
〈
間
]
.
∞
B
E
R
m
-
白・

0.

ω・
注
品
問
『
・
こ
う
し
た
従
来
の
論
議
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
「
立
憲
君
主

主
義
」
的
な
歴
史
観
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

E

、。

'
d

ア
h
-

、U

(
削
)
国
巳
r-mw
∞片田口内出回
hyo
開

E
戸口問
2
2
Eロ
Z
-
w
ω
-
H
8
・

(
川
)
出
向
Z
口
間
切
り

9H門的
hro
〈
RhmmmgmmmghFRZou
印
・
〉
丘
一

-wω
・
8
・

「
ラ
ン
ト
」
H
「
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
」
が
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
も
、
単

な
る
領
域
(
吋
命
日
同
2
E
F
E
R
-
5
)
で
は
な
く
、
「
人
的
結
合
体
」
と
し

て
の
わ

C
5
5
g
t
q
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

北
大
文
学
部
紀
要

(
凶
)
出

E
ロロ
OH祖国・白・

0
・w

伊
良
∞
・
こ
こ
で
彼
は
、
「
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

ー
ゲ
ル
」
の
中
で
「
ラ
ン
ト
の
同
意
」
が
語
ら
れ
る
際
、
す
で
に
そ
の
ラ

ン
ト
は
「
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
」
の
意
味
で
の
そ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

(
川
出
)
〈
m--
。
局
長
p
u
g
《目。巳
R
Z
の巾

HMO凹凹
g
m
n
rえ
ZHO口
E
W
ゲ

ω・

印
ω
品目『・ジ

ャ
ン
・
ボ
ダ
ン
が
国
家
主
権
を
規
定
し
て

=
E
B
B何
百
巳
話
回

2
2
r
L
H
B凹
]
巾
岡
山
宮
2
5
m
o
r
g
官
同
町
田
宮
児
島
と
な
し
、
こ
れ
を
拘
束
す
る

も
の
は
た
だ

L回
目
立

(
}
m
M
L
2
E
P
F
H
口出

E
S
P
-
m
H
O
Bロ
2
5
m
o
q

H
2
5
8
5
5己
巳
凹
)
の
み
で
あ
る
と
述
べ
た
の
は
、
こ
の
意
味
に
於
て
で

あ
っ
た
。
〈
m-・
国
ヨ
ロ
ロ
F
p
m・o-w
∞・

8
∞
『
・
な
お
、
有
名
な
ロ

1
7

法
諺
ヱ
司
片
山
口
8
3
r
m仔
5
8
r
z
mな
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
〈

m--w

HZL-wω
・
ω∞∞同町
-w
〉・し『・

(UR]同
-P
白・

m・
o
-
w
ω
-
N印同町・

(
川
出
)
回
E
E
R
田
-
P
0
・
ω・
ω
2
・

(
凶

)
ω
宮
口
m
g
r
m叶
m
w
F
P
C
-
w
ω
・
ミ
・
こ
の
と
き
の
協
約
の
相
手
方
た

る
シ
ュ
テ
ン
デ
が
少
数
の
高
級
貴
族
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politische Theologie， Erinnerungsausgabe fur Max Weber， II， 

1923， S. 3 ff. 
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Geschichte， Bd. 11， 1953， S. 108 ff. 
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Bornhak， G君schichtedes preusischen Vcrwaltungsrechts， 1， 

1884， S. 284. 
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Wel1er， Wurttembergische Geschichte， 5. Aufl.， 1963， S. 88 

ff.， Walter Grube， Dorfおmeindeund Amtsv.記玄関mmlungin 

Altwurtterおもむg，ZWLG XIII， 1954，S. 194， ff勺 Ders.， Der 
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demokratisch配nPar1ament， 1957， S. 11 ff吋 Wurttembergische
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0け S.1 ff.， 258 ff.， D号r8.，Thc origins of Prussia， 1954， S. 

229 ff.， Bω対滋k，a. a. 0.， S. 287 ff.，五![axLehman， Freih記rr a-. 

vo住.1Stein， in 1 Bη1928， S. 100 ff. 

cm F. L. Ca将校n，Die Urs品chendes der deutschen 

Landst議nde，HZ 192， 1961， S， 273 ff. 

Spang巴nberg，Vom Lchnstaat zum St註ndest加 t，S. 117 f. 

(!8!) Below， System und Bedeutung.， S阪 132f. 

Hartu時， Herrschaftsvertr議絞り S.76.

〈芸) 'J 0~盟関ささ いや録手話緩や鰯~..;，の絞毒装主よ塁率1~){!~' 民主lj漆

感 lJ.ト h 汽や 1ι ャれや儀対寺~){!' i(4ヰj(Q!線記j 誇華僑主よ警警ふ

..;，){!隣室話g，:さ I現境事J'gllte Verwaltung Q縦士長11~~公約 nPo~
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C:B) "・…'unsermlieben hern freund und gnedigen hern ains 

und den erwurdigen und ersamen prelaten und gemainer lan-

dschaft siner lieb und gnaden furstenthumbs verwanten und 

unterthanen anderstails'"…“ (Quellen zur neue児 nGeschichte， 

hrsg. von Historischen Seminar der Universitat Bern， Heft， 

17， 1951， S. 71.) 

(吉) Brunner， Die Freiheitsrecht巴.)S. 296. 
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Wilhelm Ebel， Geschichte der Gesetzgebung in Deutschland， 

1958; S. 59 ff.斗11Q "(' .;.2 Iト、 4ム JQ lllI'( {ITII.;.2 tQ Amtsmann 

(Vogt) :t!' ~霊童話 .ru対 Q善事組制~--\J←~'~' -r0~ν "Poli-

zeibeamter“--¥J.-l νe記事与拠隠← Qi-'.JQ向。 Vgl. Bornhak， a. 
a. 0.; S. 284. 
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